
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　CONTENTS









プロローグ

第一章　元勇者と男の象徴

第二章　元勇者はお酒が苦手

第三章　元勇者は奴隷と出会う

第四章　元勇者と闇森精

第五章　元勇者と貴族

第六章　元勇者は神を出し抜く

エピローグ




電子書籍特典　書き下ろし短編『フェイナと酒』
















　　口絵・本文イラスト●ぴょん吉







[image: ]







　ロガーナ王国西方、エルト地方。

　人里離れた森の奥には、大きな屋敷がある。

　シオン・ターレスク──かつては世界を救いながら、とある事情により人里では暮らせなくなった元勇者が、今ではそんな辺境の地に居を構えている。

　少年と共に暮らすのは、四人のメイド達。

　アルシェラ。

　フェイナ。

　イブリス。

　ナギ。

　見目麗しい四人のメイド達──彼女らもまた、様々な事情によって故郷や家族を失い、シオンの下に身を寄せることになった。

　元勇者の少年と、四人のメイド。

　誰もが悲痛な過去を持ち、日向ひなたの世界は歩けぬ者ばかり。

　どこにも居場所がなくなってしまい、人里離れた森の奥で、互いの傷を舐なめ合うように身を寄せ合って日々を過ごす。

　世界から爪つま弾はじきにされた者達は、今──

「あははっ！　ほら、シー様、いえーい、いえーい！」

「わっ、ぷっ……や、やめろ、フェイナ！　水をかけてくるな！」

　──全員で楽しく水浴びをしていた。

　屋敷から少し歩いた場所にある、森の中の湖。

　普段は魚を捕ったりしている場所だが、今日はシオンとメイド達、全員で水浴びをしに来ていた。

　燦さん々さんと照らす太陽の下。

　真っ先に湖に足を踏み入れたフェイナは、岸にいるシオンに向かって思い切り水をかけてきた。

「ほらっ、シー様も早くこっちに来なよ！　めっちゃ気持ちいいよ！」

「……いや、僕は」

　つい目を逸そらしてしまう。

　フェイナの水着は、露出が多いビキニタイプのものだった。豊かな胸や健康的な肢体が強調され、幼い少年にとってはどうしたって緊張を覚えるものとなっている。

「ふっふっふ。そうやって嫌がられると、むしろ興奮してきちゃうなあ。抱きついて無理やり叩たたき込こんじゃおっかなー」

「なっ……や、やめろ！　手をわきわきしながら近づいてくるな！」

「やめなさい、フェイナ」

　アルシェラが冷静な声で制した。

「シオン様が嫌がっているでしょう？」

　それからシオンの手を引き、地面に敷いたシートの方へと招く。

「さあ、シオン様。まずはオイルを塗りましょうか？　シオン様の玉のような肌が日に焼けてしまっては大変ですから」

「あ、ああ、そうだな」

「では」

「……いや。待て」

「なんでしょう？」

「…………なぜお前が脱ぎ始めている？」

　アルシェラの水着もまた、かなり露出が激しいものだった。豊満な胸は今にもこぼれ落ちそうで、尻はほとんど見えてしまっている。

　ただでさえ裸に近い格好をしている彼女が、また一枚布を脱ごうとしていた。

「ええと、私の体にもオイルを塗ろうかと思いまして」














「ああ、なるほど、それならわか──」

「そしてその後に、私の体を使ってシオン様に塗って差し上げようかと」

「いや、わからないぞ!?」

「オイル節約のためにはこうするしかないのです！」

「絶対そんなことはないだろ！」

「さあシオン様、どうぞこちらに……早く、早くその眩まぶしい太ももを……！」

「本音がダダ漏れになっているぞお前！」

「ちょっちょっと！　なにやってんのアルシェラ！」

　シオンの太ももがピンチになっていると、フェイナがこちらに走ってきた。

「そんな楽しいこと独り占めするのはズルいよ！　オイルなら私が塗ってあげるから！」

「なっ。か、返しなさいフェイナ！」

　オイルの入った瓶の取り合いを始める二人と、彼女達が争っているうちにこっそりとその場から逃げだそうとするシオン。

「……ったく、元気だなあ、あいつらは」

　そんな三人を遠目に眺めながら、イブリスは一人ハンモックに揺られていた。

「あー……きもちーわ、これ。すぐ眠れそう……」

「こんなところにまで来て昼寝か。お前はいったい、どれだけ眠れば気が済むんだ？」

「……いいだろー、別に。誰にも迷惑かけてねえし──っ」

　半分眠ったような顔で言うイブリスだったが、近くにいたナギの格好を見て、思い切り目を見開いた。

「お、お前……またそんな変態みたいな格好してるのか」

「なっ!?　へ、変態ではない！　これは『さらし』と『ふんどし』だ！」

　顔を真っ赤にして怒鳴るナギ。

　その格好は──極めて裸に近い。

　二枚の白い布を、胸部と股間に巻いただけ。

　下半身の露出は特に激しい。股間を横断するように巻いた白い布は、しっかりと食い込んで尻肉を強調している。

「我が国に伝わるれっきとした下着だと、説明しただろう！」

「あー、そうだったっけ」

「『ふんどし』は下着としてだけではなく、水浴び用の肌着としても使える素晴らしいものなのだ。我が国では、ふんどし一丁で素潜りをし、海の底にある貝や海え老びを獲とってくる『海女』と呼ばれる女達もいる」

「……変態の国なのか？」

「変態ではない！」

　ふんどしの女集団を想像して顔をしかめるイブリスと、憤慨するナギ。

　と、そこへ。

「あー、シー様、見つけた！」

「お待ちくださいシオン様！」

「……くっ、まずい。このままじゃ──なっ!?」

「へっ？」

「え、ええ!?」

　オイルを片手に追いかけてくる二人のメイドから必死に逃げていたシオンが、イブリスとナギのところに突っ込んできた。

　前方不注意のため、シオンは二人に激突。

　さらに後方から、アルシェラとフェイナも追突。

　衝撃で二人の手から零こぼれたオイルは宙を舞い、五人へと降り注ぐ。

　裸に近い女四人に密着されながら、全身がオイル塗まみれになり、ヌルヌルのグチョグチョになるという恐ろしい状況がシオンを襲った。

「うへえ、なんだよ、こりゃ……んんっ。お、おい、変なところ触るなナギ！」

「なっ、ち、違うスベって……あん！　ふぇ、フェイナ、どこを触ってる！」

「違う違うわざとじゃないの！　だってこれ、すごいヌルヌルで……ひゃんっ、うう、なんか体が……ア、アルシェラ、これ、本当にただのオイル……!?」

「……え、ええ。もちろんよ」

「おいてめえ！　なんで目を逸そらしてんだよ！　なにを仕込んだ!?　絶対ヤベえ薬入れてんだろ！」

　オイル塗れになりながら大騒ぎとなる四人のメイド達。

　そんな彼女達に囲まれ、ヌルヌルのもみくちゃにされていたシオンは、

「……お前ら、僕で遊ぶのもいい加減にしろぉおおっ！」

　と、お決まりの叫びを上げた。

　悲痛な過去を背負い、世界から爪つま弾はじきにされた者達。

　しかし彼らはどういうわけか、今日もとても楽しそうだった。
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　シオンの屋敷。

「…………」

　皆が寝静まった深夜──

　シュッ、シュッ、シュッ、と。

　なにかを擦こするような音が、屋敷の一室に響いていた。

　ナギの私室、である。

　とある事情によって一人では眠ることができないシオンは、毎晩メイドの一人に添い寝当番を頼んでいる。

　当番となったメイドは主人と同じベッドで一夜を共にすることとなるが、当番以外の三人は当然、各々の自室で夜を過ごすこととなる。

　今日の添い寝当番ではないナギは、いつも通りに自室で眠る。普段から規則正しい生活を心がけている彼女は、添い寝当番でない日は屋敷の誰よりも早く床につく──はずだったのだが。

　ここ数日。

　彼女は毎夜、夜更かしをして『とある物』を作成していた。

「……よし。やっと形になってきたな」

　満足そうな表情で呟つぶやくナギ。

　その手に握っているのは──木の棒だった。

　乾燥させた木を円柱状に削り出したもので、長さは二十センチ弱、直径は五センチほどだろうか。先端の一部がくびれており、円柱の片側に球体を取りつけたような形状となっている。

　そんな独特の形の棒を、手に持った紙やすりで丹念に擦り続ける。

「ふふっ。いいぞ……いい肌触りだ」

　熱を帯びた視線で木の棒を見つめ、愛いとおしそうに撫なで上あげる。肌触りを一通り楽しんだ後に、また紙やすりで擦る。

　シュッ、シュッ、シュッ、シュッ。

　ナギは作業に集中しており──だから気づけなかった。

　うっかり閉め忘れたドアの隙間から、アルシェラが中を覗のぞいていたことに。

「……っ」

　棒状のものを熱心にしごき続けるナギを見てしまったアルシェラは、顔を羞恥に赤らめながら青ざめるという、大層複雑な顔つきとなった。
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　翌日の午後──

「シオン様……少し、お時間よろしいでしょうか？」

　屋敷の一室にて、シオンが紅茶を楽しんでいたところ、アルシェラが極めて深刻そうな顔つきで話しかけてきた。

「どうしたアルシェラ？　そんな青い顔をして」

「実は……ナギのことで少し相談が」

「ふむ？」

　首を傾かしげるシオン。

「なになにー、面白い話？　笑える話？　ウケる話？」

「ナギがどうかしたのか？」

　近くにいたフェイナとイブリスも寄ってくる。肝心のナギは、今はちょうど買い出しに出ているところだった。

（……ナギが出かけたのを見計らって、話を切り出してきたのか？）

　本人の前では、しづらい話ということなのだろうか。

「アルシェラ。ナギになにかあったのか？」

「はい……」

　大変言いにくそうに、アルシェラは言う。

「昨日の夜更け……私がなかなか寝つけず屋敷内を歩いていたところ、ナギの部屋のドアが少し開いていて……なにやら妙な物音がしたのです」

「妙な物音？」

「シュッ、シュッ、となにかを擦こするような音です。私は、つい中の様子が気になって覗のぞいてしまったのですが……そこで、見てしまったのです」

「見てしまった？　なにをだ？」

「……ナニを、です」

　アルシェラは言った。

　が、いまいち意味がわからなかった。

「ん？　え？　な、なにが見えたんだ？」

「だから……ナニ、です」

「……？」

「ええと、だからその、ナニはナニで、アレのことです……」

「あれ？」

「だから、うぅ～……」

　アルシェラは羞恥に悶もだえるような仕草を見せた後、やがて覚悟を決めたような大声で、

「ナギが──張り型を作っていたのです！」

　と叫んだ。

　シオンは……やはりよくわからなかった。

「は、はりがた……？　なんだ、それは？」

「なっ!?　つ、伝わらない……!?」

　アルシェラは衝撃を受けていた。

　それから助けを求めるように、フェイナとイブリスの方を向くが、

「はり？」

「がた？」

　彼女達も言葉の意味がわかっていないようだった。

「あ、あなた達まで……。ちょ、ちょっとこっちに来なさい」

　アルシェラは二人を呼びつけ、部屋の隅へと移動した。羞恥と憤りが滲にじむ表情で、二人に耳打ちをする。

　かなりの小声で語っているようだったが、

「ナギがチンコをっ!?」

「自作のチンコを!?」

　応じるフェイナとイブリスの反応は、あまりにも大きかった。

「ちょ、ちょっとあなた達、声が大きいわよ！」

「……どういうことだ、アルシェラ？」

　シオンにもばっちり聞こえてしまったので、改めて問う。

　眉を顰ひそめたくなるような卑ひ猥わいな言葉の意味を。

「ナギがチン……んんっ。その……だ、男性器を作っていたというのは？」

「はい……ええと、なんと言いますか」

　アルシェラは言葉を探すように続ける。

「張り型というのは、つまり……女性が自じ慰い行為を行うために用いる擬似的な男性器のことで……。昨夜私は、ナギがそれを自作している様子を見てしまったのです。こう、木の棒を、シュッシュッと削って……」

「そ、そうか……」

　頬ほおを赤らめながら握った手でしごく動作を見せるアルシェラと、同じく赤い顔をして頷うなずくシオン。

（擬似的な男性器……自慰行為……）

　十二歳の少年にとっては、少々レベルの高い話だった。

　シオンがいかに無む垢くな少年とは言え、最低限の知識はある。

　子供がどうやってできるかぐらいは知っている。

　しかし裏を返せば、本当に最低限の知識しかないということであり──大人の女の自慰行為などは、シオンにとっては完全に理解の外だった。

（ど、どう使うんだ……？）

　シオンが浅い知識で悶もん々もんと考え込んでしまっていると、

「ねえアルシェラ、それってほんとなの？」

　フェイナが怪け訝げんそうな顔で問うた。

「ナギがそういうの作ってるなんて、いまいち想像できないんだけどなあ。アルシェラならまだわかるんだけど」

「……なにか失礼なことを言われた気もするけど、それは置いといて──ええ。間違いないわ。私も信じられなくて、目を凝らして何度も確認したけれど……あれは、間違いなく男性器だったわ」

　アルシェラは羞恥に耐えるような顔で語り続ける。

「形状が、そのまんまアレだったのよ……細長い棒状で、そして先端の一部だけ見事にくびれていて……男性器以外のなにものでもなかったわ。それをナギは、恍こう惚こつとした表情で丹念にしごきあげていたの……」

「えー……。まーじーでー……？」

　フェイナはなんとも言えない困惑の顔となってしまった。

「……仮によぉ」

　イブリスもまた、気まずさ九割、恥ずかしさ一割みたいな顔で口を開く。

「百歩譲ってナギが……まあ、そういうもん作って自分を慰めてたとして……アルシェラ。お前、なんでそれ……今ここでバラしたよ？　なんつーか……見て見ぬ振りをすんのが礼儀だろ」

　確かに、とシオンも納得する。

　ナギが隠れてなにかを作っていたとして──ナニを作っていたとして、究極的には個人の自由である。

　わざわざシオンに報告する義務などない。

　各々のプライバシーの領域の話だろう。

「わざわざ坊ちゃまにチクるような真ま似ねをしやがって……これが本当だったら、私らこれから、どんな顔してナギと付き合ってったらいいんだよ？」

「……私だって、本当は密告するつもりなんてなかったわ。ナギがどんな隠れた趣味を持っていたとしても、見て見ぬ振りをしようと思った。それが同じ女としての優しさだと思った。でも……無理よ。あんな……あんなものを見てしまったら、とても……」

　涙を堪こらえるような顔で、アルシェラは続ける。

「だって……ナギが作ってた張り型は──とんでもなく巨大だったのよ！」

「…………」

　さらに変な空気になった。

　変な空気の中、アルシェラだけが一生懸命だった。

「こ、このぐらい……いや、もっとね……このぐらいはあったかもしれないわね、わかるイブリス？　大きいでしょう？」

「いや……確かにデカいかもしれねえけど、だからなんなんだよ？　ナギの勝手だろ、そんなもん」

「……まだわからないの？」

　心外そうな顔で言いつつ、アルシェラはメイド二人を見つめる。

「イブリス、フェイナ……私達の主あるじは、誰？」

「シー様」

「坊ちゃま」

「そう……シオン様こそが、我らが未み来らい永えい劫ごう仕える唯一無二の主あるじ……。聡そう明めいにして才さい気き煥かん発ぱつ……若き身でありながら誰よりも強く、誰よりも賢く、そして尊いお方……こんな幼く、華きや奢しやで、小さく愛いとおしい御身でありながら、それでもなお気高くあられるお方……」

　つまりね、とアルシェラは続ける。

　ずっと要領を得なかった話が、ようやく核心に迫るようだった。

「シオン様にその身を捧ささげたメイドが──巨大で逞たくましい張り型で自じ慰い行為をすることなどあってはならないのよ！」

「お前はなにを言ってるんだ!?」

　堪たまらず突っ込むシオンだった。

　しかし、アルシェラの暴走は止まらない。

「これは……許されざる背信行為だわ。シオン様のようなあどけない少年に仕える身でありながら、あんなにも巨大なモノを自作するなんて……そんな行為は、シオン様への侮ぶ辱じよくに他ならない……！」

「……今、お前が僕を現在進行形で侮辱している気がするんだが……？」

「ああ、シオン様！　ご安心ください！　私には巨大な一イチ物モツへの執着などありません！　まだ経験はありませんが……もしも今後張り型を自作する際には、きちんとシオン様をイメージした相応のサイズで──」

「だからなにを言ってるんだお前は!?」

　暴走が加速するばかりのアルシェラに、シオンは全くついていけなかった。

「くくっ。なーるほどなあ。まあ確かに、そんなデカいもん作られちゃ、坊ちゃまへの当てつけみたいになっちまうのか」

　イブリスがからかい交じりの声で言いつつ、シオンに視線をやる。

「坊ちゃまは、まだまだお子様ですからねえ」

「……なにが言いたい？」

「いえいえなにも」

「──ちょーっと待った！」

　突如、フェイナが声を荒らげた。

「アルシェラもイブリスも、当たり前のようにシー様が年相応のサイズって決めつけて会話してるけどさあ──もしかしたら、シー様が意外とすごいモノ持ってるって可能性もあるかもしれないよ！」

「「──っ!?」」

　ドヤ顔での指摘に、アルシェラとイブリスは驚きよう愕がくを露あらわにした。

「ナギはなにかしらのきっかけで、シー様のサイズを知ったのかもしれない。そのサイズに応じて作った結果が、とんでもないビッグサイズだったという可能性も……」

「な、なにを言ってるのよフェイナ。そんな……シオン様が……ビ、ビッグサイズだなんて……あるはずがないでしょう？　シオン様のモノはきっと、こう、体に比例するようにかわいらしくて、無む垢くで汚れない蕾つぼみのような……」

「いやいや、そんなのアルシェラの勝手な決めつけじゃん？　なにせシー様はそんじょそこらの子供とは違う、超天才最強の元勇者様なんだし、あっちの方も常軌を逸してても、なにもおかしくないと思うけどなあ」

「そん、な……！　ま、まさか、シオン様が……愛くるしい見た目にそぐわぬ巨大な一イチ物モツを……うう……いや、でも……それはそれで……うん……」

　勝手なことを言うフェイナと、謎の懊おう悩のうを見せるアルシェラ。

「やれやれ。このままじゃラチが明かねえな」

　そこにイブリスまでもが参戦した。

「憶測ばっか並べてもしょうがねえ。ここは一丁──答え合わせと行くか」

　その発言をきっかけに、三人のメイドが一斉にシオンの方を向いた。

　具体的に言うなら──股間の辺りを。

「……いや、見せないぞ!?」

　反射的に叫ぶシオンだった。女三人から肉食獣めいた眼光を向けられ、背筋にはゾクリと悪寒が走った。

「いーじゃねえすか、減るもんでもないし」

「ぶー。シー様のケチー」

「も、もちろん私は、こんな場所でシオン様の秘部を晒さらさせるつもりなんてありませんでしたよっ。本当ですよっ」

「……お前ら、僕で遊ぶのもいい加減にしろ」

　呆あきれ果はてたように言いつつ、シオンは席を立つ。

「この件はこれで終わりだ。ナギのプライベートについて詮索することも禁ずる」

　毅き然ぜんと言い放ち、三人に背を向けて部屋を出た。







（まったく、昼間っから品のない話を……）

　屋敷の廊下を一人、ムスッと顔をしかめて歩くシオン。

　三人にからかわれたことで頭は恥辱と怒りでいっぱいになっていたが、次第に冷静さを取り戻すと、別の懸念が湧いてきた。

（……ほ、本当なのだろうか。ナギが、張り型を作っていたというのは？）

　メイド達には『詮索を禁じる』などと言ってしまったが、やはりシオンも気にはなっていた。

　他の三人ならまだしも、メイド達の中で最も貞淑で最も高い貞操観念を持っていそうなナギが、そういう行為に熱心になっているということは、シオンにとってある意味衝撃であった。

　魔術にも武術にも精通し、その他た諸もろ々もろのあらゆる学問に長たけるシオン──そんな少年も、未いまだに女は知らない。

　女の生態や性欲といったものは、まるで理解できずにいた。

（……いや。よくないな。うん、よくない。こんなこと、考えるだけでもナギに対して失礼だ。もう考えるのはやめて──）

「──お屋や形かた様？」

「うわああああっ!?」

　仰天の声を上げてしまう。

　悶もん々もんと考え込みながら歩いていたら、いつの間にか目の前にナギが立っていた。

「ナ、ナギ……か、帰っていたのか？」

「はい。ちょうど今、帰宅したところです」

「そ、そうか……」

「どうしましたか、お屋形様？　なにやら難しい顔で考え込んでいたようですが？」

「……なんでもない」

「聡そう明めいなお屋形様のことですから、きっとさぞ高尚で玄妙な事柄について思案していたかと思いますが」

「ま、まあな……」

　思い切り低俗なことを考えていたとは、言えるはずもなかった。

「ふむ。なにやら顔が赤いようですが」

「赤くないっ！」

　必死に否定の言葉を叫ぶシオン。

　しかしナギの顔を見ていると……どうしてもさっきの話が頭をよぎってしまう。思考が卑ひ猥わいな方向に傾いてしまう。

（……いや、待て。まださっきの話が真実と確定したわけではない。アルシェラがなにかを見間違えたという可能性も……）

「ナ、ナギ……」

　シオンは意を決して話を切り出した。

「なんでしょう？」

「その、なんというか……最近、ど、どうだ？」

「……はい？」

　さすがに質問が抽象的すぎたらしく、ナギはきょとんとしてしまった。

　しかし、当然ながら直接的に尋ねるわけにもいかない。

「いや、だから、その……よ、夜はきちんと眠れているのか？」

　シオンなりの、精一杯の迂う遠えんな表現だった。

「はあ……睡眠に関しては、特に問題ないと思いますが」

「ならいいんだが……でも、その……よ、夜更かしをしていたりするときも、あるんじゃないのか？　夜中になんらかの作業をしたり……」

「作業……？」

　ナギは最初ピンと来ない表情をしていたが、すぐに「あっ」となにかに気づいたような声を上げた。

「もしや──私が夜中にアレを作ってることを言っているのですか？」

「んんっ!?」

（み、認めるのか!?）

　思いのほかあっさり認められたため、変な声が出てしまった。

「ア、アレというのは、も、木製の……」

「そうです」

「こう……こんな形で、こんなサイズで、ここがくびれた感じの……」

「その通りです」

　身振り手振りでアルシェラから聞いていた形状を伝えると、ナギはやはりあっさりと認めた。

（ほ、本当、だったのか……。ナギはやはり、張り型を……）

　愕がく然ぜんとするシオン。

　ナギは対照的に、ごくごく普通の調子で語り始める。

「実は最近、夜中にずっとアレを作っていまして……。前からコツコツとやっていたものがようやく形になってきたところなんです」

　恥ずかしそうに、しかしどこか誇らしげに言うナギだった。

「もうすぐ完成だと思うと、つい熱が入ってしまい、深夜まで仕上げを……あっ。もしかして、騒々しかったでしょうか？　音には気をつけていたつもりだったのですが……」

「いや、お、音は大丈夫だ……」

「ならよかったです」

「しかし、ず、ずいぶんと真剣に作業しているようだな」

「はい……恥ずかしながら」

　照れ臭そうにナギは言う。

「子供の頃から、ああいうものを作るのが好きでして」

「こ、子供の頃から!?」

「自分で名前をつけたりもして」

「な、名前をつけるものなのか!?」

「やはり……似合いませんよね、私のような女に、こういうかわいらしい趣味は」

「……いやー、そ、そんなことは……」

　自嘲気味に言うナギに、シオンはものすごく返答に困った。

　ぶっちゃけ引いていた。

　結構ドン引きしていた。

「あの、お屋や形かた様……もし差し支えなければ、今度、お屋形様の分も作ってみてもよろしいでしょうか？」

「ぼ、僕の分っ!?」

「はい。私が作ったものを、お屋形様に献上したく思います」

　決してふざけてる様子はなく、真剣な顔で申し出るナギ。

　シオンの混乱は最高潮に達した。

（……え？　ええ？　ぼ、僕、に？　男の僕に、男のをアレを……え？　え？　なにを、どうすればいいんだ……？　どこにどう使えばいいんだ？）

　十二歳の性知識ではとても対応しきれない情報だったため、脳がパンクしそうになってしまう。

「お屋形様……？」

「いや、えっと……、ナ、ナギの気持ちは大変嬉うれしいのだが……まだ僕にはそういうものは早いというか……できることなら金輪際使用したくはないというか……」

「……そう、ですよね。申し訳ありません。私が自作した不ふ出で来きな作りのものなど、お屋形様には相応ふさわしくありませんよね……」

「ああっ、ち、違うんだっ。ナギの気持ちが嬉しいのは本当なんだが……お、男の僕には必要ないもののような気がして……？」

「はて……？　アレには、男も女も関係ないと思いますが？」

「関係ないっ!?　ということは、やはり……男にも使い道が……？」

「はあ……まあ、部屋に飾るぐらいしか使い道はないと思うのですが」

「お、男が使うとなれば、やはりあそこに──え？」

　一線を踏み越える思考に至る直前で、シオンはようやく相手との噛かみ合わなさに気づいた。

「か、飾る……？」

「はい」

　ナギは平然と言う。

「木の人形なのですから、飾っておくのが普通でしょう？」

「…………」

　人形？







「き、貴様らぁ……！　恥を知れぇえ！」

　憤ふん怒ぬの叫びが室内に響き渡る。

　ナギは柳眉を逆立て、烈火の如ごとき怒りを露あらわにしていた。

　しかし顔は真っ赤に染まり、激しい恥辱の色も滲にじむ。

「お屋や形かた様に間違った知識を植え付けおって……！　この私が夜な夜な、だ、だ、男根を模した木型を作っていただと……！　破廉恥も大概にしろ！」

　仁王立ちのまま激げき昂こうするナギの前には、三人のメイド達がいる。

　皆、一様に正座をしていた。

「ぶー。私は悪くないもーん。言い出しっぺはアルシェラだもーん」

「そうだそうだ。全部アルシェラが悪い」

　不服そうなフェイナとイブリスは、横に座るアルシェラを睨にらんだ。

「わ、私はただ、ちょっと勘違いをしてしまっただけよ。だって……あれは、どう見ても男根にしか──」

「な、なにを言うか！　どう見てもかわいらしい『コケシ』だろう！」

　必死に叫びながら、ナギは手に持った人形を掲げた。

『コケシ』、というらしい。

　彼女の祖国に伝わる、伝統的な工芸品であるそうだ。

（……そういえば、木の人形が好きだと言っていたな。自分で彫ったりすることもあった、と）

　以前、ビステアで一緒に買い物をしたとき──兎うさぎの木彫り人形をプレゼントしたときに、そんな会話があった気がする。

　部屋の隅に腰掛け、メイド達を遠巻きに見守っていたシオンは、ナギの持った人形を改めて見つめる。

　木を削って作ったらしい人形。

　円柱型で、片方の先端は丸みを帯び、そして途中でくびれている。

（……うーむ）

　最初に、アルシェラから『そういうもの』と言われたからだろうか。

　これはもう、どこからどう見ても──

「チンチンだよね」

「チンコだな」

「……ねえ、ナギ？　本当は私達を騙だまそうとしてるんじゃないの？　だって、そんな卑ひ猥わいな形状のモノが伝統的な人形だなんて……」

「くっ……貴様らぁ、いつもいつも我が祖国の文化をバカにしおって……！」

　不本意極まりないといった風に嘆くナギだった。

「こ、これはまだ、木を削ったままだから、チ……そ、そういう風に見えるだけだ！　ここに、きちんと顔を描いたりすれば──」

「「「チンコに顔を……!?」」」

「チンコではない！」

　未知の文化に驚嘆したような顔をする三人と、絶叫するナギ。

　一人離れた場所に座ったシオンは、

（……くだらない時間だったな）

　外の景色を見やりながら、深々と息を吐き出した。
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　バータムの街。

　ロガーナ王国西方──エルト地方にある街の一つである。

　その街の入り口に、アルシェラとイブリスの二人がいた。

　買い出しのため、である。

「はぁーあ、かったりーなあ。ったく、なんでわざわざこんな遠くまで買い物に来なきゃいけないんだか……」

「愚痴を言っても仕方がないわよ」

　うんざりとした顔で言うイブリスに、アルシェラが窘たしなめるように告げる。

「ビステアの街では、前の騒動で少し目立ってしまったからね。しばらくは顔を出さない方が懸命だわ」

「へえへえ。そうでござんした」

　メイド達が買い出しに行く際、普段ならばビステアの街を利用することがほとんどだが──しかしビステアでは、先月にとある事件が起こった。

『零ゼロ番研究室』。

　元は政府直轄の組織でありながら、二年前の戦争終結と同時に存在自体が隠匿された闇の研究機関。

　その残党が国家転覆を目もく論ろみ、そのテロ活動の最初の場として選ばれたのが、ビステアの街であった。

　結果として──その活動は失敗に終わる。

　シオンと、メイド達の活躍によって。

　一人の死者すらも出すことなく反政府組織を制圧することに成功したシオン達だったが──その際に、少しばかり目立ってしまったのだ。

　特に街に放たれた人魔兵を倒すために動いたフェイナ、イブリス、ナギの三人に至っては『国家が秘密裏に派遣した騎士団員』という噂うわさまで立つ始末。

　不必要に目立ってしまうことは、隠居生活を送っているシオン達には避けたいことだった。

　ほとぼりが冷めるまでビステアの街には近づかないことにして、買い出し等の用事は近隣の別の街で済ますように決めた。

「……ふーん。なんかビステアとはだいぶ印象が違うもんだな。どいつもこいつも、品のいい顔してやがる」

　綺き麗れいに舗装された石畳の道を歩きつつ、周囲を見渡してイブリスは言った。
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　道を行き交う人々は、大人も子供も皆小こ綺ぎ麗れいな衣装に身を包んだ者ばかり。奴ど隷れいや浮浪者の姿もない。路地裏までも清掃が行き届いているような、清潔感と高級感に溢あふれる町並みだった。

「あなたはこの街に来るのは初めてだったわね」

　先を歩くアルシェラが口を開く。

「ビステアの街は、西の国境が近い商業都市……人や物の出入りが激しく、商業組合の力が強い街よ。一方ここバータムは、中央との繋つながりが強い街。早い話が貴族の街ってわけ」

「はぁん。どうりで物静かなわけだ」

「街の中心部には貴族しか入れないそうよ。私らみたいな部外者が入ってもいいのは、一番外側にある、この商業地区だけ」

「けっ。相変わらず人間っつーのは、差別や区別が大好きな生きもんだな」

　皮肉げに笑い、イブリスは言う。

「貴族だかなんだか知らねえが、力じゃなくて生まれで全てが決まるなんざ、よくわかんねえ世界だぜ」

「……そうね」

　重々しく頷うなずいた後、「でも」とアルシェラが続けた。

「生まれで全てが決まるのは──私達も同じでしょう？」

「……くくっ。違ちげぇねえ」

　イブリスはやはり皮肉げに笑った。

　そのとき、である。

　物静かだった通りに、突如騒々しい集団が現れた。

　大人の男女が入り交じった、数十人からなる集団。

　彼らは旗や札を掲げて、声高になにかを叫んでいた。

「亜人にも人権を！」

「奴隷制度は、前時代の悪あしき風習である！」

「今こそ、ロガーナ王国民の誇りを取り戻すべきです！」

「我らロガーナ王国は、大陸で最も優れた国家である！　だからこそ、他国を導く立場でなければならない！」

「奴隷制度を撤てつ廃ぱいせよ！　亜人もまた、我ら人間の仲間だ！」

　集団は口々に叫ぶ。

　掲げた旗や札には『奴隷制度撤廃！』『亜人に人権を！』などといった文字が書かれていた。

「……なんだ、ありゃあ？」

「奴隷反対運動ね。最近、活発らしいわよ」

　首を傾かしげるイブリスにアルシェラが説明する。

「新聞にも書いてあったわ。最近、一部の貴族達の中で、奴ど隷れい制度を廃止しようという動きがあるみたい。騎士団の部隊長の一人が旗はた頭がしらとなって動いているそうよ」

「ふぅん？」

　首を傾げるイブリス。

「わけがわかんねーな。奴隷連中が反旗を翻すならまだわかるが、なんで貴族共の方が奴隷のために動こうとすんだよ？」

「いろいろ事情はあるでしょうけれど……一言で言えば『平和だから』でしょうね」

　溜ため息いき交じりに、アルシェラは言う。

「魔王という明確な脅威は消え去り、誰もが待ち望んだ平和な世界がやってきた。ロガーナ王国は戦争の立役者、『勇者』レビウスを擁する大国として、今は非常に落ち着いた状態にある。戦争もなく、経済も安定……そうなれば、食うに困らない貴族達が求めるのは、美容や嗜し好こう品ひん……あとは品位とかになるのよ」

「品位ぃ？」

「より素晴らしい人間になりたい……いえ。『自分は素晴らしい人間だ』という自負が欲しいのでしょうね」

「はぁん。要は貴族の気まぐれか」

「本当に優しさや正義感から行動している者もいるのかもしれないけれど……いずれにしても、国が平穏だからこそ起こる運動でしょうね」

　まだ魔王が生きていた頃──国が乱れていた頃は、こんな運動などあり得なかった。貴族の誰もが奴隷を抱え込み、そして酷使した。

　安い賃金で扱う労働力として。

　時には、危機に立ち向かわせる傭よう兵へいとして。

　そして──我が身を守る盾として。

　使い捨ての奴隷には、高い需要があった。

　しかしひとたび世界が平和になると、今度は綺き麗れい事ごとを並べ立てて聖人君子のような振る舞いを始める。

「この国では、これまでも似たような運動はあったらしいけれど、今回特に問題視されてるのは──亜人の奴隷らしいわ」

「…………」

　一瞬、イブリスの表情が強こわばった。

「あなたも知っての通り、この国は基本的に亜人の居住が禁じられているからね。唯一認められているのは、人間の奴隷となって暮らすこと」

　淡々と語るアルシェラ。

　亜人。

　それは、人でありながら人ならざる者の血が混じった者の総称。

　獣人、エルフ、ドワーフ、魔族との混血児……などなど。

　人外の容姿や能力を有して生まれた者どもは、俗に亜人と呼ばれる。

　彼らの多くが自分達の国を有し、独自の社会や文化を構築して暮らしているが──様々な事情から、人間達の国々に流れる者達もいる。

　人間社会での亜人の扱いは、国ごとに大きく異なる。

　亜人が平然と人間の中で暮らしている国も存在するが──ロガーナ王国では、亜人は非常に弱い立場となっていた。

　その原因の一端は、長らく続いた魔族との戦争。

　亜人を魔族と同一視する者が多く、嫌悪や憎悪の対象となることも多々あった。

　そんな亜人がこの国で生きる唯一の方法。

　それが、人間の奴ど隷れいとなることだった。

　奴隷としてならば──『人』ではなく『所有物』としてならば、亜人はこの国での生存を許される。

「亜人と魔族を明確に線引きできる基準は存在しない。だから亜人が差別され、隔離される国は少なくないらしいけれど……大陸最大のロガーナ王国が変わっていけば、今後、人間達の間での亜人の立場も変わっていくかもしれないわね」

「……関係ねーよ」

　どこか投げやりな口調で、イブリスは言った。

「亜人どもがどうなろうと、私には関係ねえっつーの」

　語気を強めて言い放つ。

　まるで、自分に言い聞かせるように。

「アルシェラ。とっとと用事済ませちまおうぜ」

　大声で奴隷解放を叫ぶ集団に背を向け、イブリスは歩き出す。アルシェラも彼女に続いた。

「とりあえず──本屋巡りでもするか？」

「そうね」

　アルシェラは頷うなずく。

　今日の彼女達が命じられた仕事は、日用品の買い出しと──本探しだった。

「図書館にあるような格式張った書物は、シオン様は過去にあらかた読破している……今回頼まれたのは、童話や民間伝承といった、民族学的なアプローチが期待できそうな書物よ──聖剣にまつわる童話や寓ぐう話わを、片っ端から探していきましょう」

「けっ。なんつーか、ずいぶんと細い糸を辿たどる感じだよな」

「仕方がないでしょう」

　アルシェラは軽く肩をすくめる。

「聖剣のこと、そして魔王の正体、さらには『ノイン』という謎の少年……こんなこと、まともな書物には書いてないでしょうからね」







　先月──

　ビステアの街で開かれた、武闘大会。

『零ゼロ番研究室』の出方を探るために参加したその大会で──シオンは得体の知れない者達と出会った。

　ノインと名乗る少年。

　そして──二年前に倒した魔王。

　自らの手で討ったはずの魔族の王と再会し、彼女が元々は人間だったという事実が判明した。

　人々のために魔族と戦い、『勇者』と呼ばれし者──それが、魔王の正体だった。

　世界を救った勇者の成れの果はて。

　それこそが──シオンが討った魔王だった。

　はるか昔、彼女もまた、魔王を倒したことによってシオンと同じような呪いを受けた。ただそこにいるだけで周囲の命を蝕むしばむ化け物。信じていた仲間に裏切られ、救ったはずの民に疎うとまれ、詰なじられ、蔑さげすまれ、見下され……そして彼女は、世界を呪ってしまった。

　その瞬間に、彼女は身も心も魔に堕おちた。

　自分が倒したはずの魔王と、同じ存在に堕ちてしまった──

　それが、先月の邂かい逅こうで知り得た、魔王の物語。

　シオンはこのことを、メイド達四人に伝えていた。

　隠す意味はないと思ったし、できることなら情報を共有して精査したかった。

　突拍子もない話で、信じてもらえない可能性もあるとは思ったが──メイド達の中に、シオンの話を疑うものはいなかった。

　その信頼は好ましいものであったが、しかし。

　彼女達にとっても魔王の正体やノインについては、衝撃の新事実であったらしい。魔王が元人間だと気づいていた者は一人もおらず、そして、ノインという少年についても、誰も思い当たる節はないようだった。

「……ふー」

　屋敷の書庫。

　本から顔を上げたシオンは、深く息を吐いて眉間を揉もんだ。

（さすがに少し疲れたな）

　アルシェラとイブリスが買い物に出ている頃。

　シオンは書庫に籠もり、調べ物をしていた。

　昼食を終えてから、かれこれ四時間ほどひたすら本を読みふけっていた。机の脇には読破した数十冊の本が積み上がっている。

「お屋や形かた様、少し休んではどうでしょう？」

　両手を上げて伸びをしていると、ナギが紅茶を運んできてくれた。

「ありがとうナギ。そうだな、少し休憩しようか」

　礼を言って、カップを受け取って紅茶に口をつける。

「なにか有益な情報はありましたか？」

「……残念ながら、そこまで目新しい発見はないな。すでに知っている知識か、根も葉もない憶測や妄想話ばかりだった」

　嘆息しつつ、読み終えた本の山を見つめる。

　その全てが──聖剣にまつわる本だった。

　聖剣。

　聖なる剣。

　神が人に与えし、魔族に対して絶大な威力を誇る武具。

　はるか昔、人の脆ぜい弱じやく性せいを哀れんだ神々が、人のために作った武具だと言われている。

　その使用条件は──人間であること。

　ただ、それだけ。

　聖剣は純粋な人間にしか扱えず、裏を返せば、人間でさえあれば誰だろうと発動させることができる。

「『メルトール』を体内に取り込んだことで、僕の呪いはわずかばかり弱まった。魔王の呪いと聖剣になんらかの因果関係があることは間違いない。だから、片っ端から聖剣に関わる書物を読みふけってはみたが……そう上う手まくはいかぬものだな」

「……難しいものですね」

　口惜しそうに語るナギ。

　シオンはゆっくりと、右手を掲げた。

　封印術式を施した黒い手袋の下には──禍まが々まがしい刻印がある。

　爪や牙による傷跡を思わせる、痛々しい印象を受ける印。

　魔王にトドメを刺した右手に、シオンが受けた呪いだった。

　この呪印を受けた日より──シオンは呪われた。

　エナジードレイン。

　ただそこに存在するだけで周囲の命を喰くらう化け物。

　己の意思によりある程度抑え込むことはできるが、完全に抑え込むことは不可能だった。

　しかし。

　手の施しようがなかった呪いに、最近一つの変化が訪れた。

　二月ほど前──退のっ引ぴきならぬ事情により、シオンはかつての愛剣──『メルトール』をその身に取り込んだ。

　人間にしか扱えぬ聖剣──その特性を強制的に塗り替え、我が物とした。

　聖剣を魔剣へと変貌させた。

　すると、シオンの呪いに変化が起こった。

　呪いが──わずかばかり弱まったのだ。

　どれだけ手を尽くしてもどうにもならなかった呪いが、ほんの少しばかり弱まった。

　聖剣を、その身に取り入れたことで──

（……書物で調べるには、限界があるのかもしれないな）

　聖剣と呪いの関連性に目を付けた日から、メイド達に頼んで聖剣に関する書物を探してもらったりしているが、今のところ芳かんばしい成果はない。

　市場に出回るような本には、求める情報はないのかもしれない。

「結局……実物を調べさせてもらうのが一番手っ取り早いのだろうな」

「実物、と言いますと、他の聖剣ということですか？」

　こくり、とシオンは頷うなずく。

「手近なところで言えば……この国には、僕が取り込んだ『メルトール』以外にも二つの聖剣が存在する」

「『ザグラム』と『リッター』ですね」

　ロガーナ王国には、代々伝わる三つの聖剣がある。

　質量を喰くらう『ザグラム』。

　流れを司つかさどる『リッター』。

　そして──距離を掌握する『メルトール』。

「この国の聖剣は全てが、王族の管理下……王室が認めた存在にのみ使用を許される形となっている。『メルトール』は、表向きはレビウスが所有者となっているが、王都の外に持ち出すことは認められていないらしい」

　もっとも、今王都の宝物庫に保管されているのは、シオンが作り上げた偽物の『メルトール』だが。

　見た目と最低限の性能しか備わっていない代物で、レビウス以外の者が使用すれば一発で偽物とわかるだろうが、幸いまだバレていないようだ。

「残りの二つ、『ザグラム』と『リッター』は──騎士団の団長と副団長が所有している」

　シオンは言った。

　ナギは神妙な顔つきとなる。

「……ロガーナ王国騎士団、団長と副団長……直接戦ったことはありませんが、噂うわさは耳にしていました。魔王軍でも、その二人の聖剣保持者は特記戦力として警戒されていました」

「だろうな」

「もちろん、一番恐れられていたのはシオン・ターレスクの雷名ですが」

「……べ、別に僕を持ち上げなくていい」

　突っ込むシオンだった。

「騎士団の団長、副団長は、王室が絶対の信頼を置く戦士であり、彼らの所有する聖剣もまた、国家にとってかけがえのない至宝だ」

　国民からの人気ならば、魔王を倒した（ことになっている）レビウスの方が上となるだろう。

　しかし戦争の真実を知っている王室にとっては、レビウスは傀かい儡らいの勇者でしかない。

　国家を動かす者達がなによりも信頼を寄せる戦力は、騎士団の頂点に立つ聖剣保持者二人だ。

「要するに、二つの聖剣は国がガチガチに管理しているということだ。王都から放逐された僕がどれだけ頭を下げたところで、聖剣に触れることすら不可能だろう」

「……しかし、シオン様ならば、いくらでも方法は」

「まあ確かに──方法がないわけではない。強引で汚い方法ならば、いくらでも思いつく。ただそれをやるということは、この国の全てを敵に回すということだ」

「…………」

「僕は国を乱してまで、元の体に戻りたいとは思わない」

　シオンは言った。

　きっぱりと断言した。

　先の戦争で、つくづく思い知っている。

　国が乱れたとき、一番割を食うのは立場が弱い者達だ。その者達の人生を犠牲にしてまで、自分本位に生きることはできない。

　すでに勇者の称号は失ってしまったが──

　それでも、志ぐらいは勇者でありたいから。

「本当にお優しいのですね、お屋や形かた様は」

「……優しくなどない。普通だ、普通」

　穏やかな微笑を浮かべるナギに、シオンは照れ臭そうに返した。

「とにかく──聖剣を直接調べる方法は現実的ではない。地道な作業かもしれないが、聖剣に関わる書物や噂などを、片っ端から当たっていくしかないだろう」

「承知しました。我らも尽力致します。お屋形様の呪いを、一日でも早く解くために」

「ありがとう、ナギ。そうだな、この呪いを、一日でも早く──」

　言葉の途中で、ふとシオンは考え込む。

（……呪い、か）

　聖剣を取り込み、呪いがわずかばかり弱体化したときから、シオンの頭ではずっとあることが引っかかっていた。

　これは果はたして呪いなのか、という根本的な疑問。

『メルトール』を取り込んだことで、エナジードレインはわずかばかり弱まった。しかしより正確に言えば──コントロールできるようになった、という表現が近くなる。

　常時発動しているエナジードレインは弱くなったが──解放した力に関してはまるで衰えていない。

　弱まったのではなく──制御できる範囲が増えたということだ。

　聖剣の力で呪いを中和したというよりは。

　まるで、二つに分かたれていたものが一つになったような──

（呪い……僕は当たり前のように、『呪い』という言葉を使っていた）

　しかし果たして、これは呪いなのだろうか。

　呪いではなく、なにか別の──

（……そうだっ。あのときの、魔王との会話──）

「お、お屋や形かた様、どうされましたか？」

「……ん？　ああ、いや、ちょっと気になることがあってな」

　記憶を探りながら、シオンは告げる。

「先月の武闘大会のとき……魔王と会話したということは、お前達にも伝えただろう」

「は、はい……」

　なにもない無明の空間での、魔王との対たい峙じ──

　まだ人間だった頃の魔王と──勇者と呼ばれていた頃の姿の魔王と、シオンは言葉を交わした。

「短い時間だったが、様々なことを話した。魔王の過去や歴史、そして……僕の呪いについても」

　だが、とシオンは続ける。

「今になって思い返せば──魔王は一度として『呪い』という言葉を使わなかった」

　かつて魔王は、シオンと似たような経緯を辿たどったという。

　当時存在していた魔王を倒し、呪われ──そして魔に堕おちた。

　しかし同じ状況を経験していながら、彼女は『呪い』という言葉は用いなかった。右手に刻まれし呪印に関しても、『刻印』と表現していたように思う。

「あの魔王との邂かい逅こうは……全てがノインという少年にお膳立てされたものだ。与えられた情報をどこまで鵜う呑のみにしていいものか迷ってはいたが……」

　でも。

　魔王の言葉だけは、信じてもいいような気がした。

　口から出る全てが胡う散さん臭くさくて、存在そのものが曖あい昧まい模も糊こだったノインとは対照的に、無明の世界で再会した魔王には……なんというか、なにもなかったのだ。

　誠意や熱意もない代わりに、打算や魂胆もなかった。

　死人のような無感情な目からは、こちらを陥れようとする思惑は全く感じ取れなかった。

「呪いを受けたならば解呪の方法を探ればいい……そういう、単純な話ではないのかもしれないな」

　シオンが深く息を吐き出すと、

「呪い、聖剣……」

　ナギもまた、考え込むような表情となっていた。

「どうした、ナギ？」

「いえ……大したことでは、ないのかもしれないですが」

　そう言うとナギは「少々、お借りしてもいいでしょうか？」と言って、机の上にあったペンを手に取り紙の上を走らせる。

　白い紙にはこう書かれた。




　呪




　シオンにとっては見慣れぬ記号だった。

「これは……」

「我が国の文字です」

　見慣れぬ角張った記号は、東方の島国の文字だったらしい。

「この字は、『呪い』や『呪じゆ詛そ』を意味する文字となります。そして」

　ナギは続けてペンを走らせる。

『呪』の隣に、こう書く。




　祝




「こちらは、『祝い』や『祝福』を意味する文字です」

「『祝福』……」

「似ているでしょう？」

　問うてくるナギに、こくりと頷うなずく。

　二つの文字は、とてもよく似ていた。

『呪』と『祝』。

　正反対の意味を持つはずの文字が、酷似している──

「この二つの文字が似ている理由は──『呪い』も『祝い』も、本質は同じものであるからだと言われています」

「本質が、同じ……？」

「いずれも、理ことわりの外から訪れるもの、という意味では同じものです。古来我が国では、常識では考えられない現象に対し、自分達にとってめでたいものは『祝い』と呼んでもてはやし、逆に都合が悪いものは『呪い』と呼んで忌み嫌った……」

「…………」

『呪い』と『祝い』。

　まるで正反対の意味合いで、本来なら相あい容いれるはずのない二つの事象。

　しかし東方の島国では、両者の間に共通項を見いだし、本質的には同じものという考えを持っていた。だから、それらを表現する文字が似ていた。

（たとえば……雨などが、そうか）

　雨という、一つの自然現象。

　日照りが続いて水不足に悩む地域に降れば、それは『恵みの雨』となる。しかし一方で、度が過ぎた豪雨は一種の災害となって人々を苦しめる。

　同じ雨でも、地域や状況によって真逆の意味合いを持つ。

　しかしそれでも、雨は雨であり、雨に過ぎない。

　本質は──同じ。

　その違いは、自分達の捉え方。

　こちらにとって都合がいいか、都合が悪いか。

『呪』と『祝』

『魔王の呪印』と、『聖剣』──

「えと、すみません。ただ、我が国ではこういう話もある、というだけのことなのですが」

　言葉の先に詰まったのか、ナギは申し訳なさそうに言った。

「……いや。ありがとうナギ。とても勉強になった」

「いえっ、そんな……お役に立てたのであれば光栄です」

　頭を下げるシオンに、ぶんぶんと手を振るナギ。

　と、そこで。

「こんこーん！」

　ノックを自分の口で言いながら、フェイナが入ってきた。

「シー様、ナギ、ご飯できたよー。アルシェラとイブリスも帰ってきたし、そろそろご飯にしよー」







　今日の食事当番は、フェイナであった。

　彼女の料理を一言で表せば、野性的、に尽きるだろう。

　今日のメニューは、森で捕らえてきた獣の肉を大胆に切り分けて、香草や塩と胡こ椒しようでスパイシーに味付けして焼いたものと、肉を剥はいだ後に残った骨を煮込んで作ったスープだった。

　量がやや多いことと、食堂の雰囲気にはまるで合わないことが玉たまに瑕きずだが、料理自体は文句のつけようがない仕上がりとなっている。

　肉中心のメニューが並んだテーブルに、シオン達五人が席につくと、

「へっへっへー。実は、いい土産があるんだよなあ」

　楽しげに呟つぶやきながら、イブリスがボトルを取り出した。コルクで栓がされた透明な容器に、茶褐色の液体が入っている。

「なんだ、それは？」

「蒸留酒ブランデーですよ。私も大して詳しくないですが、結構高級なもんらしいですよ」

　イブリスは上機嫌に言う。

　蒸留酒であることは見た目からわかっていた。シオンが説明して欲しかったのは入手した経緯についてなのだが──その気になる部分については、

「実はバータムの街で、偶然、ひったくりと出くわしまして」

　と、アルシェラが解説をしてくれた。

「見過ごすのもなんだと思い、二人で犯人を捕まえ、憲兵へと引き渡しました。助けた相手は貴族の老夫婦だったのですが、どうしてもお礼をしたいと言われ……結果、その蒸留酒をいただくことに」

「ふむ。そうだったのか」

　バータムは貴族の街である。

　ビステアなどに比べれば圧倒的に治安がいい街だが、しかしそれを過信してしまう住人も多いらしい。

　人の出入りが多い商業地区に足を踏み入れる貴族は、窃盗犯からすれば狙い目相手なのだろう。

「にひひ。酒なんていつぶりだろうなー」

「えー、いいなあ。イブリスばっかずるーい」

「別に独り占めする気はねえよ。他にもワインだのなんだの五、六本もらってきたからな。みんなで楽しもうぜ」

「マジ!?　やった！　じゃあ私、燻くん製せい肉とチーズ取ってくるね！」

　大喜びでつまみの準備を始めるイブリスとフェイナだったが、

「ちょっと二人とも。ダメよ、お酒なんて」

　アルシェラが硬い声で言い放つ。

「主人の前でメイドが飲酒なんて、許されるはずがないでしょう？」

「アルシェラの言う通りだな」

　ナギも同意した。

「いくらお屋や形かた様が優しく寛大であるからといって、お前達は少々自堕落が過ぎる。家臣としての分をわきまえるべきだ」

「「えー……」」

　窘たしなめられた二人は不服そうに口を尖とがらせるが、

「別に構わないぞ」

　シオンがそう言うと、一気に目を輝かせた。

「ほんと、シー様!?」

「せっかくの貰もらい物ものだ。飲まなければもったいないだろう」

「やったー、シー様大好き！」

「さすがは坊ちゃま、話がわかるぅ」

　フェイナとイブリスの二人は、快かい哉さいを叫んで飲み会の準備を再開した。

「……よろしいのですか、シオン様」

「ああ。アルシェラもナギも、僕に気を遣うことはないぞ。好きに飲んだらいい」

「ですが……シオン様はお飲みにならないのでしょう？」

「うむ」

　シオンは酒が嫌いだった。

　飲めない、というより、飲んだ経験がほとんどない。

　ロガーナ王国には飲酒の年齢に関する法律が存在しないため、年齢的に飲めないというわけではない。

　ただ、シンプルに酒の味が嫌いだった。

　興味本位から舐なめてみた経験はあるが、どうしても美お味いしいとは思えなかった。

「……お屋形様が飲まないのに、我々だけ飲むわけには」

「気にするなと言っている」

　不安そうなナギに、シオンは強く言う。

「僕を立ててくれる気持ちは嬉うれしいが……お前達に気を遣わせて不自由を強いるような主人にはなりたくない。酒ぐらい、自由に飲んだらいい」

「……お屋形様がそこまでおっしゃるのであれば」

「……そうね」

　飲酒反対派だったナギとアルシェラも、顔を見合わせて小さく頷うなずく。本当は二人にも、飲みたい気持ちはあったのかもしれない。

　軽い気持ちで飲酒を勧めてしまったシオン。

　しかし──このときの彼はまだ知らなかった。

　深く考えもせずに勧めた飲酒によって、なにが起こるかなんて──







　酒と言われてシオンが思い出すのは、かつての仲間のことだ。

　魔王討伐のために派遣された、勇者のパーティ。

　勇者であるシオンと、剣士のレビウス。

　その他にも、武闘家、魔術師、神官という、三人の仲間がいた。

　いや。

　厳密には、仲間とは違うのかもしれない。

　その三人はシオンのことを仲間と思ってなかったと思うし、シオン自身も正直な話、三人に対してあまり好意的な感情を持っていなかった。

　実力はありながらも人格面が完全に破綻していた者達を、上から無理やり押しつけられたようなものだった。

　武闘家は性豪で、神官は自殺未遂の常習者。

　そして魔術師は──飲んだくれだった。

　常になにかしらの酒を飲んでおり、酔っ払った状態でないと魔術一つまともに発動できないという、極度のアルコール中毒者だった。

　パーティの一人がそんな大人だったことも、シオンの酒嫌いの一因ではあるのだろう。味も苦手だが、それ以上に『酔っ払っている大人』というのが、どうも格好よくは見えなかった。

　そして──今。

　シオンはまた少し、酒が嫌いになりそうだった。

「うぇーい、イブリスぅ！」

「……うぇーい、フェイナぁ」

　酒好きだったらしい二人が、謎のかけ声を上げながら互いのグラスを当てて鳴らす。何度目かわからぬ乾杯だった。

「あっはっは、やっぱりお酒はいいよねえ。気持ちが昂たかぶって気分が高まるっていうかさ……あっはっはっはー！」

　ひたすら上機嫌に笑いながら、肉料理と酒を交互に楽しむフェイナ。

「…………はっ!?　いや、寝てない！　寝てねえぞ！　私はまだまだ飲むんだからな！」

　飲むとすぐ眠くなるタイプだったらしいイブリスは、一瞬意識を失ったようだったが、ぶんぶんと首を振って再び酒を口に運んで飲み干した。

「……ふん。本当に騒々しい連中だな。酒は静かに飲むべきだろう」

　普段通りの口調で言うナギだが、しかしその顔はかなり赤い。

　グラスの酒が空になると、ボトルから手酌でドバドバと大量に注つぐ。いつも楚そ々そとしている彼女らしくもない、大胆で雑な注ぎ方だった。

「ちょっとナギ、あなた飲みすぎじゃないの？」

「む……アルシェラ、貴様、私を侮ぶ辱じよくするつもりかぁ？　このわ、わらしが、酒に溺れるとでも申すか？　このナギ・シュテン・アマクサ、酒を飲んでも、酒にのらえるようらころはぁ～……！」

「はいはい、わかったわかった」

　呂ろ律れつが回らなくなっているナギを軽く流しながら、アルシェラは上品な手つきでグラスを口に運ぶ。他三人に比べるとだいぶ落ち着いた態度であるように見えたが──

「はぁ……なんだか、体が熱くなってきちゃったわぁ……。もう服なんて脱いじゃおうかしら？」

　……いや。

　彼女もまた、だいぶ酔いが回っているようだった。

（な、なんなんだ、この状況は……？）

　シオンは困惑する他なかった。

　酔っている。

　四人全員が酔っ払っている。

　軽い気持ちでメイド達の飲酒を許可してから、早二時間。

　彼女らは次々に酒の瓶を空にしていった。

　結構度数が強い酒だったようだが、かなりのハイペースで飲んでいる。最初は遠慮がちだったアルシェラとナギも、気がつけばガンガン飲むようになっていた。

（こいつら、酔うとこんな風になるのか……？）

　劇的に人格が豹ひよう変へんして大暴れするような者はいなかったが、全員がいい感じにできあがってしまっている。

　頬ほおは赤らみ、瞳はとろんと潤み、格好や姿勢はだらしなくなり、声はどこか甘えた調子となって──なんというか、全員が普段より三割増しで扇情的に見えてしまう。

　年端もいかぬ少年にとっては、目のやり場に困る光景だった。

（……ま、まあ、いいか。たまのことだしな）

　たまの息抜きを邪魔するのもよくないと思ったので……というか、酔っ払った年上女性と絡むのが若干怖かったので、シオンは彼女らを放置して隅っこでジッとしていようと考えたが──

「いえーい！　シー様ぁ！」

　当然と言うべきか、酔っ払った四人のお姉さんが、シオンを放っておくわけがなかったのだった。

「うぇーい！　シー様、盛り上がってるぅ？」

　グラスを片手に陽気な声を上げながら、フェイナがしなだれかかるように抱きついてきた。

「あれー？　全然飲んでないじゃーん」

「……ぼ、僕は酒は飲まないと言っただろう」

「あー、そうだったっけ？　まあ、どっちでもいいや。盛り上がってこーっ！」

「お、おい……あんまり、体をくっつけるな！」

「あっはっは。いいじゃんいいじゃん。お酒の席なんだから」

「酒を言い訳にするな。だいたい、お前は普段からこんな感じじゃ……」

「む……そんなこと言うなら、いつも以上に激しくしちゃおうかな～!?　うりうりうり～」

　悪戯いたずらめいた笑みを浮かべながら、フェイナは首に手を回し、顔面に胸を押しつけるようにしてきた。頬ほおに豊満な膨らみを感じて、シオンはたじたじとなってしまう。
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「バ、バカ！　やめろ！」

「あっはっは、シー様、かわいい～。めっちゃ照れてるぅ」

「くっ……！　は、はなせぇっ！」

　いつもより三割増しで激しいスキンシップから、シオンはどうにか逃げ出した。

　急いでその場から離脱しようとするも──

「──のあっ!?」

　床にあったなにかに躓つまずいて転んでしまう。

「んぁああ？　坊ちゃまぁ……？」

「イブリス……？」

　足に引っかかったそれは、いつの間にか床で眠っていたイブリスだったようだ。

「……はっ！　ね、寝てないっ！　寝てないですよ!?　私はまだまだ飲むんですからね！」

「わ、わかった。わかったから……」

「寝てないから寝てなくて、だから、その……うー、あー……ぐー」

「なっ!?　ちょっ……う、うわあああ！」

　必死に寝てないと言い張ってはいるが、だんだんと体がふらついていき、最後にはとうとうシオンの方へと倒れ込んで眠ってしまった。

　二人はもつれ合うように、床に倒れてしまう。

「お、おい！　イブリス！　寝るな！」

「あー……気持ちいい、この抱き枕ぁ……」

「僕は抱き枕じゃ……ううっ！　へ、変なところを触るなぁ！」

「んお？　なんだこの、柔らかいの……？　美う味まそう……」

「ひゃあ！　や、やめろ！　み、耳を舐なめたり噛かんだりするなあ！」

　寝ぼけたイブリスは、シオンを完全に玩具おもちやにしていた。褐色美女に絡みつかれ、身動きが取れなくなってしまうが──

「……いい加減にしろ」

　ナギが低い声で言い放つと同時に、イブリスの足を力任せに引っ張り、強引にシオンから引き離して放り投げるようにした。

　イブリスはゴロゴロと床を転がった後、そのまますやすや眠ってしまう。

「ふん。相変わらず慎みに欠ける奴やつだ」

「……あ、ありがとう、ナギ。助か──」

　感謝を述べるシオンだったが、直後、違和感に気づいた。

　ナギの目が──完全に据わっていた。

　一点を見据えているようで、逆にどこも見つめていないような虚うつろな目。

　明らかに普段とは様子が違う。

「まったく……どいつもこいつも、お、おんらとしての品位というもろが……ひっく。うう……んごきゅっ、んごきゅっ、んごきゅっ」

　呂ろ律れつの回らぬ口調で言いながら、手に持っていたワインの瓶に思い切り口をつけてラッパ飲みする。

　品性の欠片かけらもない飲み方であった。

「んごきゅっ、んごきゅっ……ぷはー」

　瓶の中身を飲み干すと、ナギは空瓶を無造作に捨てた。

　そしてまっすぐシオンを見下ろしてくる。

　普段とはまるで違う虚うつろな目で見つめられ、シオンは言いようのない恐怖を感じた。

「お屋や形かた様」

「な、なんだ……？」

「……お、お、お屋形様ぁあああっ！」

　いきなり、なんの前触れもなく──ナギはシオンに抱きついてきた。

　両手を背中に回し、ギュッと力強く抱きしめてくる。

「え？　え？　ええ？」

　突然のことに、シオンはわけがわからなくなった。

（ナ、ナギに抱きつかれている……？）

　他でもないナギに抱きつかれたことに、シオンは驚きよう愕がくを隠せない。

　他の三人は普段からスキンシップが激しく、抱きつかれたり体を押しつけられたりする機会が何度かあったが、ナギからこんな風に抱きしめられたのは初めての経験だった。

　高い貞操観念を持つ彼女は、不必要にシオンに触れようとすることはない。

　他の三人がシオンをからかおうとしたとき、真っ先に止めるのがナギの役割となっていた。

　そんな彼女が、今、自分を強く抱きしめている。

　シオンにとってはあまりに新鮮なことで、そして一つの衝撃だった。

「お屋形様ぁ……どうか、どうかご容赦を……」

「ナギ……」

「ああ、こ、これが、お屋形様の抱き心地……！」

　感極まったような声で、ナギは続ける。

「……ほ、本当は、私もずっとこんな風にしてみたかったのです。小さくてかわいらしいお屋形様を、腕の中に収めてみたかった……！　アルシェラやフェイナを『破廉恥だ』『不敬の極みだ』と諫いさめる一方で……本当は私だって、お屋形様を好き放題してみたかったのです……！」

「そ、そうか……」

　かなり反応に困るシオン。内に秘めた感情をぶつけてくれたことは嬉うれしくあるような気もしたが、いかんせんリアクションに困る話だった。

「うう……お屋や形かた様ぁ、ナギは、ナギはダメな女なんですぅ！　普段は一生懸命格好つけてるけど、本当はダメダメなんですぅ。品位だの気位だのと言っておきながら、中身は欲望に塗まみれた雌めす豚ぶたなのですぅ！　うわぁああん！」

　今度は声を上げて泣き始める。

（じょ、情緒が不安定すぎる……）

　感情の落差についていけず困り果はてるシオンだったが──

「シオン様、こちらに」

　アルシェラが手を引き、ナギから引ひき剥はがしてくれた。一人で盛り上がっていたナギは、シオンがいなくなったことにも気づかないまま、ワンワン泣いているようだった。

「大丈夫ですか、シオン様？」

「あ、ああ、大丈夫……ではないかもしれない」

　酔っ払ったメイド達による度重なる攻撃と、部屋中に充満した酒の匂い。

　精神はだいぶ限界が近かった。

「まさか、酒でここまで大変なことになるとは……」

「久しぶりのお酒でしたから、皆、ついハメを外してしまったようですね」

「……アルシェラは大丈夫なのか？」

「私は酒に溺れたりはしません。いついかなるときもメイドとしての本分を果たせるよう、きちんと節度をわきまえて飲んでいます」

　警戒心から問うと、アルシェラは淡々と言った。

　シオンはホッと胸を撫なで下おろす。

（さすがはメイド長、といったところか）

　自制心や責任感といった部分が、他三人よりも強くあるようだった。

「シオン様、彼女らの暴走に付き合わされてさぞお疲れでしょう？　お水をどうぞ」

「あ、ああ。すまない」

「汗もかかれたのではないでしょうか？　酒の匂いもついたでしょうし、服もすぐに脱いだ方がよろしいかと」

「ああ、そうだな」

「慣れぬことでお疲れになられたでしょう？　寝床はすでに用意してありますから、一緒に私の部屋で朝まで……」

「ああ、そうだな。朝までお前の部屋で──いやいや、待て待て！」

　上着に続けてシャツまで脱がされかけ、半ズボンにも手をかけられたところで、シオンは慌てて突っ込んだ。

「どういう流れだこれは!?　そしてなぜお前まで服を脱ぎ始めている!?」

　アルシェラはシオンの服を脱がす傍らで、器用にも自分のメイド服を脱ぎ始めていた。上着が半脱ぎとなり、豊満な乳房が今にもまろび出そうになっている。

「それは、ええと……つい体が熱くなってしまいまして？」

「なぜ疑問形なんだ……？」

「ですから、急ぎシオン様と、肌と肌で温め合う必要があるかと……」

「なぜ熱いのに温め合う？」

「……ああん、シオン様ぁ。私、酔っ払ってしまいましたわ」

「急に雑すぎるだろ！」

　メイド服を脱ぎながら迫ってくるアルシェラを、大慌てで回避した。

（感心した僕がバカだった！）

　さすがはメイド長と思ったことを深く後悔するシオンだった。

「あん。どうして逃げるのですか？」

「逃げるだろう、普通……。アルシェラ。結局お前も酔っているのか？」

「うふふ。どうでしょう？　そこまで酩めい酊ていしているわけではありませんが……私はお酒が入ると、なんというか……体が火照ってスイッチが入ってしまうタイプでして」

　半脱ぎのまま、色っぽい目つきで見つめてくる。酒のせいで頬ほおが赤らんでいるせいか、いつもよりさらに扇情的に見えた。

「実は……今にも理性が吹き飛びそうな感覚ですね」

「それはかなりまずい状況じゃないのか!?」

　突っ込むシオン。

　アルシェラから理性が吹き飛んだら……なんとなく、ロクでもないものだけが残りそうな気がした。

「さあ、シオン様……！」

「バ、バカ者、いい加減にしろ！」

　尋常ならざる色気を発し始めたアルシェラから、慌てて逃げるシオン。

「……まったく、どいつもこいつも」

　深く息を吐き出す。変な方向に暴走し始めたメイド達と、部屋に充満する酒の濃厚な匂い。様々な要素がシオンの精神を蝕むしばんでくる。

（なんだか、頭がくらくらしてきたな……）

　気分を切り替えようと、シオンはテーブルの上のグラスに手を伸ばした。

　そして──一気に飲み干す。

「……あ。シ、シオン様」

　アルシェラが慌てた声を上げる。

「それは私が飲んでいた蒸留酒ブランデーです！」

「……なに？　うう……ぐうっ……」

　水だと思って掴つかんだグラスは、アルシェラが飲んでいた酒だったらしい。彼女が氷割りでちびちび飲んでいた酒を、あろうことかシオンは勢い任せに飲み干してしまった。

「……う、うう……」

　度数の高いアルコールが喉を焼き、胃に落ちていく独特の感覚がシオンを苦しめる。

　ただでさえ酒の匂いにやられていた状態。

　そこにさらに、とどめとばかりに大量のアルコール摂取。

　シオンの記憶は──そこで途絶えた。







「だ、大丈夫ですか、シオン様？」

　体をフラつかせてしまう主あるじに、アルシェラは慌てて駆け寄った。

　いくら酔っているとは言え、いざというときに適切な行動ができるぐらいの理性は保てるよう、量は考えていた。

　主の危機には反応できるぐらいには。

　それは他の三人も同じだったようで、

「ちょっとシー様、大丈夫？」

「なんだ、坊ちゃまがどうした？」

「お屋や形かた様が酒を飲んでしまったらしい」

　主の異変を察知すると、フェイナ、イブリス、ナギの三人もシオンの下に集まった。

「シオン様……どうしましょう。とりあえずお水を……」

「……だ、大丈夫だ」

　困惑するアルシェラに、シオンは力ない声で言った。

「僕なら問題ない……」

「ほ、本当ですか？　ああ、よかったぁ」

「問題ない、どころ、か……」

　シオンは言う。

　真っ赤な顔で、満面の笑みを浮かべて。

「とーってもいい気分だぞ。あはは、あははは……」

　力の抜けた、だらしない笑み。

　品行方正を重んじ、普段から気難しい顔をしていることが多いシオンにとっては、ありえない笑い方だった。

「ふふっ。あはは、あはは」

「え、あ、あの……シオン様？　ほ、ほんとに大丈夫ですか？」

「なに？　大丈夫だ。大丈夫に決まってるだろ。この僕が大丈夫だと言っているのだから、大丈夫に決まっているだろう？」

「で、ですが……」

「ふむ。これがアルコールによる酩めい酊ていか。なるほど、実に興味深い。体が熱くなって気分が高まり、それでいて思考が鈍る鈍る。脳の活動がどんどん悪くなっている！　あははっ。なるほど、だから大人達は酒を飲むのだな！　こんな風にバカになって世間の辛つらさから逃避したいのだな！　あはは！　なるほど、これがアルコールか！　いいものだ！　うわはははは！」

「…………」

　フラフラしながら、らしくもない大笑いをして、饒じよう舌ぜつに語るシオン。

　アルシェラはもはやなにも言えなかった。

　他の三人も同様。

　見たこともないハイテンションになっている少年を、なんとも言えない表情で見守ることしかできなかった。

「……あちゃー、完全に酔っ払っちゃったね、シー様」

「お屋や形かた様は酒など飲んだことがなかっただろうからな。全く耐性もなかったのだろう。ああ、お労いたわしや……」

「はぁーあ。どうしたもんかねえ、これ？」

　対応に困るメイド達。

　そんな彼女達の懸念を無視して、酔っ払いシオンは一人暴走する。

「むっ……なんだお前達、その反抗的な目つきは？」

　据わった目でメイド達を見渡し、言いがかりをつけてくる。

「さては、僕のことをバカにしているな？」

「いえシオン様……私達は別に──」

「いや、バカにしている！　そうに違いない！　ちょっとそこに座れ！」

　アルシェラの反論にも耳を貸さず、シオンはメイド達を椅子に座らせた。

「だいたいだなぁ、お前達はいつもいつも僕で遊びすぎだ。僕のことをいつも子供扱いして、からかってきて……そうだ、こないだだって──」

　グチグチと説教を始めてしまったシオンに、メイド達はなんとも言えない顔つきとなる。特にフェイナとイブリスは、露骨にうんざりとした顔をした。

「……あちゃー。シー様って酔うと説教始めるタイプ？」

「……極限に面めん倒どくせえな。私は聞いてるフリして寝るわ。フェイナ、後ろから体支えといてくれ」

「ええ!?　ちょっとズルいよ、イブリス！」

　つい大声を出してしまうフェイナに、

「──むっ？」

　とシオンが食いついた。

「うわっ、やば……」

「おいフェイナ。ちゃんと聞いているのか？」

「き、聞いてます聞いてます」

「まったく……お前はいつもふざけてばかりだな。こっちの話を真面目に聞かず、抱きついたり、耳に息を吹きかけたり……なぜお前はいつも僕をからかってくるんだ？」

「いやー……まあ、それはやっぱり、シー様の反応が面白いかなー？」

「む……」

「ふふっ。シー様もさ、なんだかんだ言って喜んでるんじゃないの？　私にからかってもらえて、本当は嬉うれしいんでしょ？」

　いつものノリでからかうフェイナ。

　普段ならばここで、

『バ、バカ者！　嬉しくなんかない！』

　とシオンがムキになって反論をして、そこで話は終わりだ。

　いつもの、お決まりのやり取り。

　しかし──

「……ああ」

　今のシオンは、予想もしない反応を返してきた。

「そうだ、お前の言う通りだ」

「へ？」

「僕は──喜んでるんだよ！　フェイナ、お前にからかわれると……恥ずかしくて、悔しいはずなのに……どこか嬉しく思ってしまう自分がいるんだ！」

「……え？　ええっ!?」

　大声でとんでもないことを叫ばれ、今度はフェイナが顔を赤くする番だった。

「な、なに変なこと言ってるの、シー様……？」

「変……？　フェイナ……僕だって男なんだぞ？　お前みたいな綺き麗れいな女性に触れられたり抱きしめられたりすれば……ちょっとぐらい嬉しくなってしまうことは当然じゃないか」

「き、綺麗な女性って……あ、あははっ。そ、そっかそっかー、シー様は私にドキドキしちゃってるんだー？　女として見ちゃってるんだー」

　フェイナは必死に、必死にいつものノリに持って行こうとするも、

「ああ、僕はお前にドキドキしている」

　シオンは止まらなかった。

　まっすぐ相手を見据え、聞いてるだけで恥ずかしくなるような浮ついた言葉をどんどん紡いでいく。

「女として見るに決まってるだろう？　お前みたいな綺き麗れいでかわいい奴やつを、女として意識しないはずがない」

「な、な……」

「体のスタイルも素晴らしい。無駄な肉のないスラッとした美脚は本当に美しいと思う。腰のくびれから太ももにかけてのラインは、変な意味ではなく、ある種の芸術のように完成された美がある」

「いや、ちょっ……ま、待って」

「あと、フェイナの笑顔が僕は大好きだ。屈託のない笑顔は、見ているだけで元気が出てくる。たまに覗のぞく八重歯もとてもチャーミングで──」

「……も、もうやめてよ、シー様ぁ……。ダ、ダメだってぇ……そんなまっすぐ見つめながら褒めてきちゃ、ダメぇ……」

　フェイナは両手で顔を隠しながら俯うつむいてしまった。手の隙間から覗く顔は、アルコールとは別の理由で真っ赤に染まっていた。

　あまりにストレートな褒め言葉の連発に、彼女の羞恥心は限界を迎えてしまったらしい。

「シ、シオン様！」

　彼らしくもない褒め殺しに、アルシェラが食いついた。

「なぜフェイナにばかり、そんな羨ましい賛辞の数々を……。まさかシオン様は、フェイナにだけ特別な感情を──」

「なにを言う!?　お前だって最高だぞ、アルシェラ！」

　不安げなアルシェラに、シオンは全力で言い放った。

　据わった目のまま、フラついた体勢のまま。

　しかし、声音だけは真剣だった。

「アルシェラ……お前はわかっていない。自分がどれだけ極上の女か……そしてお前の色香が、どれだけ僕を惑わせているか……」

「え、ええ!?」

「お前の表情、仕草、肉体、匂い……その全てが、あまりに魅力的すぎて、官能的すぎて、僕はダメだとわかっていてもすごく興奮してしまって……でも」

「で、でも？」

「興奮はするのだが……不思議と、どこか落ち着く気持ちもある。矛盾するようだが、アルシェラ。お前がそばにいると、興奮するけど落ち着いて……上う手まく言えないけど、なんていうか……つまり、とても幸せな気持ちになれるんだ」
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「……っ」

「アルシェラの美しさ、高貴さ、健けな気げさ……そして、その、エ、エッチな部分……その全てが、僕をいつも幸せにしてくれるんだよ」

「～～っ!?　ダ、ダメです、シオン様……そんな、そんなお言葉をいただいてしまったら、私はもう……」

　へなへなと床に崩れてしまうアルシェラ。

　アルコールでも大して酔うことはなかった彼女だが、年端もいかぬ少女のように照れて、顔を真っ赤にしてしまった。

「……これはまじぃことになったな」

「う、うむ」

　残されたイブリスとナギの二人が顔を見合わせる。

「うちの坊ちゃまはどうやら──酔うとメチャメチャ素直になるタイプだったらしい」

「……言い換えれば、酔った勢いで本音をぶちまけているだけなのだろうが……な、なんというか」

「ああ……本音がちょっと純粋すぎて……もはや毒みてえなもんだわ」

　なんとも言えない表情となる二人。恥ずかしさと気まずさが綯ない交まぜになったような、大変複雑な表情であった。

　シオン・ターレスク。

　彼は酔っ払うと──本音が出るタイプだった。

　しかしその本音は決して汚く醜みにくいモノではなく、それどころか綺き麗れいで純粋すぎた。

　気難しさと気位の高さ、そして大人ぶりたい子供心から、普段はひた隠しにしている本音が──今、酒の力によって剥むき出だしにされようとしている。

「……どうやら、我らも覚悟を決めておいた方がよさそうだな」

　口元を引き締め、毅き然ぜんとした態度を作るナギ。

　そんな彼女に、シオンは虚うつろな目で狙いをつける。

「ナギ……」

「……くっ。ま、負けてなるものか……！　私は、お屋や形かた様からの賛美などには決して屈しない！」

「お前は、本当に綺麗な黒髪をしているな」

「……いやぁん」

「弱すぎるだろ、お前!?」

　一瞬で籠絡されたナギに、全力で突っ込むイブリスだった。

「お、おい、しっかりしろよ、ナギぃ……」

「うう、イブリスぅ……褒められた、お屋形様に髪を褒めてもらっちゃった」

「……いや、髪なんか褒められて、なにがそんなに嬉うれしいんだよ？」

「バ、バカもの！　髪とはすなわち女の全てであろう！　我が祖国では『髪は女の命』という言葉もあるのだぞ！　髪を褒められたということは、すなわち存在を全肯定されたに等しく……つまりお屋形様は私のことを……えへへ。えへへー」

「……お前、まだ酒残ってんだろ」

　至福そうな笑みを浮かべて寝転んでしまうナギだった。

「こりゃやべえな……」

　最後に残されたイブリスは、恐怖に後押しされてこの酒気が満ち満ちた空間から逃げだろうと試みるが──その行動はあまりに遅すぎた。

「むっ。イブリス。どこに行こうとしている？」

　他の三人が横たわってる状態での逃避はあまりに悪目立ちが過ぎて、シオンから思い切り目を付けられてしまう。

「え、えっと、その」

「まったく……イブリス。お前という奴やつは、いつもいつも怠け者で、仕事はサボってばかりで……もっと良識をわきまえた行動を取ったらどうだ？」

「……ああ、なんだ、よかった。私にはいつもの説教──」

　普段と変わらぬ説教に、イブリスはホッと胸を撫なで下おろすが、

「でも僕は、そんなお前の魅力をたくさん知っている」

「──んぐうっ!?」

　一旦安心したところで不意打ちが入ってきた。

「確かにお前はサボり魔で仕事は適当なことが多いが……本当に大事な仕事だけはきちんとこなしているし、その気にさえなれば、なんでもちゃんとできる奴やつだからな」

「いや、その……」

「所構わず昼寝するのはどうかと思うが……実を言うと僕は、お前の寝顔を見るのは嫌いじゃない。イブリスの寝顔は、結構、かわいいからな」

「んなっ!?　あ、あの……か、かわいいとか言わないでくださいよ……」

「む？　なぜだ？　かわいいものをかわいいと言ってなにが悪い？」

「……ちょっ、だから」

「いつも気だるそうにしてて、悪ぶっててぶっきらぼうで……でも、僕は知っている。本当のイブリスは心優しい素直な女で、そしてすっごくかわいいんだ」

「…………マ、マジで勘弁してください」

　イブリスも撃沈。顔を覆ってその場にしゃがみ込んでしまう。

　死し屍し累るい々るい──

　酒が生み出した『超素直シオン』という怪物により、メイド達四人はあっという間に骨抜きにされてしまった。

　しかし恐ろしいことに、怪物本人は自分の持つ暴虐性と殺傷力について、一切の自覚がない。

「むっ……なんだ、お前達……主あるじの僕が話しているのに、なぜ寝ている？　まだ僕の話は終わっていないぞ？」

　不服そうに周囲を見渡す怪物。

「僕はまだまだ語り足りないぞ……？　いや、あるいは、どれほど言葉を重ねても伝えきれないのかもしれないな。お前達がどれだけ魅力的な女か、そして僕が、どれだけお前達を素敵に思っているか……？」

　蕩とろけるように甘い台詞せりふ。すでに撃沈されたメイド達はさらなる追い打ちに苦しみ、ますます悶もだえ苦しむことになるが、それでも怪物は止まらなかった。

「僕はなぁ……お前達といると、毎日がとても楽しい！　すっごく幸せなんだ！　僕はみんなのことが……大好きなんだよぉぉおおお！」

　そんな魂の叫びを上げたところで、ぷつん、と糸が切れたようにシオンは意識を失った。床に崩れ落ちて、そのまま寝息を立てて寝てしまう。

『…………』

　メイド達四人はなにも言わない。なにも言えない。ただ羞恥に顔を赤らめて床に突っ伏している。

　酒の匂いで溢あふれかえっていたはずの空間は、今はなんだか別の、酒よりももっと酔っ払いそうな、甘ったるいなにかで満ちていた。







　翌朝──

　シオンは自室のベッドで目を覚ました。

「……ん？　んー」

「おはようございます、シオン様」

　上体を起こすと、アルシェラが近くにいた。

　彼女だけではなく他の三人も部屋にいる。

（……んん？　なんだか、頭がボーッとするな）

　頭痛とまではいかないが、頭には若干の違和感があり、体が少し気だるい感じがした。

「よろしければ、お水をどうぞ」

「あ、ああ。ありがとう……」

　アルシェラが差し出した水を受け取り、一口飲む。

「しかし、どうした、四人揃そろって」

「シー様が心配だから見に来たんだよ。昨日、あんな感じで寝ちゃったし」

「あんな感じ……？」

　フェイナの言葉に、シオンは昨夜の記憶を探る。

　しかし──

（お、思い出せない……。あれ？　最後、僕はどうなったんだ？）

　酔っ払ったメイド達四人に絡まれて大変な思いをしたことは覚えているが、その後のことが全く思い出せない。

　記憶がぶっつりと途切れている。

「シオン様は、水と間違えて私のお酒を飲んでしまったのですが……もしかして、その後のことは覚えてらっしゃらないのですか？」

「あ、ああ」

　アルシェラの問いに頷うなずく。

「間違えて酒を飲んだことは薄うつすらと覚えているが、それ以降の記憶がないな。ふむ。つまりこれが……いわゆる、酔って記憶をなくすというやつなのか？」

「そう……なりますね」

　なんとも言えない顔で頷くアルシェラ。

（うーむ）

　シオンは恥ずかしいやら情けないやら、複雑な気分だった。酔っ払って記憶をなくすなんて、自分の生涯ではあり得ないことだと思っていた。

「……僕、なにか変なこと言わなかったか？」

　空白の記憶が気になって問うてみると、

『……っ』

　メイド達四人は、みんな一様に顔を逸そらした。

　わずかに顔を赤らめて、大変気まずそうな顔で。

「え？　え？　な、なんだお前ら、その反応は……？」

「いえ……その」

「まあ……ねえ」

「別に……うん」

「うむ……うむ」

　アルシェラ、フェイナ、イブリス、ナギ──四人全員が、要領を得ない微妙な反応だった。恥ずかしさと気まずさが混じった複雑な顔で、口元だけは微妙に緩んでいる。

　今にもにやけそうな顔を、必死に抑えているような──

「お、教えてくれ！　酔っ払った僕は、いったいなにをしでかしたんだ!?」

「いえ……なにも」

「まあ……そんなにはね」

「別に……そこまではな」

「うむ……うむ」

　繰り返される曖昧で中途半端な反応に、シオンの不安と混乱は加速する。

（ぼ、僕はなにをやってしまったんだ……!?）

　心の中で嘆くシオン。

　その後どれだけ頼んでも、メイド達四人が昨夜の真相を語ることはなかった。
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　ロガーナ王国──王都ローディア。

　王宮に隣接する、騎士団本部。

　清掃の行き届いた廊下を、団服に身を包んだ男女が歩いていた。

　男の方は──眉目秀麗という言葉が相応ふさわしい美青年。

　レビウス・ベルタ・サーゲイン。

　名門サーゲイン家の嫡男であり、二年前、勇者パーティの一員として魔王討伐に向かった英雄の一人。

　そして。

　魔王を倒した勇者──だったことにされている男。

　女の方は、ブロア・ロズ。

　サーゲイン家に仕える使用人の一人であり、幼少期よりレビウスの身の回りの世話をしていた。現在では部隊長を務める彼の副官として、彼の仕事をサポートする役割を担っている。

「んーっ。ビステアの件もやっとこさ一段落したな。あー、かったるかった」

　両手を上げて伸びをしながら、レビウスは愚痴るように言った。

　民衆の前では清廉潔白で公明正大な青年を──民衆にとっての『理想の勇者像』を演じている彼だが、昔なじみであるブロアといるときには砕けた態度となる。

「お疲れ様です、レビウス様」

　そんな彼を、恭しく労ねぎらうブロア。

　二週間ほど前に地方都市ビステアで発生した、元『零ゼロ番研究室』によるテロ事件。

　戦争時の負の遺産とも呼ぶべき研究機関が、王や貴族達への反旗を翻すべくテロ事件を起こした。

　彼らはここしばらくの間、事件の事後処理に追われていた。

「これも世界が平和な証拠なのかねえ？　なにをするにも書類だ許可だと面めん倒ど臭くて、終わった後にもあれやこれやと煩雑な手続きがある」

「仕方がないことでしょう。今回の事件は一歩間違えれば、街一つが滅ぶような大事件にまで発展していたかもしれませんから」

「まあな。本物の勇者くんのおかげだよ」

「はい。あの少年を見事に導いたレビウス様のお手柄です」

　自嘲気味に言ったレビウスに対し、ブロアは強い言葉で返した。レビウスは皮肉げに笑い、軽く肩をすくめる。

　シオン・ターレスクの活躍により、『零ゼロ番研究室』が起こしたテロ事件は瞬く間に沈静化し、解決してしまった。

　しかし世間では、事件を解決したのはレビウスということになっている。

　魔王を討伐した英雄が、また一つ偉大な功績を重ねた──それが世間の認識であり、王室にとって都合のいい事実だった。

　そのため、騎士団の記録や大衆への情報操作など、様々な面で辻つじ褄つまが合うように事実を偽装する必要があり、ただでさえ煩雑な事後処理がさらに複雑になっている部分もあったのだ。

「なにはともあれ、明日からは久しぶりの休暇だ。今夜はパーっと夜の街にでも繰り出そうかな？」

「ダ、ダメですよ！　レビウス様が街に繰り出したら大混乱になります！　もっと勇者としての自覚を持ってください！」

「勇者だって酒は飲むし、女遊びぐらいはするだろう？」

「ダメです！　お酒なら……私が付き合いますから。お、女遊びの方も……」

「ん？」

「な、なんでもありません」

「ふふっ。わかったわかった。今夜は大人しくしてるよ。部屋で飲むから、少しばかり相手をしてくれ」

「はいっ、了解いたしました」

「まあ、女遊びのサービスは遠慮したいけどな」

「なっ！　き、聞こえてたんじゃないですか！　それに……え、遠慮したいってどういう意味ですか！」

　からかわれて顔を真っ赤にするブロアと、楽しげに笑うレビウス。

　そんな二人が廊下を歩いて行くと、角を曲がったところで、一人の男と出くわした。

「おや、レビウスじゃないか」

　団服を身に纏まとった、金髪で丸顔の男だった。年は三十代半ば程度か。体格は中肉中背だが、腹が少し出ている。筋肉ではなく贅ぜい肉にくで体格がよくなっているような、中年体型。

　彼は柔和な笑みを浮かべたまま、馴なれ馴なれしくレビウスに話しかけてきた。

「久しぶりだな。どうだ、元気にしているか？」

「お久しぶりです。エルダン部隊長。ええ、まあまあ元気ですよ」

　レビウスは愛想のいい外面を作り、にこやかに微笑ほほえんで頭を下げた。隣のブロアは姿勢を正し、深々と頭を下げる。

　カミール・バラ・エルダン。

　貴族出身で、現在では騎士団の部隊長を担っている男だ。

「お前の活躍はよく聞いてるよ。先月のビステアの件でも、大活躍だったそうじゃないか」

「たまたまですよ」

「なあ、レビウス。今度、うちの部隊の稽古も見てやってくれないか。私ではまともな稽古なんてつけられないからな。隊が弱体化していくばっかりだ」

「あはは」

　中年男性の笑えないジョークに、愛想笑いを返すレビウス。

　今の言葉は謙遜でもなんでもなく──ただの事実だ。

　カミールは騎士団で部隊長を務め、それなりの地位と権力を誇る男だが──しかし彼は、戦闘能力や武勲で今の立場を手に入れたわけではない。

　コネと政治力。

　ただそれだけで、騎士団の部隊長の座にまで上り詰めた。

（……この平和な二年で、騎士団もだんだんと変わってきたよな）

　心の中で溜ため息いきを吐つくレビウス。

　戦時中には、なによりも実力が重視された。

　部隊を率いる隊長と言えば、戦闘能力はもちろん、統率力と指導力に優れた傑物以外ではありえなかった。

　しかし最近では、騎士団内でも政治の色が強くなってきた。

　実力以外の様々な面──生まれや学歴、王室からの印象などの要素が出世に絡むようになってきた。強い者ではなく、上に気に入られる者が高い地位につく傾向が強くなっている。

　カミールは、言ってしまえばその典型だった。

　剣や魔術の腕は平凡。

　よく見積もっても二流止まり。

　元々は単なる一兵卒に過ぎなかったが──しかしこの二年、彼は貴族としてのコネクションを最大限に活用した。王室の有力者に多額の賄賂を送り、さらに持ち前の話術で上へと必死に媚こびを売り──

　そのおかげで平凡な実力のまま、部隊長の地位まで上り詰めた。

（かわいそうにな。このおっさんの下で働かされる奴やつも）

　当然と言うべきか、実力もなしにコネで部隊長となった騎士団内でのカミールの評価は最悪だった。

　しかし当の本人は、そんなことを気にする素振りもない。

「エルダン部隊長こそ、最近はご活躍のようじゃないですか。よく名前を耳にしますよ」

「わはは。なに、お前ほどじゃないさ」

「確か──『奴ど隷れい解放運動』、でしたっけ？」

　レビウスは言った。

　カミールは、待ってましたと言わんばかりに頷うなずく。

『奴ど隷れい解放運動』

　ここ最近、一部の貴族達の間で活発な、奴隷制度の撤てつ廃ぱいを求める運動。

　その運動の中心となっているのが、他でもないカミールだった。

「ああ、そうだ。今、私が旗はた頭がしらとなり、貴族達の意識改革を進めているところだ」

　力強く頷くカミール。

　騎士団に身を置く立場でありながら、彼が精を出しているのは政治色の強い活動ばかりだった。騎士団の業務はほとんど人任せにして、この手の政にばかり注力している。

（噂うわさじゃ、大臣を狙ってるって話だったけど）

　彼にとって騎士団の部隊長の地位は、出世の足かけでしかないのだろう。だから下の者からいくら嫌われたところで、彼にとってはどうでもいいことなのだ。

「レビウス。もはや奴隷制度はもう古い。人が人を虐げて従える時代は終わった。彼ら奴隷もまた、我らと同じ人間なのだ」

　丸顔に得意そうな笑みを浮かべ、カミールは続ける。

「我ら貴族は民を導く立場でなければならない。崇高な理念を持ち、気高き志を胸に生きる必要がある。そう……だからこそ、尊き我らは人を差別してはならない。慈悲の心をもって、亜人や弱者に接するべきなのだ。差別などあってはならない。彼らもまた、命ある人間であり、代えの利かない唯一無二の存在なのだから」

（……んー。なんか、隠しきれない上から目線が滲にじんでるなあ）

　自分が上から目線と気づいていない、本当の意味での上から目線。

　差別制度に疑問を持っているというよりは、差別制度撤廃を訴える行為自体に酔っているかのような。

（慈悲の心とか言ってる時点でなあ）

　あくまで自分達は施しを与える立場、ということなのだろう。

　相手を対等などとは微み塵じんも思っていない。

（まあ、こういう聞こえのいい善行が好きな貴族も多いだろう）

　いろいろと釈然としないレビウスであったが、深く追及することはなかった。

「レビウス。私の活動に興味があるなら、一度参加してみたらどうだ？　お前ならば大歓迎だ。私と共に慈悲と博愛の精神を説いて回ろう」

「申し訳ないのですが、しばらく仕事が立て込んでおりまして」

　本当は明日から休暇だったが、レビウスは実に申し訳なさそうな顔を作って頭を下げておいた。

「そうか。残念だ。まあ、時間ができたらぜひ顔を出してくれ。私は明日からしばらくはバータムにいる。向こうで決起会や講話の予定が入っててな」

「はい。時間ができれば、ぜひ」

　そんなやり取りが終わると、カミールは去って行った。

「……時間があれば顔を出すのですか？」

「んなわけないだろう」

「ですよねー」

　肩をすくめるレビウスと、苦笑するブロア。

「しかし……『奴ど隷れい解放運動』か。妙な運動が始まったもんだな」

「まあ、サーゲイン家とは無縁そうですが」

「うちに奴隷はいないからな」

　レビウスが生まれたサーゲイン家は、ロガーナ王国において名門中の名門。

　屋敷で働くのは、身分がしっかりとした使用人ばかり。

　奴隷を使うようなことはしない。きちんとした教育を受け、礼儀と作法を身につけた者を、それなりの給金で雇用している。

　この国で奴隷を所有している者といえば、成り上がりの富豪や小役人、そして中級以下の貴族となる。

「嫌だねえ、貴族って生き物は。平和になると余計なことばっかりやりたがる」

「しかし、一概に悪いこととも言えないでしょう。我が国の奴隷制度や亜人差別に関しては、時折諸外国から問題視する声も出ていましたから」

　ブロアが言う。

「エルダン部隊長に対しては……正直、あまりいい印象はありませんが、活動自体は間違っていないかと思います。動機や理念が多少歪ゆがんでいようとも、結果として国がよくなるのであれば……」

「どうだかな。ブロア、よく覚えておいた方がいいぜ」

　レビウスは険しい顔となって言う。

「恵まれた人間が謳うたう『平等』ほど、胡う散さん臭くさいものはない」

　レビウスは実に皮肉げな口調でそう言い放ち、再び歩みを進めた。







「……むっ。おいイブリス」

　屋敷の一室──

　シオンが不機嫌そうな低い声で──それでも十分高い声なのだが、しかし彼なりの精一杯の低い声で言い放つ。

　視線の先には、ソファで横になっているイブリスがいた。

　気持ちよさそうに寝息を立てている。

「起きろ。どこで寝ているんだ」

「……くー」

「起きろと言っているんだ！」

「……んあー？」

　声を張ると、億おつ劫くうそうに身を起こした。

「なんですか坊ちゃん。せっかく気持ちよく寝てたのに……」

「なんですか、じゃない。お前はいつもいつも適当なところで居眠りして……みっともないとは思わないのか？」

「むう……だってしょうがないじゃないですか。昼飯を食った後は、どうにも眠くなっちゃって」

「……ならば自分の部屋のベッドで、時間を決めて仮眠をしろ。その方が午後の仕事の能率も上がるだろう。半はん刻こく程度の仮眠ならば文句を言うつもりはない」

「いやー、そういうのはなんか違うんですよねー。寝るぞって決めて寝たらそれはもう昼寝じゃないというか。ちょっと休憩してたら、なんか眠くなってそのまま意識を失うのが昼寝としての理想というか」

「屁へ理り屈くつを……」

　シオンは深々と息を吐き出す。

「まったく……お前という奴やつはいつもそうだ。自堕落でサボリ魔で……休みたいのであれば、先に能率的に仕事を片付けてしまえばいいだろう。面倒事を後に回せば、後から苦労するのは自分だということがなぜわからない？」

「……あー、そうそう。やっぱ坊ちゃまはこうじゃないと。……この前みたいに褒められると、本当に調子狂うし」

「ん？　ど、どういう意味だ？」

「い、いえいえっ。こっちの話です」

　説教されたにもかかわらず、どこか満足げなイブリスだった。

「とにかく、とっとと仕事に戻るんだ。お前だけサボらせていては、他の者に示しがつかない」

「へいへい。わかりましたよ」

「……そういえば、アルシェラはどうしたんだ？」

　メイド長である彼女が、イブリスの昼寝を長々と放置しておくのも珍しい。

　いつもならばシオンが注意するまでもなくアルシェラがイブリスのケツを叩たたいて働かせている。

「あー、なんかちょっと出てくって言ってましたよ」

「出てく？　どこにだ？」

「リリイラに会いに行くって」

「リリイラに……？」

「……あれ？　これ、言ってよかったんだっけ？　口止めされてたような……」

　悩み出すのがちょっと遅いイブリスだった。

　リリイラ。

　先日この近辺に出現した一人の淫魔サキユバス。

　なんとも表現しづらいというか、口に出すのは憚はばかられるというか……とにかく、淫魔という名を体現したかのような淫魔だった。

　同じ淫魔であるアルシェラとは、旧知の仲だったらしい。

　先日、人間に危害を加えた可能性があるとして捕らえたが、しかしそれが濡ぬれ衣ぎぬだということがすぐにわかり、シオンは彼女を解放した。

「まさか、まだこの近辺にいたとはな。てっきり、どこか遠くに行ったものだとばかり思っていた」

「……結局リリイラの奴やつも、どこにも行く場所なんてなかったってことじゃないですか？」

　どこか投げやりな口調で、イブリスは言った。

　その瞳には、寂しげな色が滲にじむ。

「詳しくは知らねえけど、淫魔の一族も魔界じゃだいぶ立場が弱くなってるらしいですからね」

「…………」

　魔界に住まう、女しかいない高位魔族──淫魔。

　かつては多くの他種族を従え、魔王の軍門に降くだった後も確かな地位を確立していたが──現在では、彼女達の勢力は衰退の一途を辿たどっているという。

　無理もない。

　他でもないアルシェラが。

　淫魔を導き、次代の淫魔を産むための『大[image: ]婦バビロン』が。

　彼女達の元を離れてしまったのだから。

　女王なき淫魔は今や、滅びを待つだけの種族となっている──

「リリイラは一族からは抜け出して好き勝手に生きてるそうですけど……だからってどこか、落ち着ける場所があるわけでもないでしょうから」

「…………」

「同じように魔界から逃げてきたアルシェラぐらいしか、気を許せる同族がいないのかもしれないですね。アルシェラもアルシェラで……いろいろ複雑な立場ですから」

「……口には出さないが、アルシェラも他の淫魔のことは気にしてはいるのだろうな」

　思い出す。

　先日、捕らえていたリリイラを解放する際──彼女の見送りは、アルシェラが自ら進んで行った。

（なにかしら、積もる話があったのかもしれないな）

　この屋敷ではしづらい話も、あったのかもしれない。

　アルシェラは『大[image: ]婦バビロン』としての立場も責務も捨てて、シオンのメイドとしてこの屋敷で暮らすことを決めた。

　今更魔界に戻るつもりはないのだろうが──かと言って、自分が見捨ててしまった同胞達に対し、思うところがないわけではないのだろう。

「淫魔サキユバス共も、今になってアルシェラを追い出したこと後悔してるのかもしれないですね。魔王を裏切った『四天女王レデイストピア』が気に食わなかったのは当然だろうけど、なんだかんだ淫魔っつー種族は、女王なしじゃ成立しないんだから」

　イブリスが言った。

　二年前──魔王と勇者の頂上決戦。

　魔王の側近であったはずの『四天女王』は、最後の最後で魔王を裏切って、勇者の側についた。

　極論すれば。

　彼女達四人の寝返りこそが、戦争の直接的な敗因とも言える。

　その責を問われ、四人は魔界を追われた。魔王軍の残党から激しく糾弾され、時に命を狙われ、時に自害を迫られた。

　アルシェラもまた、同胞達から強く叱責され、追い詰められたらしい。

　自分達を裏切った女王を、許せずに迫害してしまった一族──彼女らは今、自分達が追い出してしまった女王のことを、どう考えているのだろうか。

「ま、私にはよくわかんねえっスけどね。一族とか家族、そういうのは」

　自嘲気味に言うイブリス。

「……そうだな。僕もよくわからん」

　曖昧な相づちを打つシオン。

　この屋敷に住む者達は──肉親や血族という絆きずなとは、縁遠い者がほとんどだ。

　シオンは孤児であり、己の親の顔など見たこともない。

　特殊な儀式によって生を受けたフェイナは、生まれながらの天涯孤独。

　ナギはクーデターに失敗し、一族郎党皆殺しの憂き目に遭った。

　イブリスの生まれ故郷、大陸北方に存在したエルフの里は──すでに滅んでいる。

　五人中四人が、肉親や血族を持たぬ者達。

　しかし──

（……アルシェラにだけは、縁を切ったとは言え、まだ多くの同胞達が存在している）

　だからこそ、リリイラとの接触に関して、こちらに気を遣っている部分もあるのだろう。

　自分だけが過去と関わりを持ってしまうことに、負い目みたいなものを感じているのかもしれない。

（難しいものだな……）

　安易に「気にするな」と言っていい問題でもないような気がした。アルシェラがこちらに隠そうとしている以上は、知らないフリをしていた方がいいのかもしれない。

　そんな風に考え込んでいると──

「……む」

「どうしました、坊ちゃま？」

「来客のようだ」

　屋敷の周囲にある森に張り巡らせている結界に、侵入者の反応があった。

「へえ。珍しい。どれどれ、私が行って片付けてきましょうか？　侵入者の撃退もメイドの大事な仕事ですからね」

「調子のいいことを……。お前はただ、他の仕事をサボりたいだけだろう」

　溜ため息いきを吐ついてから、

「撃退には行かなくていい。どうやら──本当に来客のようだ」

　森に張った結界には、魔術の心得がない一般人を道に迷わせる効果がある。

　結界の存在に気づけぬ者は、どれだけ森を歩いてもこの屋敷にたどり着くことはない。

　言ってしまえば、シオンのエナジードレインから近隣の人々を守るためのものだ。なにも知らずに森に迷い込んだ者は、方向感覚を狂わされ、すぐさま森から出て行くような仕組みとなっている。

　しかし裏を返せば──

　この屋敷の存在を知り、屋敷を訪ねてこようとする者は、何度も何度も森への出入りを繰り返すことになる。

　今回の来客も──どうやらそれであるらしかった。

（……魔力の波動はないし、武器も護身用のナイフ程度しか持っていない）

　結界内のことは、意識を集中させればある程度のことは把握できる。

　森の入り口辺りでは、恰かつ幅ぷくのいい男が荷台のついた馬車に乗っていた。

「格好や装備から察するに、商人といったところか」

「商人？　なんで商人がこんなところに？」

「わからん」

　商人がわざわざ品物を売りに来ることなど、今まで一度もなかった。

（なぜこの屋敷に……。まあ、いいか）

　シオンは結界を一部解除して、来客を屋敷に招くことを決めた。

　装備や風体から危険はないだろうと判断できたし、なによりわざわざこの屋敷に向かってくる理由が気になった。

「イブリス。久しぶりのお客様だ。丁重にもてなしてやれ」

「うえー？　なんで私が？」

「お前が一番暇そうだからだ」

「……あーあ、わかりましたよ。まあ、どうせ押し売りでしょうから、適当に相手すりゃいいっスよね？」

「相手を見て対応を変えるような安っぽいマネはするな。僕のメイドならば、相手が誰であろうと誠実な対応を──っ」

　いつも通りの説教を始めた途中で、シオンの表情が歪ゆがむ。

　瞳に浮かぶのは、驚きよう愕がくと迷い。

　森を進む馬車の荷台──その中身が、知覚できてしまったから。

「イ、イブリス。やっぱり……」

「え？」

「……いや、なんでもない。来客の準備を進めてくれ」

　吐き出しかけた言葉を、葛藤の末に飲み込んだ。







　来客の男はやはり商人であり、ドムルと名乗った。

「ぐふふ。おお、これは高い紅茶ですね。ありがたく頂戴しますよ。おお、こちらのクッキーも、これは絶品ですな。ぐふぐふ」

　背が低い、太った男だった。

　ソファに座ると、体全体が球体のように見える。

　首や顔周りには贅ぜい肉にくが目立ち、野太い笑い声を漏らしている。お世辞にも人相がいいとは言いがたかったが、豊かな髭ひげを蓄えた口元には商人らしさが滲にじむ笑みがあり、幾分か人相の悪さを緩和していた。

「しかし……驚きましたね。まさかこの屋敷の持ち主が替わっていたとは。不勉強で申し訳ない限りです」

　紅茶を飲み干した後、ドムルは対面に座るシオンを眺めて言った。見た目の印象とは違い、口調や態度はずいぶんと腰が低い。

　商人と考えれば、当然なのかもしれないが。

「もしや、ハーノン卿きようのご子息で？」

「いや、僕はその者とは無関係だ。会ったこともない」

　ハーノン卿きようというのは、今シオン達が住んでいる屋敷の元の持ち主だ。書庫に残っていた書類などから、名前だけは知っていた。

「いろいろと事情があってな。この屋敷は僕が譲り受けることとなった」

　本当は廃はい墟きよ同然で捨て置かれていたものを、勝手に改装して勝手に住み着いているだけなのだが、わざわざ説明すると面倒そうなので、適当に誤ご魔ま化かした。

「そうでしたか。まあ、我が商会がハーノン卿と取り引きをしていたのも、もう三十年も前の話ですから」

　ドムルは商会に残っていた記録を辿たどり、この屋敷の存在を知っていたらしい。

　元々の持ち主であったハーノン卿は、三十年程前に彼の商会と取り引きをしたことがあったそうだ。

「ええと……失礼ですが、あなた様のお名前は？」

「シー・タークスだ」

　適当な偽名を名乗るシオン。

　隠いん遁とん生活を送る身である以上、警戒するに越したことはない。

「では、タークス卿とお呼びしてよろしいでしょうか？」

「好きに呼ぶといい。なんなら呼び捨てだって構わない」

「いえいえ、そういうわけには」

　大げさに手を振るドムル。

「……ぐふふ。いやはや、本当にすごいですねえ、タークス卿。その若さで一国一城の主あるじとは。さぞ、名のある家の生まれなのでしょう？」

「さてな」

　見え透いた世辞に、適当に返す。

　どうやら相手は、シオンを客と見なしたらしい。商品さえ売りつけられるのであれば、相手は誰でもよかったのだろう。

　金を持ってそうな相手なら、誰でも。

「本当に見事な屋敷です。手入れの行き届いた庭、屋敷の内装、センスのよい家具……タークス卿の高貴さや品のよさが伝わってくるようです」

「屋敷の手入れが行き届いているのは、優秀なメイド達のおかげだ」

「それもタークス卿の人徳の為なせることでしょう。主人が優秀であればこそ、使用人達の働きもよくなるというものです」

「…………」

「いやはや、タークス卿は本当に謙虚であらせられる。お若いのに立派なことです。このドムル、感服いたしました」

「……そろそろ世辞は結構だ」

　ややうんざりとしつつ、シオンは言う。

「本題に入ってくれるか？」

「おお、そうですか。ぐふ、わかりました。ぐふぐふ」

　野太い笑い声を漏らしながら、ドムルは視線を横に移す。

　そこには──二人の少女がいた。

　ソファに座ることもなく、無言のまま立っている。

「これが、今のうちの一押し商品です」

　ドムルは言った。

　彼は商人は商人でも──奴ど隷れい商人だった。

「…………」

　シオンは無言のまま、視線を少女達へと移す。胸の内から嫌悪感にも似た感情がわき上がってきたが、必死に抑えて無表情を作った。

　少し痩せ気味の、二人の少女。

　髪色は金髪で、その隙間から伸びる耳は長く尖とがっている。

　一目でわかる。

　彼女らは──エルフだった。

「ぐふふ！　どうですか、タークス卿きよう？　こちら、奴隷のエルフ、二体となります！　どうです？　美しいでしょう？」

[image: ]

　ドムルは高らかに笑いながら立ち上がり、二人の少女の肩に馴なれ馴なれしく手を置いた。

　少女らの反応はない。

　感情が死んだ目で、宙を見つめている。

　まるで、そういう風に調教されているかのように──

　細い首に嵌はめられているのは、厳いかめしいゴツゴツとした首輪。

　彼女らが奴ど隷れいであることを証明する首輪だ。特殊な魔術で精製されたものであり、嵌めた者の魔力を極限まで抑える効果がある。

　ロガーナ王国では、亜人はこの首輪を嵌めて奴隷へと身を落とすことで、初めて居住を許される。

　首輪なき亜人は、その場で殺されても文句は言えない。

（……イブリス）

　シオンは横目で、隣に立つイブリスを一いち瞥べつした。

　変わった様子はない。

　背筋を伸ばし、しゃんと立っている。ドムルの紅茶がなくなった際には、即座に追加をポットから注ついでいた。

　来客をもてなすメイドとして、申し分ない態度。

　だからこそ──シオンにはわかってしまう。

　普段以上に凜りんとした佇たたずまいに、違和感を抱かずにはいられない。

　まるで。

　内心の動揺を必死に悟られぬよう、毅き然ぜんとした態度を演じているような──

（やはり他の者に代わってもらうべきだったか）

　ドムルが引いてきた馬車の荷台。

　その中身が、奴隷のエルフだと感知できた瞬間、シオンは迷った。

『四天女王レデイストピア』の一角。

『闇森精ダークエルフ』──イブリス。

　彼女とエルフの一族には、浅からぬ因縁がある。

　だからドムルや奴隷とは会わせない方がいいかと思ったが──しかしそんな風に気を回してしまうのも、なんだか逆に失礼なような気もした。

　結局、こうしてイブリスと奴隷エルフを会わせてしまったが、果はたしてこれでよかったのか──

　内心で思い悩むシオンだったが、ドムルはそんな彼の葛藤など露知らず、商品の解説を続ける。

「ご存じかと思いますが、エルフの奴隷は今、大変貴重ですよ？　すでに里が滅んでおり、数に限りがありますからね。生き残りの数もどんどん減ってきているそうですから。どうです、この機会に数体所有しておいては？」

　得意げにドムルは続ける。

「この二体は私どもの取りそろえた商品の中でも、特に上玉でしてね。観賞用としては申し分ないでしょう？　人間の言葉や文字もある程度教え込んでありますから労働力としても活用できますよ」

　さらに、続ける。

「ああ、もう少し幼い方が好みでしたら、別のものもお持ちしますよ？　荷台にまだ在庫がありますから」

　さらに。

「そうだ。タークス卿きようだけに特別サービスです。今ならおまけをつけますよ？　この二体を購入していただければ、おまけにもう一体──」

　だんっ、と。

　テーブルを強く叩たたく音が、室内に響き渡った。

　叩いたのは──シオンだった。

「……タ、タークス卿？」

「ああ、すまない。虫がいたようでな」

　平然と言い放つ。別に──感情を爆発させたわけではない。

　ただ、相手の言葉を止めたかっただけだ。

　エルフを物のように語る言葉を、これ以上イブリスに聞かせたくなかっただけ。

「名は、なんと言う？」

「……へ？」

「その二人だ。名前は？」

「はあ……一応私は、髪の短い方はアル、長い方はオル、と呼んでおりますが」

　奴ど隷れいの名など買ってから決めればよいのでは？　と言わんばかりの、不思議そうな顔だった。

「そうか」

　シオンは改めて、二人を見つめる。

「アルとオルは──純粋なエルフではないようだな」

　指摘すると、ドムルはぎくりと身を強こわばらせた。

「い、いえ、その……」

「純粋なエルフは、目ま映ばゆい金色の髪と深い紺こん碧ぺきの瞳を持つという。しかし二人は、瞳の色がまるで違う。アルは緑色が強く、オルにいたっては鳶とび色いろだ。髪色も金と言えば金だが、やや赤みが強いな」

　淡々とシオンは続ける。

「二人はいわゆる、ハーフエルフという存在なのだろう」

「……さ、さすが博識であられます。も、もちろん、言われずともこちらから説明するつもりでしたよ？　決して騙だまして売りつけようとしたわけでは……」

　しどろもどろな言い訳をするドムル。

　ハーフエルフ。

　簡単に言えば、エルフが他種族と交わった結果生まれるものだ。

　エルフ達は極めて閉鎖的な種族であり、森の奥地で暮らして多種族との交流は皆無。そんな生態ゆえに、他の血が入ったハーフエルフなど、かつては滅めつ多たに生まれるものではなかったが──しかし。

　エルフの里が滅び、その生き残りが方々に散ってからは、大陸各地で散見されるようになった。

　耳を塞ぎたくなるような話だが……どこかの貴族が奴ど隷れいとして買った純粋なエルフにひたすらハーフエルフを産ませ、奴隷として大量に出荷しているとの噂うわさも、耳にしたことがある。

「僕も詳しいことは知らないが……奴隷相場では、純粋なエルフとハーフエルフは、値段に相当な差があるそうだな」

「そ、そうですね。ざっと……五倍から十倍くらいは」

　言いにくそうにドムルは告げた。

（……なるほどな。要するに──在庫処理に来たわけか）

　心が冷えていくのを感じた。

　奴隷というものは、維持するにも金がかかる。

　在庫を抱えれば抱えるだけ、商会の財政は圧迫される。

　エルフの里が滅びてから、純粋なエルフは希少価値が増して市場価値が高騰しているが、反面、ハーフエルフは数が増えて価格が下がっているらしい。

　売れない奴隷など、商人にとっては百害あって一利なしだ。

　だからこうして、三十年前のツテを辿たどってまで、訪問販売に出向いているのだろう。

　在庫をどうにか、処理してしまうために。

「……ぐふふ。愚痴のようになってしまいますが、今、ハーフエルフの奴隷は売れない商品なんですよ」

　野太い笑いに悲痛な色を滲にじませながら、ドムルは語る。

　ハーフエルフを見破られてしまったためか、今度は同情を誘う戦略に変えたらしい。

「ただでさえ数が増えすぎて市場価値が下がってる上に、最近、この国では貴族共が余計なマネを……」

「『奴ど隷れい解放運動』か？」

「そう！　それです！」

　不満を爆発させるように、ドムルは強く頷うなずいた。

『奴隷解放運動』については、シオンも新聞等で理解している。

　騎士団の部隊長、カミールが中心となり、貴族達の間で奴隷制度撤てつ廃ぱいを求める運動が起こっているらしい。

「まったく……貴族達の気まぐれには困ったものですよ。おかげでこっちは、商売あがったりです。上客だったはずの貴族や豪商が、一斉に奴隷を買い控えるようになりましたから」

　それはそうだろう。

　活動に参加している貴族達が新たな奴隷を買うはずもなく、またその手の運動が広まれば、他の者達にも買いにくい空気が生まれる。

　現在の奴隷市場は、貴族の気まぐれによって深刻なダメージを受けているようだった。

「今や奴隷商人は未み曾ぞ有うの大ピンチでして、だから私も、こうして細いツテを辿たどって商品を売り歩いてる次第であります」

「なるほど。事情はわかった。ずいぶんと苦労をしているようだな」

「ええ。ですからタークス卿きよう……どうか、助けると思って」

　そこでドムルは深々と頭を下げた。真剣で、誠実な態度のように見えた。同情を誘う演技だとすれば、大したものと言えるだろう。

「悪いが──僕に奴隷を買う趣味はない」

　シオンは、きっぱりと言い放った。

　手を掲げて、出口の方を指す。

「お引き取り願おう」







　ドムルが奴隷のエルフを引き連れて帰った後の応接間──

「……イブリス」

「そんな、深刻そうな顔しないでくださいよ、坊ちゃま」

　来客用のカップと皿を片付けながら、イブリスは平然と言った。

「なんか変に気を遣ってるみたいですけど、私はなにも気にしてないですから」

「…………」

　シオンが勝手に気を回してしまっていたことは、相手には見抜かれていたらしい。荷台にいる奴隷のエルフに気づいた後、判断を迷ったまま曖昧な態度を取ってしまったせいだろう。

（……情けないな）

　迷いから中途半端なことをしてしまい、シオンは申し訳なくなる。

「関係ねえんですよ」

　イブリスは言う。

　まるで、自分に言い聞かせるように。

「里が滅んで方々に散ったエルフの生き残りがどんな目に遭ってるかも、そいつらのガキの多くが奴ど隷れいに身を落としてることも……まあ、なんとなく風の噂うわさで知っちゃいましたよ」

「…………」

「でも──だからなんだって話ですよ。私はもう、エルフとは関係ない立場ですから。向こうだって私に仲間ヅラされたら、いい迷惑だろうし」

「…………」

「まあ、罪悪感みたいなの、感じてないっつったら嘘うそになりますけど」

　口の端に薄い自虐を浮かべながら、イブリスは言う。




「エルフの里をぶっ潰したのは──他でもない私なんですから」




　シオンは──なにも言わなかった。
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　今より百年近く前。

　エルフの里は──滅んだ。

　完膚なきまでに壊滅した。

　里を統治していた権力者達は全て死に絶え、ごくわずかな生き残りだけが大陸各地に逃げて生き延びた。

　木々が生い茂る深き森は、吹雪が止やまぬ極寒の凍土と化した。

　その原因は、天災でもなければ、多種族からの侵攻でもない。

　たった一人。

　たった一体。

　たった一匹。

　里に生まれ落ちた『闇森精ダークエルフ』が──『忌み子』と呼ばれ蔑さげすみ迫害された子供が、里の全てを凍結し尽くしたのだった。
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　そこは──大陸のどこかだった。

　いや、あるいは違うのかもしれない。大陸ではなく、海を越えた全く別の場所だったのかもしれない。

　天を摩するような高き山の上で──いや、あるいは深き深き海の底だったのかもしれない。あるいは雲の上だったのかもしれない。

　あるいは魔界だったのかもしれない。

　あるいは次元を超越した別世界だったのかもしれない。

　結局のところ──どこだってよいのだろう。

『彼』にとっては自分がどこにいるかなど、些さ末まつな概念でしかなかった。

「……ふふっ。やっと少し話が動いたかな」

　口元に微笑を浮かべて、彼は言った。

　白髪の、穏やかな顔つきをした少年である。

　どこにでもいそうな、目立った特徴のない外見をしている。

「きみも見てみるといいよ、エターナ。きみの後を継いだ者が、今回はどんな活躍をしてくれるか」

　瞬間──

　少年が虚空へと話しかけた瞬間、まるで最初からそこに存在したかのように、その場に人の影が浮かび上がった。

　凜り々りしい顔つきの女。

　金色の髪をなびかせ、白銀の鎧よろいを身に纏まとう。

　勇壮な雰囲気を漂わせる美女であったが──しかし目だけは死んでいた。

　生気の欠片かけらも残っていない、空っぽの瞳。

「後を継いだ、か……。いいように言うものだな」

　淡々と女は言った。

「間違ってはいないだろう？　彼はきみの──エターナの軌跡をなぞろうとしている」

「その名で私を呼ぶのは勘弁願いたいものだ。とうの昔に捨てた名だからな」

　無表情のまま、しかし少しの嫌悪感を滲にじませて告げる。

「そうだったね。きみは人間だった頃の名を捨てて『魔王』となり、そして最後まで『魔王』以外の名は名乗らなかった」

「…………」

「『勇者エターナ』という通り名に、わずかながらも未練があったということなのかな？　魔に堕おちた身と言えど、過去の栄光だけは汚したくなかったとか？　ふふっ。意外と人間くさいところもあったんだね」

　知った風に語る少年を、女は無視した。

　彼女の名は──エターナ。

　かつては『勇者』と呼ばれ、魔王を討伐して世界を救った女であり──その後、魔王となって世界を滅ぼそうとした女である。

　勇者であり、魔王であった女。

　魔王と化した彼女を討伐したのは──シオン・ターレスクと呼ばれる少年だった。

「皮肉な話だけれど、僕個人としては、きみは『魔王』になってからの方が人間くさい行動が増えた気がする。人間だった頃のきみは、無感情で仏頂面で、どこか超人然としていたからね。『四天女王レデイストピア』にしたって──」

「……いい加減にしろ」

　エターナは呆あきれたように口を開く。

「無駄話のためだけに私を呼び出すのは勘弁して欲しいものだな、ノイン」

「ん？　ノイン？」

「シオン・ターレスクにはそう名乗ったのだろう？」

「ああ、そうだ、そうだった。すっかり忘れていたよ。彼には『僕のことはノインと呼べ』とか言っちゃったんだったね」

「自分でやった悪ふざけを忘れるな」

　無表情に語るエターナと、実に楽しげな少年──ノイン。

「ええと、無駄話のために呼び出すなよって？　ふふっ。そこは許してくれよ。僕だってたまには誰かとしゃべりたい気分にもなるんだ。独り言ばかりじゃ飽きてしまうからね」

「その程度で死者を呼び出すのだから、つくづく勝手な奴やつだ」

　感情のない言葉で告げた後、

「それで」

　と、エターナは続ける。

「シオン・ターレスクは──どこまで進んだ？」

「まだ一つだよ」

「そうか。ずいぶんと進みが遅いな。彼ほど聡そう明めいな少年ならば、そろそろ気づいてもいいものだがな──魔王を殺した者が陥るエナジードレイン……それは、聖剣を取り込むことで改善されていく、と」

「気づいていないわけじゃないだろう。ただ……どうにも彼は優しすぎてね。国を乱してまで聖剣を集めるつもりはないらしい」

「ほう」

「きみは、いくつまで聖剣を集めたんだっけ？」

「七つだ」

　エターナは言った。

　自分で尋ねておきながら、ノインはさして興味もなさそうに頷うなずく。

「はあ、へえ。そこそこ集めたんだね」

「貴様にそそのかされて聖剣を集め始め、そして七本目を集めたところで──」

「ああ、そうか。その辺りのタイミングで、きみは世界に絶望して魔王になってしまったんだったね」

「他ひ人と事ごとのように語るな。全て貴様の筋書き通りだろう」

「ごめんね。どうも終わった物語には興味がなくなっちゃうタイプでさ」

　まるで悪びれもせずに、笑顔のまま言うノイン。

「でも……困ったものだな。まさか彼が、ここまで聖剣集めに消極的だとは思わなかった。予想以上に聡明な少年で喜ばしいとは思っていたけれど……聡明である以上に優しすぎる。大方、自分の都合だけで聖剣を集めてしまうことに、罪悪感でも抱いているのだろう」

「ふむ？　驚いたな。呪いを解くことよりも、世界の安寧を取るのか。それは優しさを通り越して……もはや自罰の域だ」

　不随意のエナジードレイン。

　ただそこに存在するだけで、周囲の命を食らう化け物。

　世界中の人間から疎うとまれ、蔑さげすまれ、迫害され、永えい劫ごうの孤独を強いられる。

　そんな地獄の中で、元の体に戻れる光明が見えたならば。

　たとえそれがどんな手段であろうとも──縋すがるのが当然だろう。

「まあ、きみとは少し事情が違うからね。本物の孤独の中にいたきみとは違って、今の彼は、呪われてても仲間に恵まれてて、意外と楽しそうに生きている」

「…………」

「しかし……呪い、か。ふふ。昔のきみも、確かそう言ってたね。自らの症状を『呪い』と呼び、右手に刻まれた紋章を『呪印』だなんて呼んでいた」

　ノインは大層おかしそうに笑う。

「つくづく人間というのは面白いよ。自分達に都合のいいものは『聖なるもの』と言い、都合の悪いものは『呪い』なんて呼ぶ。どれだけ自分本位なんだろう？　神様がどれだけ人間中心に生きてると思っているんだろう？」

　ふふふ、と。

　なにが面白いのか、一人ノインは笑い続ける。

　気が済むまで笑ってから、

「さて」

　と気を取り直すように言った。

「まあなんにしても、このままじゃまずいな。いくらなんでも──進みが遅すぎる」

「また干渉するのか」

「そうだね。ちょいと促進剤でも打ってやろう」

　ノインはかすかに目を細める。

　その瞳には、人間離れした怪しい光が宿っていた。

「古いにしえより繰り返されてきた『勇者』と『魔王』の物語……こんなところで、終わらせるわけにはいかない」

　ちょいと手助けしてやろう。

　と。

　言って。

　どこかもわからぬその場所から、ノインは移動を開始した。







　エルフ。

　大陸北方に住まう、森の民。

　外敵を阻む深き森の奥地に住み、他種族との交流は滅めつ多たにない。

　人里に姿を現すのは、里の掟おきてを破り放逐された者ぐらいだ。そういった追放者は大抵の場合すぐに人間に捕まってしまう。純粋なエルフは大変希少で、観賞用の奴ど隷れいとして高値で取り引きされた。

　単体では大した力を持たぬエルフだが──しかし長い歴史の中で、彼らが他種族からの侵略を受けたことは、一度としてない。

　なぜならば。

　森の中にいる場合に限り、エルフは最強の種族となるからだ。

　森に生まれ、森に愛された彼らは──森の植物を操る力を持つ。

　エルフの里を取り囲む森は、それ自体が堅けん牢ろうな城壁であり、そして同時に凶悪な攻撃手段でもあった。里を狙って森に足を踏み入れた侵略者は、一人の例外なく森に捕らわれ、食われてしまう。魔界に住まう高位魔族でさえも、エルフの里に近づく者はいない。

　誰からも奪わぬ代わりに、奪われることも徹底して拒絶する。

　生活の全てが森の中だけで完結している。

　エルフという種族は、そんな閉鎖的な民族であった。

　攻防一体の森に囲まれ、他からの脅威に怯おびえることはないエルフだったが──しかし。

　彼らにとっての脅威は、むしろ内から生まれる。

『闇森精ダークエルフ』。

　数百年に一度、エルフ達の間で突然変異として生まれる存在。

　金髪で白い肌を持つエルフとは対照的な、褐色の肌と灰の髪を持って生まれるのが特徴とされる。

『闇森精』は──生まれながらに冷気を操る魔力を有する。

　生物から温ぬくもりを奪い、大気を凍えさせ、大地に根ざすあらゆる生命を停止させる力──森と共に生きるエルフ達は、そんな『闇森精』の力を『森を殺す力』として恐れ、忌み嫌った。

　ゆえに。

『闇森精』は『忌み子』と呼ばれ、生まれてすぐに殺すのが習わしだった。

　両の目が開かぬうちに、名前すらも与えられぬまま、炎で焼き尽くす。全てを灰に返すことで、一族を滅ぼそうとする悪魔が死に絶え、種族が浄化される。

　エルフ達は──そう信じていた。

　それが里の掟であり、常識であった。

　森を守るための、一族を存続させるための、当然の慣習。

　閉鎖的な環境が生み出した、悪あしき風習。

　しかし。

　今より百年近く前──

　自分が産んだ『闇森精ダークエルフ』の娘を、周囲に隠した女がいた。

　生まれてすぐに殺される運命にある我が子を──殺されるためだけに生まれたような我が子を、必死で隠し、守ろうとした女がいた。

　おそらくは、母の深き愛が為なせる業だったのだろう。

　でも結局──

　数年ほどで、娘は見つかってしまう。

　母親は里の掟おきてを破った罰として処刑され、娘はこれまでの歴史通りに、浄化の炎で焼かれることとなった。

　里の奥地にある祭壇──

　赤子とは違い歩けるほどに成長していた娘は、手足を縛られて狭い木箱に閉じ込められた。

　そして──神聖なる儀式が始まる。

　長老や祭司達を中心に、里の多くの者が儀式のために集まった。彼らの顔に罪悪感はなく、あるのは安あん堵どの色だけ。

　隠れ住んでいた悪魔を暴れ出す前に始末できて、ホッと胸を撫なで下おろしたかのような──

　祭事による祝詞が終わると、木箱を取り囲む薪まきに火が灯ともされた。

　火は一気に燃え広がり、娘の入った箱を瞬く間に業火で包み込んだ。

　間もなく──絶叫が上がった。

　幼い娘の、身を割くような叫びだった。

　それは悲鳴であり、命乞いであり、懇願だった。

　己の身を業火で焼かれる地獄の苦痛を味わいながら、娘は何度も何度も叫んだ。何度も何度も助けを求めた。何度も何度も謝った。

　しかしエルフ達の中に、娘の叫びに耳を貸す者はいない。

　炎は燃え続ける。

　赤子ならば、ものの数分で死に絶えたことだろう。しかし娘は──成長してしまっていた。肉体はもちろん、冷気を纏まとう『闇森精』の魔力もまた、肉体の成長に合わせて強くなっていた。

　そのせいで娘は、炎になまじ耐えることができてしまった。死ぬことも気を失うことも許されず、灼しやく熱ねつの業火で全身を焼かれ続けた。

　エルフ達は儀式を完遂するために、火を絶やすことなく薪をくべ続けた。

　そのまま──

　三日三晩が経たった。

　ようやくそこで──儀式は終わった。

　本来であれば儀式の終わりは、『闇森精ダークエルフ』の死以外にはあり得ない。

　しかし終わりは、予想もしない形で訪れた。

　そして終わったのは、儀式だけではなかった。

　冷気が。

　魂が底冷えするような極寒の冷気が、木箱より漏れ出した。

　木箱が内側より爆はぜると──中からは全身の皮膚が焼けただれた娘が現れた。痛ましい姿となった娘は、天に向かって吠ほえた。

　焼け焦げた喉で、声にならぬ叫びを上げた。

　咆ほう哮こうのようでもあり、同時に慟どう哭こくのようでもあった。

　目からは炭が溶けたような、真っ黒な涙が溢あふれていた。

　刹那──

　彼女を中心に、暴風雪が巻き起こる。

　極寒の冷気を孕はらんだ烈風に煽あおられると、周囲を取り囲んでいたエルフ達は瞬く間に凍り漬けにされ、次の瞬間には氷ひよう塵じんと化して消えた。

　それでも吹雪は止まらない。

　規模は果はてしなく大きくなり、里どころか森をも覆い尽くした。

　魔族すらも近寄らぬ深き樹海は──ほんの数刻の間にあらゆる生命が死に絶える永久凍土と化した。

　なにもかもが氷塵と化し、真っ白になった世界で──

　娘は一人、黒い涙を流し続けた。







　かくして──エルフの里は滅んだ。

『闇森精』は森を殺す。

　皮肉なぐらい、残酷なぐらい、言い伝え通りの結末だった。

　エルフの里を滅ぼした、たった一人の少女。

　本来『闇森精』は名も与えられぬまま鬼籍に入るものだが、母によって存在を隠されていた彼女には、母から与えられた名があった。

　彼女の名は──イブリスといった。

「…………」

　深夜、である。

　他の者が寝静まった頃に、イブリスは一人行動を開始した。

　身支度を調え、物音を立てずに自室から玄関へと移動し、戸に手をかけて屋敷の外に出る──直前。

「──どこに行くつもりだ？」

　と。

　暗闇の中から、聞き馴な染じみのある声がした。

「……坊ちゃま」

　イブリスは力なく呟つぶやく。柱に背を預けるようにして立っていたシオンは、ゆっくりと彼女の方へと歩いてくる。

「なんでこんなとこにいるんですか？」

「それはこっちの台詞せりふだ」

「…………」

「どこに行くつもりだ？」

「……あー、もう」

　嘆くような声を上げて、イブリスは顔を覆って天を仰いだ。

「私の考えを読んで、待ち伏せしてたってわけですか？　ほんと坊ちゃまは、嫌みなぐらい察しがいいんだから」

「…………」

「はぁーあ、ダッセーなあ、私……。あんだけ格好つけといて、結局全部見抜かれてんだから」

「……彼女達を」

　シオンは言う。

「奴ど隷れいとなっているエルフ達を──助けに行くつもりか？」

「……ええ。そうですよ」

　降伏するかのように、イブリスは言った。

　シオンはわずかに目を細める。

「奴隷は──この国では合法だ。今は妙な運動が起こってるようだが、現時点では奴隷を所有することも、そして売買することも、罪ではない」

「…………」

「逆に、他者の所有する奴隷を勝手に逃がすことは、強盗や窃盗となんら変わらぬ罪となる」

「……わかってますよ、そんなこと」

「──『関係ない』のではなかったのか？」

　シオンは言う。

「お前自身、そう言っていただろう。今更エルフと関係ないし、仲間ヅラするつもりもない、と」

「…………ええ、そうですよ。関係ないんですよ。エルフの生き残りやそのガキ共が、今更どうなろうが関係ない。私には関係ない……そう、思ってた。そう、思おうとしてたのに……」

　イブリスの声や表情に、悲痛さが増していく。

「あんな風に……モノみたいに扱われるハーフエルフを目の当たりにしたら……私のせいで親も帰る場所もなくしちまった連中が、大勢いるってことを改めて突きつけられた気がして……」

「イブリス……」

「……はっ。今更どの面下げてって感じですよね？　里を滅ぼしたのは他でもない私だってのに」

　痛々しいまでに皮肉げに笑う。

　悲痛さをどうにか笑い飛ばすかのように。

「……イブリス。お前の過去は、少しは知っている。閉鎖的な民族特有の非合理な風習こそが悪であり、お前のやったことは──」

「あー……いいっスよ。そういうのは」

　シオンの言葉を遮り、イブリスは言う。

「別に──後悔してるわけじゃありません。罪悪感がないっつったら嘘うそになりますけど……でも、たとえ時間を巻き戻せたとしても、私はきっと何度でも同じことを繰り返したでしょうから」

　イブリスの瞳が、徐々に黒く沈んでいく。

　悲しみや憤ふん怒ぬさえも覆い尽くすような、深い闇色に。

「母さんを殺して、私を殺そうとした連中なんざ、死んで当然の外道だ。自分らが外道だと気づいてない、一番タチの悪い外道……あんな気持ち悪い里なんか、滅ぼしたところでなんの後悔もない」

　でも、とイブリスは続ける。

　黒く沈んだはずの瞳に、迷いや葛藤が浮かぶ。

「……あの里にも、なんにも知らない連中がいて……そんな奴やつらや、その子供が、里が滅んで居場所をなくして、奴ど隷れいにまで身を落としている……そう考えたら、居ても立っても居られなくって」

「…………」

「都合のいいこと言ってるのはわかってます。今更許されようなんて思っちゃいない。償おうなんて思っちゃいない。ただの自己満足でしかないことなんて、嫌になるぐらいわかってる。でも……見えちまったなら、手が届く範囲にいるなら、なんとかしてやりたい。そう、思っちまったんです」

「……それで？」

　苦渋が滲にじむ顔で心情を吐露したイブリスに、シオンは問いかける。

「それで、どうするつもりなんだ？」

「え？」

「奴ど隷れいとなっているエルフ達を助けるとして……ドムル達がどこにいるか、わかってるのか？」

「そ、それは……その、まあ、頑張って探して……」

「はあ。やれやれ、無計画にも程があるだろう」

　これ見よがしに溜ため息いきを吐ついた後、シオンはポケットに手を入れた。

　取り出したのは──

「それは……チンコ？」

「チンコじゃない！」

「ああ、違った。チンコじゃなくて張り型だ」

「そう、張り型だ。男性器を模した……って違う違う！　張り型でもない！」

　思い切り突っ込みながら、シオンは手に持ったモノを相手によく見せる。

「『コケシ』だ！　『コケシ』！　ナギが言っていただろう！」

「あー、そうそう。そんな名前の人形でしたね」

『コケシ』

　ナギの祖国に伝わるらしい、伝統的な人形。

　今シオンの手にあるものは、数日前にちょっとした騒動となった木製の人形だった。あのときは木を削ってそのままの状態だったが、今は塗料で服や髪、顔などが描かれており、以前よりはるかに人形らしくなっていた。

「あの騒動の後、ナギからいくつかもらったんだ」

「へえ、そうだったんですか。で……なんでこのタイミングでそれを？　まさか、重く沈んだ空気を、下品な冗談で軽くしようとしたとか……？」

「違う！　ちゃんと意味はある！」

　声を張り上げた後、シオンは説明を始める。

「せっかくナギからもらった人形だからな。なにか飾る以外の使い道がないかと思い、いろいろ試していたところだったんだ」

「…………」

「べ、別に飾っておくのが嫌だったわけじゃないぞ！　この、目が全く笑っていない笑顔が夜中に見ると怖かったとか、そういうことじゃないからな！」

　勝手に墓穴を掘るシオンだった。

「んんっ。えーと、とにかくいろいろ試してみて──発信器という使い方を思いついた」

「発信器……」

「『人形』という意味を持った形状が、魔力を留とどめておくのに上う手まく作用してな。ごく微量の魔力を定着させることで、僕だけが探知できる、僕専用の発信器とした」

「……じゃあ、まさか」

「ああ。ドムル達が来たとき、ナギに頼んでおいた。隙を見て馬車に発信器用の『コケシ』を設置するようにな」

「…………」

「まだまだ試作品で性能は甘い。定着した魔力は、保ってせいぜいあと六時間といったところだろう。あまりのんびりはしていられないな」

「…………」

　イブリスは目を丸くし、言葉を失ってしまっていた。

　そんな彼女に、シオンは言う。

「なにか勘違いをしているようだが──イブリス。僕はお前を止めに来たわけではない」

「…………」

「お前がエルフを助けに行くと言うならば、僕も同行しよう。お前一人に任せておくと、なにをしでかすか不安で不安で仕方がないからな」

「坊ちゃま……」

　不遜な口調で言い放つシオンを、イブリスは困惑気味に見つめる。

「……ほんと、嫌みなぐらいなんでもお見通しですね、坊ちゃまは。あの奴ど隷れい商人が来るってわかった瞬間から、こんな仕込みをしてたなんて」

「そこまでなんでも見通せるわけじゃないさ。お前が行動に移さなければ、僕からなにかを提案するつもりはなかった」

　シオンは言う。

「さっきも言ったが、奴隷の売買は罪ではない。この国では合法。むしろ他者の所有物である奴隷を勝手に逃がすことの方が、窃盗や強盗の罪に当たる」

　だが、と続ける。

「僕はこんな国の法より、お前の気持ちを大事にしたい」

「……いいんですか、坊ちゃま。犯罪者になっちまいますよ？」

「ふん。元より僕は日陰者だ。今更罪の一つや二つ、どうでもいい」

　シオンは肩をすくめる。

「いずれにしてもお前一人には任せておけない。いつもみたいに雑に仕事をされては敵かなわんからな。僕が手伝って……まあ、大した騒ぎにならないように上手くやってやる」

「……ぷっ。あはは」

　イブリスは吹き出すように笑う。

「まったく、ちびっ子のくせに格好つけちゃって」

「なっ……ちゃ、茶ちや化かすな！　僕は真面目に──」

　憤慨するシオンだったが、その言葉の途中で。

　ふわり、と。

　少し身を屈かがめたイブリスに、優しく抱きしめられた。

「え。あ……」

「ありがとうございます、坊ちゃま」

　耳元で述べられる感謝の言葉が、鼓膜を揺さぶる。

　イブリスは普段からそこまでスキンシップの多い方ではないが、それでもからかい半分で抱きつかれたりすることは、何度かあった。

　でも、初めてだった。

　こんな風に、包み込むように抱擁されたのは。

「お、おい、イブリス……いつまで抱きついている？」

「……ふふ。いいじゃないですか、たまには。なんならもうちょっと──」

「──んんっ！　んんんっ！」

　と。

　あまりにわざとらしい咳せき払ばらいが、玄関に響き渡る。

「──っ!?」
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　イブリスは跳ねるようにシオンから体を離す。

　すると柱の陰から、アルシェラ、フェイナ、ナギの三人が姿を現した。

「げっ……お、お前ら、いたのかよ？」

「ええ。最初からずっと見ていたわよ？　シオン様から話は聞かされていたのでね」

「……坊ちゃま、口軽っ」

「い、いや、みんなに隠すのも悪いかと思って……」

　じっと睨にらまれ、しどろもどろに言い訳するシオン。

　アルシェラは冷たい微笑を浮かべたまま、イブリスに詰め寄る。

「うふふ。普段はさんざん、人のことを色情魔だの発情期だのこき下ろしておきながら、ちょっと二人っきりになればこれなの、イブリス？」

「ち、ちげえよ、今のは、その……」

「シー様もシー様だしー。私ら見てるのわかってたはずなのに、全然拒絶しないしさー」

「ぼ、僕は驚いて動けなかっただけだ！」

「……お屋や形かた様……『コケシ』を飾るの、嫌だったのですか……？　私はてっきり、気に入ったから発信器に改良してくれたと思っていたのに……」

「ああっ、ち、違うぞナギ！　お前の『コケシ』は素晴らしい人形だと思う！　見事な出来映えだった！　ただ……よ、夜に目が合うと本当に怖くてだな……」

　ぎゃーぎゃーと、いつも通りの大騒ぎとなる。

　騒ぎが一段落したところで、

「お前らは……止めねえのかよ？」

　と、イブリスが他のメイド達を見つめて言った。

「私らは、過去を全部捨てて、この場所で坊ちゃまのメイドとして生きるって決めたはずなのに……それなのに、こんな過去にこだわるようなマネをして──」

「……止めないわよ」

　答えたのは、アルシェラだった。

「シオン様が許可しているのだから、我らに止める道理はなし。シオン様の命令は絶対だからね」

　それに、とアルシェラは続ける。

　口の端に薄い微笑を浮かべて。

「ちゃんと帰ってくるのでしょう？」

「……ああ」

　イブリスが頷うなずくと、アルシェラは満足そうに頷いた。

「だったら、それでいいわ」

「同感だね」

「右に同じ」

　フェイナとナギも、強く頷うなずいた。

「お前ら……ったく、どいつもこいつも物わかりよすぎだろ」

　顔を伏せ、強い口調で言うイブリス。どうにか悪態をつこうとしているようだが、緩む口元を抑えきれないようだった。

「では──行くとするか」

「……はい」

　メイド達三人に見送られて、シオンとイブリスは屋敷を出発した。







　数時間後──

　二人がドムルの居場所に着く頃には、もう夜が明けていた。

　彼の隠れ家は、バータムの街の近隣にある、小さな村だった。

「反応があるのは、あの家だな」

　シオンが呟つぶやく。

　村の外れにある、古びた一軒屋。

　すぐ近くにはドムルが連れていた馬や荷台もあった。

　二人はまず荷台へと近づく。

　こっそり中を見てみるが──荷台にはなにも乗っていなかった。

「……さすがに、荷台に奴ど隷れいを詰め込んだままではないようだな」

　結界内で感じ取った気配では、ドムルは屋敷内に連れてきた二人のエルフの他に、六人のエルフを荷台で連れてきていたようだった。

　扱いの悪い奴隷商人ならば、奴隷を外で寝かせることも考えられたが、どうやらドムルの下のエルフ達は、そこまで悪い扱いは受けていないらしい。

　ホッと胸を撫なで下おろすが、同時に疑問も湧き上がる。

（妙だな……。てっきり何人かの仲間と一緒にいると思っていたんだが）

　この辺りにはドムルが属する商会の支部もない。何人かの仲間と一緒に、大量の奴隷を引き連れて遠征しに来たのかと思っていたが……この家には馬車が一台しかない。

（そもそも、この家は拠点にするには小さすぎるような……）

　いろいろと考えつつ、シオンは荷台の裏を覗のぞき込こみ、そこにあった『コケシ』を回収する。

「ちゃんと回収するんですね、そのチンコ」

「チンコじゃない、『コケシ』だ。……回収しないわけにもいかないだろう」

　ナギからの贈り物なのだから大事にしなければ。そう自分に言い聞かせながら、シオンは夜見ると怖い人形型発信器を懐にしまった。

「ここにいないとなると……エルフの子供達は家の中か」

　二人は気配を消しながら、家の方へと足を進める。

　すでに夜は明け、朝日が昇り始めている。できることならば夜のうちに──ドムルが寝ているうちに全てを片付けてしまいたかったが、発信器の時間制限と移動距離の制約上、今しかタイミングはなかった。

「作戦を確認するぞ」

　家の裏に移動しつつ、小声でシオンは告げる。

「家に忍び込み、僕がドムルを催眠魔術で昏こん倒とうさせる。仲間がいた場合も僕が対応する」

「了解」

「その後、二人でエルフ達を連れて逃げる」

「了解。しかし……えらく単純な作戦ですよね」

「このぐらい単純な方がいい」

　ドムルに戦闘能力はない。

　少々強引なやり方でもどうにかなるだろう。

「でも坊ちゃま。首輪は、どうするんですか？　あれは確か、専用の鍵がなけりゃ絶対に外せないっていう話じゃ……？　無理やり外そうとすると、仕込んである毒針が刺さるとか」

「僕なら無理やり外せる。傷一つつけることなくな」

「……ほんと、冗談みたいに頼りになりますね」

　感心を通り越して、呆あきれているようなイブリスだった。

　一方シオンは、少しばかりの罪悪感を抱いていた。

（……なんだか強盗のようで気が引けるな。ああ……いや、『よう』ではなく強盗そのものか）

　内心で自嘲する。

　今からやろうとしていることは、紛まぎれもない犯罪行為だ。

　イブリスの思いを汲くむことに迷いはないが……しかしドムルに対して直接的な恨みがあるわけではない。奴ど隷れいエルフ二人への対応から、あまりいい印象はないが、彼は彼で奴隷商人としての仕事を全うしていただけだ。

　一応、気持ちばかりの金銭は持ってきている。

　催眠魔術で昏倒させた後で、彼の懐に入れておくつもりだ。

（……まあ、だったら最初から金を出して奴隷を全員購入し、その後に逃がせばいいような気もするが）

　それが一番簡単で、そして合法的な解決方法だろう。

　蓄えがないわけではない。

　価格が下がっているハーフエルフならば、ドムルが連れていた者を全員買い占めることだってできただろう。

　でも──なんとなく嫌だった。

　金を払って奴ど隷れいを購入してしまうことが──奴隷となっている少女達を、モノと認めてしまうことが。

　特にイブリスの前で、奴隷商人からエルフを売買するような真ま似ねはしたくなかった。

　そんな小さなこだわりのために、こんなにも回りくどい手段を取ってしまっている。

「行くぞ、イブリス」

　覚悟を決めてシオンは言った。

　まずは中の様子を確認するため、二人は窓から中を窺うかがう。

　そこで──予想外のものを目にする。







「あははっ、待て待て、ドムルさん、待てーっ！」

「てい！　ぱんち、ぱんちぱんち！」

「いてっ、いててっ……おいおい、少しは加減してくれ。いたたっ。ああ、こら、髭ひげは引っ張らないで……！」

「びええーっ！　ドムルさーん、ルコがいじめたー」

「ぎゃああっ！　違うー、ルカが叩たたいたのー」

「ああっ、ルカ、ルコ、泣くんじゃない。おおー、よしよし。いたたっ、だ、だから髭は引っ張らないでくれ……！」

「こら！　あなた達、いい加減にしなさい！　朝ご飯の時間よ！　さっきから何回も言ってるでしょ！」

「わあ、アル姉だ！　アル姉が怒った！」

「きゃはは！　逃げろー」

「ああもう、いつもいつも暴れてばっかり……！」

「まあまあアル、いいじゃないか」

「ドムルさんもドムルさんですよ。もっと怒るときはしっかりと怒らないと」

「……ぐふふ。どうも怒ったり大声出したりというのは苦手でね」

「まったく、優しいんだから。昨日のタークス卿きようのお屋敷でだってそうですよ。もっと私とオルのこと乱暴に扱って、従順で使いやすい奴隷だってアピールしてくれてもよかったのに……」

「ぐふふ……すまない。頭ではわかっていたんだが」

「その辺にしときなさいよ、アル」

「オル……」

「そんな優しいドムルさんが助けてくれたから、私達はこうして今日まで生きてることができたんだから」

「……そうだけど」

「さあ、みんな、ご飯にしましょう。せっかくのスープが冷めてしまうわ」

「はーい」

「わかったよ、オル姉」

「ちょ、ちょっと、なんでオルの言うことはしっかり聞くのよ！」







「「…………」」

　窓から中の様子を見ていたシオンとイブリスは、唖あ然ぜんとしてしまう。

　目の前に広がる光景が信じられなかった。

（な、なんだ、これは……？）

　笑顔。

　そこにはただ、笑顔だけがあった。
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　家の中にいたのは、ドムルを除けば全員が奴ど隷れいのエルフだった。幼い六人の子供エルフ達はみんな、ゴツくて痛々しい首輪をしている。

　しかし彼ら彼女らには、顔に奴隷らしい悲ひ愴そう感かんなどない。

　それどころか──希望や幸福に満ちた顔をしている。

　他の子供より少し年上に見える二人のエルフ──アルとオルも、昨日屋敷で見た、人形じみた無表情とはまるで違う。

　アルは気の強そうな表情で、オルは落ち着いて大人びた表情。

　まるで別人のように活いき活いきとした態度となり、他の子供達の食事の世話をしていた。

　そして──ドムル。

　でっぷりとした体格で、野太い声を上げて笑う奴隷商人。媚こびた下品な笑顔を浮かべてエルフを商品扱いして売りつけようとしていた彼は今──嘘うそのように優しい顔をしていた。

　子供のエルフ達に囲まれて、心の底から笑っている。

　エルフ達もまた、彼に心を許しているように見えた。

（なにがどうなっているんだ……？）

「ドムルさん、今日はどうするんですか？」

　朝食の途中でアルが口を開いた。

「……今日は北の方へ向かってみようと思う。北の峠を越えた辺りに辺境伯の屋敷があるらしい」

「わかりました」

　痛みに耐える顔で告げるドムルと、覚悟を決めた顔で頷うなずくアル。

　すると、子供達が騒ぎ始めた。

「えー……また今日も、お姉ちゃん達を売りに行くの？」

「せっかく昨日、失敗したのに」

「……うう。もうやだよ、ずっとみんなと一緒にいたいのに」

「こ、こら……わがまま言わないの！　しょうがないでしょ……？　もう、お金だって全然残ってないんだから……」

「……すまない。本当にすまないなあ、私のせいで」

　丸顔を歪ゆがめ、今にも泣き出しそうな顔となってしまうドムル。

　そのとき、だった。

「……え？　なっ、タ、タークス卿きよう？」

「あっ」

　あまりに予想外の状況に混乱して、窓から食い入るように見つめていたせいだろう。

　シオンとイブリスは、中の者達に見つかってしまった。







　家の中は、がらんとしていた。

　ほとんど最低限の家具しかなく、椅子の代わりに木材や木箱を使っている。柱や壁の痛みも激しい。

　聞けばドムル達は、一ヶ月ほど前からここに住んでいるらしい。村にあった空き家に、ほとんとタダみたいな賃料で住まわせてもらっているそうだ。

「……ではドムル。お前はすでに、商会を辞めていたということなのか？」

「はい……」

　古くて傷の目立つテーブルを挟み、シオンとイブリスの二人は、ドムルと向き合っていた。

　子供エルフ達は、アルとオルの二人が外へ連れていった。

「……ぐふふ。情けない話です」

　自嘲気味な笑みを浮かべて、ドムルは語る。

　屋敷で会ったときは嫌な印象しか受けなかった特徴的な笑い声が、今はとても虚むなしく感じられる。

「元々戦争が終わってから、奴ど隷れいの需要は減少傾向にありました。裕福な貴族達の間では、奴隷ではなくきちんとした使用人を雇うのが主流となりつつあり、商会の収益は下がりっぱなし……そこでトドメとばかりに、例の『奴隷解放運動』が始まったのです」

　世界が平和になったためか、最近は隣国との交流も以前より盛んになっている。となれば当然、他国の情報や文化も国に入ってくる。

　近隣諸国の中には、奴隷制度のない国も存在する。

　亜人の存在が公的に認められ、人間と共存している国もある。

　そういった情報が国内に入ってくれば、文化や制度が影響を受け、変化していくのは自然のことなのだろう。

　そういった情勢のため、国内の奴隷市場は斜陽の業界となりつつあるようだった。

「経営が悪化すれば、当然……在庫の処理を上から命じられます」

　ドムルはそこで、窓の外を一瞬見た。

　外では子供エルフ達が、楽しげに遊んでいた。

「私は、自分が担当していたあの子達を……処分するように言われました」

「…………」

　当然と言えば、当然の流れなのだろう。

　奴隷商会が売れない奴隷を処分することは、よくあることだ。

　いかに奴隷と言えど、最低限の人権を認められる法律は存在する。しかしそれはあくまで、奴隷を購入した所有者に向けられたものだ。

　富裕層による過剰な虐待や折せつ檻かんを防止するためのものであり、奴ど隷れい商会がうちうちに奴隷を処分することは、暗黙の了解として許されている。『伝染病の疑いがあった』などと適当に報告すれば、上も深く追及したりはしない。

「最初は……命令通りに殺そうと思いました。ですが……どうしてもできなくて……ぐふぐふ。おかしいですよね？　それまでさんざん奴隷を売買してきたくせに。それでも……どうしてもあの子達だけは、殺すことができなくて。売れない時期が長かったせいで、何年も私が世話をしていましたから……」

　情が移ってしまった、というやつなのだろう。

　奴隷商が奴隷を管理するときに一番重要なのは、必要以上に入れ込まないことだというが、ドムルは失敗してしまったらしい。

　奴隷が『モノ』に見えなくなるなど、奴隷商として致命的な失敗だ。

「気づけば私は……商会を辞めて、有り金を全部はたいて、世話をしていたハーフエルフ八人を全て買い取りました」

「…………」

「皮肉な話ですが、売れないハーフエルフ達はだいぶ値が下がっていましたから。しがない奴隷商一人の貯金でも、どうにか間に合いました」

「……なるほどな」

　大体の事情はわかった。

　そこで、

「……だったら、なんでうちに売りつけに来たんだよ？」

　と、イブリスが口を開いた。

　堪こらえきれない、とばかりに。

「そんなに大事なら、あんたが世話してやればいいだろ？　自分が助けたんなら、最後まで責任を取って──」

「やめろ」

　言葉に怒りが乗りかけたイブリスを、シオンは手を掲げて制した。

「……私だって、できることならあの子達と一緒にいたいですよ……。あの子達の笑顔に、私がどれだけ救われたことか……。でも、もう無理なんです。あの子達を買い取るために貯金を使い果はたしてしまったせいで、私にはもう、ほとんど蓄えが残っていないんです」

　嗚咽おえつを堪えるようにして、ドムルは語る。

「亜人であり、奴隷であるあの子達は、孤児院に預けることもできない。まともな仕事に就くこともできない……結局、どこかの金持ちに買っていただくしか、彼女達に生きる道はない。そうでなければ、私と一緒に飢え死にするしか……」

「……っ」

　唇を噛かむイブリス。感情的になって安易な批判をしてしまった自分を、恥じたのかもしれない。

　シオンはまっすぐ相手を見据える。

「彼女達も……事情は理解しているようだな」

　脳裏をよぎるのは、屋敷で見たアルとオルの姿。

　人形めいた無表情と態度。

　よく調教された出来のいい奴ど隷れい──を、必死に演じていた姿。

「……悲しい話ですが、彼女達は自分の運命を受け入れているように見えます。自分達が生き延びる術すべは、奴隷として生きるしかないということを……」

「…………」

「私に甲か斐い性しようがないばっかりに、本当に申し訳がない話です。だから、せめていい主人の下にいけるようにと、必死に買い手を探しているのですが……」

「……事情はわかった」

　シオンは言った。

　それから目を閉じ、しばし考え込む。そして──

「うーむ。いろいろ考えると、やはり惜しい気がしてきたな」

　と、続けた。

　どこか芝居がかったような口調で。

「ドムル。やはりお前から、奴隷を購入しておくことにするよ」

「……え。ええっ!?」

　ドムルは仰天した。隣のイブリスもまた、目を見開く。

「ほ、本当ですか、タークス卿きよう？」

「ああ。嘘うそではない」

「あ、ありがとうございます。それで、アルとオルのどちらでしょうか？　それとも、誰か別の者を──」

「全員だ」

「……へ？」

「八人全員、僕が買い取ってやろう」

「…………」

　驚きを通り越して愕がく然ぜんとした表情となるドムル。

　シオンはさらに続けた。

「ハーフエルフ達のついでに──ドムル。お前も、失業中の身であるならば、僕が雇ってやってもいいぞ」

「え……わ、私ですか？」

「ああ、お前には──僕が購入する彼女達の世話係を命じたい」

「世話、係……」

「これからお前は、彼女達と共に隣の国──アスト共和国へと迎え」

　アスト共和国。

　ロガーナ王国から西南に位置する小国の一つである。

「アストは奴ど隷れい制度も存在せず、亜人にも寛容な国だ。ハーフエルフだからと差別されることはないだろう。とは言え、故郷を離れ別の国で暮らすとなればなにかと苦労は絶えないだろうが……それでも、今この国で暮らすよりはマシなはずだ」

「…………」

「どうだろうか？」

「……え、あ。す、すみません。まるで話についていけず……。ええと、アストへ向かうことは私も考えなかったわけではありませんが……首輪の問題があります。奴隷が許可なく国外へ出ることは禁じられていますから」

「首輪なら僕が外す」

　シオンは言う。

「国外への許可に関しても、上の方に話を通しておこう。騎士団には都合のいい知り合いがいるからな。そいつに頼んで、あとは関所の役人にいくらか包めば、出国はどうとでもなるはずだ」

「…………」

「『できるならばあの子達と一緒にいたい』。さっきの言葉が本当ならば、新たなる土地でどうか彼女達を支えてやって欲しい。奴隷としてではなく、他の誰でもない彼女達自身として生きていけるように」

「…………」

「もちろん、これは僕からの仕事の依頼だ。きちんと報酬は払う。お前達が数年食べていけるだけの金は、すぐに渡そう」

　そこまで言ったところで、シオンは隣のイブリスを見つめた。

「こんな落としどころで、どうだろうか？」

「……くくっ」

　イブリスは笑う。

　腹の底からおかしそうに。

「いいんですか、坊ちゃま？　だいぶ金が減っちゃうと思いますけど？」

「ふん。今ある僕の蓄えの大半は、王室からもらった金だ。ドムルや彼女達は、言ってしまえばこの国の制度や政策の被害者……ならば国の金で保障するのは当然の流れだろう」

「ふふっ。なんか言い訳苦しくないですか？」

「苦しくない」

　からかい調子のイブリスと、ムスッと頬ほおを膨らますシオン。

「……ど、どうしてですか？」

　ドムルはまだ、状況がさっぱり理解できていないようだった。

　無理もないだろう。

　昨日今日会ったばかりの他人が、自分達に大金を渡そうというのだから。

「どうして見ず知らずの私達のために、そこまでのことを……？」

「……ううむ。えっと、こっちにもいろいろ事情があってだな」

　イブリスの正体などは、説明するわけにもいかないだろう。

　言葉に迷ったシオンは、

「まあ、なんというか……僕は、好きなんだ」

　と、言っておいた。

「見ず知らずの他人のためになにかをすることが」







　その後──

　シオンは村を離れ、一旦屋敷に戻った。

　首輪を外すためには専用の薬品や触媒が必要であり、それを取りに帰らなければならなかった。そのついでに、当面の生活費として渡す金も必要だった。

　屋敷に戻ったシオンは、諸もろ々もろの事情を三人のメイドに説明した。

「へぇー、マジで？　あのおじさん、実はいい奴やつだったの？」

　話を聞き終えたフェイナが、驚きの声を上げた。

「信じられないなあ。あの顔は絶対悪人でしょ。悪徳奴ど隷れい商人そのままみたいな見た目だったもん」

「人を見た目で判断するな」

　一応は注意してみるシオンだったが……正直、同じような感想は抱いていた。

「まあ、なんにしても丸く収まったならよかったよ。ある意味一番平和な結末だったんじゃない？」

「そうだな」

　奴隷だったエルフはドムルに虐げられていたわけではなく、それどころか彼によって命を救われていた。

　当初の予定では、ドムルから奴隷達を無理やり奪うつもりだったが、その後の奴隷達に関してはまだ考えを詰めていなかった。発信器に時間制限があったため、そこまで考える余裕がなかったからだ。

　しかし、ドムルの本性がいい意味で予想外だったおかげで、奴ど隷れいエルフ達のその後についても心配がいらなくなった。

　本当に──平和に話が収まってよかったと思う。

「イブリスも、さぞ喜んでいることでしょう」

　ナギが自分のことのように嬉うれしそうに語った。

「お屋や形かた様の度量の深さに感銘を受け、感激しているに違いありません」

「……どうだかな」

　照れくささから、曖昧に言葉を濁すシオン。

　ちなみに今、イブリスは屋敷にはいない。

　村に残ってエルフ達の世話をしている。

　最初は一緒に帰ってくる予定だったが、出発するところで子供エルフ達に捕まってしまった。

　一緒に遊びたいとダダをこねられてしまったため、仕方なくイブリスだけは置いてくることとなった。

「ああ、そうだ。金銭の件は、事後承諾になってすまなかった。本当ならお前達にも許可をもらうべきだっただろう」

「あー、いいっていいって。しょうがないことだもん。まあ、ちょーっともったいない気もするけどねー。本当にただの募金って感じだし」

「フェイナ。お屋形様が決めたことに文句を言うな。主人の金銭事情など、家臣が口を挟むことではない」

「シオン様がお決めになったことならば、我らは従うのみです」

「んあー、はいはい、そうでしたそうでした」

　ナギとアルシェラに窘たしなめられ、渋々といった顔で納得するフェイナだった。

「しかし、シオン様」

「なんだ？」

「お言葉ですが……シオン様がそこまでする必要はあったのでしょうか？」

「……必要かどうかの問題ではないだろう。直接的な関係はないとは言え、奴隷エルフ達にはイブリスの過去が絡んでいる。放置しておくわけには──」

「ああ、いえ、そうではなく……すみません。私の言葉が足りませんでした」

　深く頭を下げてから、アルシェラは続ける。

「エルフ達を助けることに苦言を呈したいわけではなく──もうじき、助ける必要もなくなるのでは、と思った次第です」

「どういう意味だ？」

「この国では今、『奴隷解放運動』が盛んになっていますでしょう？」

「…………」

「今回の運動で特に争点となっているのは、亜人の奴ど隷れいだと聞きます。わざわざシオン様が手を差し伸べずとも、じきに彼女達亜人奴隷を取り巻く環境は好転していくのではないでしょうか？」

「……その運動に関しては」

　シオンはしばし考え込んでから、口を開いた。

「正直な話──僕はかなり懐疑的だ」

「え……」

「詳しく知っているわけではないから、あまり憶測でものを言いたくはないが……あんな杜ず撰さんな運動で国がよくなるとは思えない」

　顎に手を添え、シオンは考え込む。

「いや……ただ杜撰なだけならまだいいが、あれではあまりにも……。なにか裏があるように思えてならない」

　思案に沈むが──そのとき。

　左手の指輪に、指輪型の通信機に反応があった。

　レビウスからの通信だった。

　村から帰ってくる道中に連絡を入れたのだが、相手の都合が悪かったらしく繋つながらなかった。その折り返しが来たらしい。

　シオンは席を立ち、自室に戻ってからレビウスとの通信を繋げる。

『悪かったな。シオン、少し立て込んでてな』

「構わない。お前も忙しい立場だからな」

『皮肉のつもりか？』

「……なんでも皮肉と捉えるな。話していて疲れる」

『ははっ。悪かったよ。ちょっと嫌みっぽかったな』

　軽い掛け合いの後に、

『それで、なんの用だ、シオン？』

　とレビウスは切り出す。

『お前が俺に連絡してくるとなると、あまりいい予感はしないんだけどな』

「そう身構えるな。大して面倒な話ではない」

　シオンは簡単に今回の事情を説明した。

　ドムルや奴隷エルフのこと。

　彼らをアストへと出国させるから、国境警備や関所の者達に話を付けておいて欲しい、ということ。

『……相変わらずの聖人君子っぷりだな、お前は』

　話を聞き終えたレビウスは、呆あきれたように言った。

『見ず知らずの他人のためによくやるよ』

「……完全に無関係な他人、というわけでもないからな」

『うん？　お前にはなんら関係のない相手だろう？　関係があるのはあのメイド達の一人──「闇森精ダークエルフ」の女だけだろう』

「イブリスに関係があるということは、僕に関係があるということだ」

『……相変わらず仲がいいことで』

「うるさい。放っておけ」

　からかうような声に、シオンはムスッとして返した。

『まあ、いいさ。俺の方から話は通しておくよ。幸い、最近アストと我が国の関係は良好だ。国境の審査も大して厳しくはない。俺が事前に口添えしておけば、問題なく通過できるだろう』

「すまないな、レビウス」

『礼を言われるほどのことでもないさ』

　軽く言うレビウスだったが、そこで、

『しかし……奴ど隷れい、か』

　と、意味ありげに続けた。

「どうかしたのか？」

『いや……ただ、そのドムルとかいう男が元々いたという奴隷商会……デステア商会といったか？』

「あ、ああ」

『ちょうど今、その商会についてのヤバい噂うわさが流れててな。さっき通信に出られなかったのも、その件で立て込んでたからだ』

「ヤバい噂……？」

　問い返すシオンに、レビウスは言った。

『「奴隷解放運動」──その裏の目的が、ようやく明らかになったんだよ』
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「……はぁー。疲れた」

　子供エルフ達にさんざん振り回されたイブリスは、家の陰にしゃがみ込んで一息吐ついた。

（子供ってのはなんでああ元気なのかねえ？）

　顔を上げると、家の周りではまだ子供達がボールを蹴飛ばして遊んでいる。

　無邪気で無鉄砲で、天てん真しん爛らん漫まんにはしゃいでいる。

（……普段坊ちゃましか見てねえから、普通の子供がわかんないんだよな）

　内心で苦笑する。

　シオン・ターレスク。

　全てにおいて規格外の少年。

　実力や実績はもちろんのこと、性格や知性においても、普通の少年からはかけ離れていることだろう。

　イブリスがそんなことをぼんやりと考えていると、

「……あの」

　背後から声をかけられた。

　振り返ると、髪が短いエルフの少女──アルがいた。

　彼女は不安そうな瞳でイブリスを見つめてくる。

「大丈夫ですか？　あの子達、なにか失礼を……」

「ん？　あー……いやいや。大丈夫だよ。慣れねえことだから、ちょっと疲れて休んでただけ」

　適当に返して、イブリスは立ち上がる。

「本当にすみません、子供達の遊び相手をさせてしまって」

「だから気にしなくていいって。年相応の子供と遊ぶのは、まあまあ新鮮で楽しかったから」

　坊ちゃまはまるで年相応じゃないし、と。

　イブリスは内心で付け足した。

「ならよかったのですが……。あの」

　アルが問いかけてくる。

「タークス卿きようは、なぜ我らを助けてくれるのでしょうか？」

「…………」

「いえ、その……も、もちろん文句なんてありません！　本当にありがたい話だと思っています！　ただ……理由が気になって」

　アル達からすれば──当然の話なのだろう。

　絶望のドン底にいたら、通りすがりの金持ちが、なんの見返りも求めずに助けてくれたようなものだ。

　信じられなくても無理はない。

（理由って言われると……私のためっつーか、私のせいだよな）

　恩着せがましいことは一切言わないけれど、シオンがイブリスのことを考えて行動してくれていることは間違いないだろう。

（……別に──私が特別ってわけでもないんだろうな。他の三人が同じような状況に陥ったとしても、たぶん坊ちゃまは同じことしたと思う）

　シオン・ターレスクは、そういう人間だ。

「……お人ひと好よしなんだよ、うちの坊ちゃまは」

　イブリスは言った。

　誤ご魔ま化かしの言葉でありながら、同時に心からの本音でもあった。

（ほんと……お人好しだよ）

　誰よりも強く、誰よりも優しい。

　それが、シオン・ターレスクという存在だ。

「ねえねえ、メイドのお姉ちゃん！」

　と、イブリスを呼ぶ声。

　向こうで遊んでいたはずの子供達が、こっちまでやってきていた。

「もっと一緒に遊ぼうよ！」

「……はいはい、わかったよ。まったく、しょうがねえな」

　億おつ劫くうそうな声を上げながらも、その表情はどこか柔らかい。

（たまには悪くねえよな、こういうのも）

　子供相手に遊ぶというのも、悪くない。

　相手が──自分のせいで居場所を失ってしまった子供達だと思うと、どうしたって複雑な思いは消えないけれど、それでも。

　それでもどこか、なにかが、報われるような気持ちがあった。

　許されるような気持ちがあった。

「メイドのお姉ちゃんの髪、白くて綺き麗れいだね」

　ふと、子供の一人が呟つぶやいた。

「肌は蜂蜜色で、なんだか──『闇森精ダークエルフ』みたい」

　それはおそらく、子供らしい無邪気な感想だったのだろう。悪意も揶や揄ゆの意図もなく素直な感想を口にしただけ。

　イブリスは一瞬心が冷たくなるのを感じるも、それは本当に一瞬のことだった。

　しかし──

「こ、こら！　なに言ってるの！　お姉さんに失礼でしょ！」

　アルは即座に声を荒らげ、子供を注意した。

　そしてイブリスに頭を下げる。

「ごめんなさい、この子が失礼なことを……。嫌ですよね、『闇森精ダークエルフ』みたいだなんて言われたら……」

「……いや、別に。気にしなくていいぜ」

　淡々とイブリスは答えた。

　不思議なくらい心は穏やかだった。怒りもなければ悲しみもない。ごく当然の扱いとして受け入れることができた。

　だが、

「やっぱ『闇森精』のこと、恨んでるのか？」

　ふと気がつけば、口からそんな問いが飛び出していた。

「え？」

「……まあ、当然だよな。お前らは『闇森精』の馬鹿のせいで故郷をなくしちまったんだから」

「えっと……正直、わかりません」

　アルは迷うような声で言う。

「私は母から『闇森精』のせいでエルフの里が滅んだとだけ、聞いています。彼女が起こす吹雪が里を襲った際、里の外れに住んでいた母は、どうにか森の外にまで逃げ出すことができたらしいですけど……その後は人間達の国で、すごく苦労したそうです。だから……母はたぶん、恨んでたと思います。恨みながら、死んでいったと思います」

「…………」

「でも私は……直接会ったことがあるわけでもないから、正直、どう恨んだり憎んだりすればいいのかがわからなくて……」

　それに、と続ける。

「『闇森精』が里を襲わなかったら、母はおそらく一生を里の中だけで終えたでしょうから……となれば、人間の父と出会うこともなく、ハーフエルフの私が生まれることもなかったんですよね。そう考えると……なんだか全部を否定するのも違うような気がして」

「…………」

「『闇森精』は、たぶん悪い奴やつなんでしょうけど……私はあまり、なんとも思ってないというか……すみません。なんか、よくわからない答えで」

「……いや、十分だよ」

　イブリスは言った。

　こちらの正体を知らないからこそ言えるだろう、忌き憚たんのない意見。

　それは酷ひどく、心の深い部分に刺さった。

　と、そのとき。

「──そんな！　どういう意味ですか!?」

　突如として、困惑の叫びが響いた。

　村の入り口付近。

　ドムルが──騎士団の男達に囲まれていた。

「わからないのか？　ここにいるハーフエルフ共を──全て我々に引き渡せと言っているんだよ」

　居丈高に語るのは、集団の部隊長とおぼしき男。

　丸顔で、中肉中背の体格をしている。

　耳を澄ませてみると、周りの男は彼を『エルダン隊長』と呼んでいるようだった。

（エルダン……確か）

　イブリスの脳裏をよぎるのは、先日のバータムの街での買い物。

『奴ど隷れい解放運動』なる運動をしていた団体。

　彼らが掲げていた紙や板に、その名が記されていた気がする。

　カミール・バラ・エルダン。

　運動の代表となっている男の名だ。

「やれやれ、バータムで聞いた噂うわさが本当だったとはな」

　カミールは呆あきれ口調で言った。

「う、噂……？」

「この村に、最近奴隷のハーフエルフを何体も引き連れた男が住み着いたという噂だ。それがまさか、デステア商会の商人だとは思いもしなかったぞ」

　高圧的な口調で言い放つ。

「ドムルよ。デステア商会では──亜人の奴隷に関しては全て処分するようにという命令がくだったはずだが？」

「は、はい……ですから私が、全て自腹で購入し、商会も去ったのですが……」

「なにぃ？　貴様、正気か？　奴隷に情でも移ったのか？　それとも……そういう趣味なのか？　ふふ、ふははは！」

　堪こらえきれないとばかりにカミールは哄こう笑しようし、取り巻きの男達も笑った。

　奴隷に感情移入してしまった奴隷商を、思い切り嘲笑した。

「まあいい。いずれにしても──下っ端まではちゃんと指示が下っていなかったようだな。まったく、亜人の奴隷はくれぐれも『特別な処分』をするように、と指示しておいたはずなのだが……」

　一人でぶつぶつと呟つぶやいた後、カミールは後ろの男達に指示を出す。

「おい、連れて行け。一体も残さずな」

　男達がカミールの指示に従って動き出すも、ドムルが必死に彼らの前に立ち塞がった。

「お待ちください！　ど、どこに連れて行くつもりですか!?」

「ふん。聞かぬ方がいいかもしれんぞ？　こんな薄汚い亜人共に肩入れしてしまっているのであればな」

「そんなっ……。エ、エルダン部隊長は『奴ど隷れい解放運動』の旗はた頭がしらではなかったのですか？　あなたは、奴隷や亜人達の人権を認め、彼らと私達が平等に暮らせる平和な世界を目指しているはずでは……？」

「………ぶっ。ふ、ふ、ふははははははっ！」

　一瞬きょとんとした後に、カミールは大口を開けて笑った。彼の部下達もまた、同じように笑い出す。

「ははは、はは……あー、おかしいな。そうかそうか、お前はそこまで下っ端だったのか。商会からはなにも聞かされていないのだな」

　人懐こい丸顔を醜悪に歪ゆがめ、カミールは告げる。

「亜人や奴隷が我らと平等？　そんなふざけた世界がありえるか。人間以下のクズがこの私と平等に生きようなど、それこそ不平等極まりない話だ」

　嘲弄と侮蔑の言葉を吐き出しながら、足を上げてドムルを蹴り飛ばす。

　倒れたドムルを、カミールは心底おかしそうに見つめていた。

「私はね、心底嫌いなのだよ、亜人という存在が。奴隷として存在していることにすら虫唾むしずが走る」







　屋敷の自室──

『──シオン。お前なら多少の不信感は抱いていただろう？　あの胡う散さん臭くさすぎる「奴隷解放運動」に』

「……ああ」

　シオンは重々しく頷うなずいた。

「彼らの行動や理念は、綺き麗れい事ごとばかりであまりに具体性に欠ける。奴隷の解放や平等を謳うたうのはいいが……その後について何一つ考えられていない」

　奴隷を解放する。

　差別を撤てつ廃ぱいし、奴隷達を自由な世界に羽ばたかせる。

　それは──話だけ聞けば素晴らしいことのように聞こえる。

　しかし。

　実際には単なる理想論。

　机上の空論めいた綺き麗れい事ごとに過ぎない。

　昨日まで奴ど隷れいだった者が、急に今日から『奴隷をやめろ』と言われたならば──その者は、いったいどうすればいいのだろうか？

　昨日までは命令さえ聞いていれば食事がもらえたが、今日からは自分の足で仕事を見つけなければならない。しかし奴隷制度がなくなったとして、奴隷だった者を新たに雇う経営者はいないだろう。

　街が元奴隷の浮浪者で溢あふれ返ることは、目に見えている。

　ましてロガーナ王国には、奴隷の身分を保障する最低限の法律は存在する。いかに奴隷と言えど、非人道的な虐待や放置は許されない。食事を与えずに飢え死にさせたり、苛烈な折せつ檻かんの末に死亡させてしまったりしたら、所有者は相応の処罰を受けることになっている。

　しかし──奴隷制度がなくなったら。

　奴隷を守る法律もなくなり──元奴隷達を守る者もいなくなるだろう。

　元より奴隷というのは、他のどこにも居場所がないから奴隷に身を落とした者が大半だ。

　そんな彼らが奴隷をやめたとして、果はたしてどこに行けばいいのだろうか。

　もちろん中には、屈強な精神を秘め、鎖から解き放たれた手と足で新たな人生を切り開く者もいるだろう。

　しかし。

　そんな強さを持っている者は、きっと少数でしかない。

　奴隷制度は悪。

　奴隷制度撤てつ廃ぱいは善。

　そんな簡単な二元論で語れる問題ではない──

「無思慮な善行ごっこは貴族の趣味の一つだ。今回も、一部貴族の気まぐれかと思っていたが……」

『実際、参加してる奴やつの多くはそんなもんだろうよ。弱者に手を差し伸べる自分に酔ってるだけの、まあかわいい連中だ。だが──この運動を始めた連中達は、恐ろしいぐらいに真っ黒だったよ』

　レビウスは嫌悪感が滲にじむ声で告げる。

『中心にいる連中は……旗はた頭がしらのカミール・バラ・エルダンを筆頭に、極度の亜人差別主義者で固まってる』

「亜人、差別主義者……？」

『カミールとは、お互い貴族ってことで昔から何度か顔を合わせていた。あいつは昔から筋金入りの亜人嫌いだったよ。そんな奴が奴隷の解放運動なんて始めて、どんな宗旨替えがあったのかと思ったが……なんてことはない。奴やつは昔から何一つ変わらぬ差別主義者だったってわけだ』

「……そうか。そういうことだったのか」

　少しの思考の果はてに、シオンは納得の言葉を吐いた。

『おっと。もう大体察したか。話が早くて助かるよ』

「ああ、察したくもない裏事情だったがな」

　シオンは言う。

「元よりこの国では、戦争の終結以降、奴ど隷れいの需要が下落していた。貴族達は奴隷を買わなくなり、奴隷の値はどんどん落ちた。奴隷商会は経営に苦しみ、売れない奴隷の在庫を抱え込むこととなった」

『そんな中、「奴隷解放運動」なんてものが起こったらどうなるか……？　答えは簡単。ますます売れなくなって、商会はますます経営に苦しむ──そして、奴隷の在庫処分を始める。不人気の亜人辺りからな』

「それが……『奴隷解放運動』の目的か」

　あまりの悍おぞましさに、吐き気がこみあげてきた。

『奴隷解放運動』──奴隷の解放を謳うたいながら、その目的はまるで真逆。

　狙いは、奴隷の殺処分。

　この国では奴隷は最低限の権利が保障されている。所有している者は相手が奴隷と言えど、気まぐれで処刑することなどは許されない。

　しかし──商会だけは。

　奴隷商会だけは、在庫の処理が黙認されている。

　それを認めなければ、奴隷商会なんてやっていけないから。

　経営を圧迫する商品を処分することは、経営として仕方がない判断だとして上からは許される。

「なんて……なんて、醜悪なことを……！　奴隷の命をなんだと思っている……！」

　憎い者を殺したい。

　嫌いな者を殺したい。

　でも──自分の手を汚したくはない。

　その迂う遠えんで悍ましい手口は、シオンがこれまで何度も目の当たりにしてきた、人間特有の手口であった。

『連中の目的は国内の亜人奴隷抹殺、もしくは国外追放で間違いないだろう。最初から複数の奴隷商会と裏で繋つながっていたらしい。しかも単に殺すだけじゃなくて、いい金かね儲もうけも思いついたようでな』

「……なに？」

『商会が亜人奴ど隷れいを殺したことにして、そのまま国外の非合法な研究機関に売り払う計画もあるらしい。奴隷ではなく、奴隷以下の研究材料としてな。亜人奴隷は需要が下がってるが……人体実験の材料となれば話は変わる』

「…………」

『亜人を研究材料として国外に売るルートを見つけたのが──カミールってわけさ。奴やつは嫌いな亜人を減らしつつ、仲介料で私腹を肥やす最高の商売を思いついた──だが、今になって少しばかりトラブルが起きたようだ』

「トラブル……？　まさか──」

『ああ』

　レビウスは言う。

『デステア商会でのトラブルだよ。商会の代表とカミールの間で、ハーフエルフの子供を国外に売り払う計画を立てていたところで──物好きな商人が、処分されるはずの奴隷を買い取っちまったのさ』







　カミール・バラ・エルダン。

　彼は奴隷が嫌いだった。

　中でも特に、亜人の奴隷が嫌いだった。

　理由などはない。

　ただただ無性に──気に食わないのだ。人間でもないくせに人間の国で暮らしていることが、腹立たしくてたまらない。

　貴族に生まれた自分とは全く身分の違う存在で──だからいくら馬鹿にしても石を投げても悪くない。

　殺したって問題ない。

　なぜなら奴らは醜みにくく劣っているから。

　いなくなった方がこの国が綺き麗れいになるから。

　それが──カミールの価値観だった。

　物心ついた頃から、親や周囲の大人からそういう風に教わってきた。

　──自分達は貴族という誇り高き存在で、他の有象無象とは違う。

　──亜人は魔族の血が混じった汚らわしい存在。

　エルダン家の全員がそうした価値観の持ち主であり、だからカミールもまた必然的に同じ価値観となった。

　彼自身、亜人からなにか被害を受けたことはない。

　どころか、ほとんど関わったことすらない。

　触れたこともなければ、会話したこともない。

　でもカミールは亜人が嫌いだった。

　そういう環境で生きてきたから、そういう風に育った──

「……な、な……」

　そんなカミールは今──驚きよう愕がくと恐怖に表情を引ひき攣つらせていた。

（なにが、起こったんだ……!?　なぜ、こんなことが──）

　こんなはずではなかった。

　バータムの街で『奴ど隷れい解放運動』の講演会を済ませた後、ハーフエルフの奴隷がいるという噂うわさを耳にした。

　デステア商会からいなくなった奴隷かもしれないと踏んでこの村まで足を運べば、案の定だった。

　だから部下達に回収を命じた。

　デステア商会にいたハーフエルフ達は、すでに渡す相手が決まっている。国外の非合法な研究機関。前金も受け取っていた。今更いなくなったでは済まされない。見つかって本当によかった。さてドムルとかいう男には腹いせにどんな罰を与えてやろうか──などと。

　そんな安あん堵どと怒りを覚えながら、回収に急ぐ部下達を見ていたが。

　そこで──予想外の事態が起こった。

　女が。

　メイド服に身を包んだ褐色の肌の女が、瞬く間に一人の部下を昏こん倒とうさせた。拳で顎を打ち抜き、失神させたのだ。

　他の者達は慌てて剣を抜くが──あまりに遅すぎた。

　メイドの女は人間離れした動きで、次々に騎士団員達を倒していく。

　振り下ろされる剣を見切り、最小限の動きで人体の急所に拳を入れる。

　十人いたカミールの部下達は、一分と経たたないうちに全員が気絶させられた。

「……事情はイマイチよくわかんねえけどよぉ」

　女はぷらぷらと拳を振りながら、徐々にカミールへと近づいてくる。

　口調は静かだったが、そこには確かな怒りが滲にじんでいた。

「てめえらは悪者ってことでよさそうだな」

「……ひ、ひぃい」

　鋭利な眼光で睨にらみつけられ、カミールは思わず尻餅を突いてしまう。

　騎士団の部隊長を務める彼だが、戦闘能力は高くない。

　ましてここ最近は、政治活動にばかり力を入れてほとんど鍛錬をしていなかった。腰に差した剣など、ここ一年握っていないかもしれない。

　鈍なまりに鈍った肉体と精神は、女から漏れる怒気に圧倒されてしまった。
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「な、な、なんだ貴様は!?」

　カミールは恐怖を振り払うように叫ぶ。

「こ、この私が誰かわかっているのか!?　カミール・バラ・エルダンだぞ！　エルダン家の次期当主であり、いずれはこの国の中枢を担う男だぞ！」

「知らねえよ」

「なんだと……!?　エルダン家を知らんのか!?　この国で十本の指に……いやっ、ご、五本の指に入る名門貴族だぞ!?　私の父や祖父が、この国にどれだけの利益をもたらしてきたのかわからんのか!?」

「だから、知らねえって」

「くっ……この浅学非才なゴミめ！　これだから学のない庶民や奴ど隷れいは嫌いなんだ！　自分達の愚かさに無自覚で、我ら貴族がどれだけ高貴で優秀かを理解していない！　我ら貴族が過去にどれだけこの国に尽くしてきたかもわかっていない！　我らが先祖の恩恵を受けながら、その血筋を受け継いだ私に敬意を払わんとは何事だ！　恥を知れ！」

「……はぁーあ。話になんねえな」

　どれだけ憤ふん怒ぬの叫びを浴びせても、相手の女が怯ひるむことはなかった。

　それどころか、心底つまらなそうな生き物を見るような目で、カミールを見下ろしてくる。

「ふ、ふざけるな……なんだ、その目は……!?」

「まあ、いいや。とりあえず寝かせときゃいいだろ。どう扱ったらいいかは、あとで坊ちゃまに訊きけばいいし」

　どうでもよさそうに言いながら、女は距離を詰めてくる。

「ぐ、ぐう……！」

　カミールの心を埋め尽くすのは、得体の知れない女に対する恐怖──ではなく、不遜な庶民に対する怒りだった。

　貴族でもないメイド風情が、自分に敬意を払わない。

　それどころか、見下しているようでもある。

　彼にとってはそれだけのことで──激怒するには十分だった。

「……ふ、ふ、ふざけるなぁあああああ！」

　激げき昂こうと共にカミールは懐に手を入れた。

　取り出したのは──六角柱の形をした水晶。

　内部では、ドス黒いモノが蠢うごめいている。

　カミールはそれを、躊ちゆう躇ちよなく地面に叩たたきつけた。







（あれは……封水晶か？）

　カミールが取り出したモノを見て、イブリスは目を見開く。

　封水晶。

　封印の術式を施した結晶体であり、内部に魔物を封印することができる。

　作成には極めて高度な技術が必要であり、人間社会では非常に高価な一品であるが、現代の技術ではそこまで強い魔獣を封印することはできない。

　それなのに──

（な、なんだ……この魔力は……!?）

　割れた水晶からは、得体の知れない魔力が漏れ出し、大気に満ち満ちた。

　同時に──激しい腐臭。

　ドブ川を煮詰めたような悪臭が、鼻に入って強い不快感を与えてくる。

「…………」

　鼻を押さえつつ、イブリスは目をこらす。

　水晶の中に入っていた黒いなにかは、地面に零こぼれて黒い水たまりを作っていた。純粋な黒ではなく、様々な不純物が混ざった結果黒く見えているかのような──

　薄汚い茶褐色の泥水。

　しかしやがて──それが増殖した。

　爆発するかのように質量を増し、蠢うごめく。

　現れたのは、茶色と黒が入り交じり、家屋を飲み込むほどに巨大な泥水の塊。

　最初は球体に近い形状をしていたが、そこから無数の触手が伸びる。

　見る者全てに怖おぞ気けをもたらすような、粘液状の怪物が現れた。

「な、なんだ、こいつ……!?」

　愕がく然ぜんと呟つぶやくイブリス。

　長く魔界で暮らしていたイブリスであっても、こんな魔獣は見たことがない。

　それでも──わかった。

　経験と本能で知覚できた。

　この泥の化け物が、とんでもない魔力を秘めていることは──

　ひゅん、と。

　触手の一つが、イブリスを襲った。

「──ちっ」

　イブリスは即座にこれを回避。

　さらに魔力を込めた手刀で、伸びきった触手を切断する。

　しかし──無意味だった。

　切り裂いた触手は、すぐさま再生してしまう。

　続けて、二本目、三本目の触手が襲ってくる。

「くそっ、気持ち悪い奴やつだな──っ!?」

　先ほどと同じように攻撃を回避しようとするイブリスだが、なにかに足を引っ張られて動きが止まる。

　先ほど切り離した触手が、まるで意思を持っているかのように蠢き、イブリスの足に巻きついていた。

「……ぐっ、あああ！」

　回避行動を妨げられたイブリスは、触手の攻撃をもろに食らってしまう。

　反射的に生み出した魔力防壁で防いでもその威力は凄すさまじく、大きく吹き飛ばされることとなった。

「……ふっ、ふははは！　すごい、すごいぞ！」

　吹き飛ばされたイブリスを眺めながら、カミールは喜悦の表情を浮かべる。

「いいザマだな。メイド風情が分をわきまえぬから、そういう目に遭うのだ。ふふ、ふははは！」

　高らかに笑いつつ、泥状の生物を見上げる。

「くくっ。こいつはいい買い物だったな。多少高くついただけのことはある」

　楽しくて楽しくて仕方がないといった様子で、

「さあ、いけ！　あの女をもっともっと痛めつけて、身分の違いを教えてやれ！」

　と、カミールは命じる。

　しかし──泥の生物は動かない。

　宙に触手を漂わせているだけ。

　意思や知性を感じさせない、原始的な動きであった。

「……むっ。おい、なにをやっている？　早くしろ！　お前を買うのに、いったいいくらかかったと思って──っ!?」

　次の瞬間。

　触手が──カミールを襲った。

　無数の触手が中年男性の体に絡みつき、彼を吊つり上あげる。

「へっ……なっ。わっ……や、やめろ！　な、なにをやっている!?　私ではない、私ではなく、あっちの女を……ぐっ、がっ、ぎっ……ぎゃああああ！」

　断末魔の叫びと共に、体中から鈍い音が上がる。

　カミールの全身の骨が砕け、内臓が潰される音だった。

　それから力任せに体を折り畳まれ、小さく丸められた後、泥の球体の中へと取り込まれた。薄汚い泥に紛まぎれて、彼の姿はすぐに見えなくなった。

　その光景を見つめていたイブリスは、吐き気と共に理解する。

　今のは──きっと捕食なのだろう、と。

　悪意も敵意もなく、反射的に行われる破壊活動。

　生態系の上位者が見せる、単なる食事の風景だった。
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　どこでもない場所──

「アレを貴族の男に渡したのは、お前か？」

「そうだよ」

　エターナの問いかけに、ノインはあっさりと頷うなずいた。

「商人に化けて、高い金で売りつけてやった」

「お前が人間の貨幣なんぞもらってどうする？」

「もちろん僕はお金なんていらないさ。ただ、金持ちというのは面白い生き物でね、安いものより高いものの方が売りやすいんだよ。安かろう悪かろう、という意識が常にあるからね」

「ほう。まあどうでもいいが……アレを渡してなんの意味がある？」

　エターナは言う。

「お前が用意したアレは確かに驚異的な存在だ。人間界に放たれれば、国一つ滅ぶ恐れがある」

　しかし、と続ける。

「シオン・ターレスクの敵ではないだろう」

「…………」

「むしろ打って付けの相手とさえ言える。今のシオン・ターレスクにとって、これ以上倒しやすい相手もいないだろう。いや、わざわざ彼が手を下さずとも、『四天女王レデイストピア』ですらどうにかなるレベルだな」

「…………」

「干渉と呼ぶには、あまりに無意味ではないか？」

「だからこそ、だよ」

　ノインは言った。

　口元に意味ありげな微笑を浮かべて。

「まあ、見てるといいよ。きっとシオン・ターレスクは、僕の思い通りに動いてくれるはずだ」

　そして彼らは。

　どこでもない場所から、事の成り行きを見守る。







「……くそったれ」

　口汚く吐き捨てると同時に、口から血を吐き出す。

　イブリスは──苦戦を強いられていた。

　戦闘開始から、およそ三分。

　泥状の生物は今なおその形状を留とどめている。

　ダメージは一切受けていない。

　イブリスの攻撃が、全く通用しなかった。

　物理攻撃は当然のように無効化。炎や雷の魔術で攻撃してみても、一瞬体が千切れるだけで、即座に再生してしまう。

　本当に泥の塊そのままのような生命体であった。

　反面。

　向こうの攻撃も、そこまでの脅威ではなかった。攻撃速度は見切れる程度の速さで、回避は可能だった。さっきは不意打ちで足を取られてしまったが、警戒していれば同じ手は食わない。巻き付かれた触手も、魔力を集中すれば焼き切ることができた。

　あらゆる攻撃を無効化する防御力は脅威だが──戦闘能力自体は大したことはない。

　かつて『四天女王レデイストピア』と謳うたわれたイブリスならば、十分対処できる相手だった。

　そう。

　イブリスが──一人であるならば。

「……おい！　早く逃げろ！　首根っこ掴つかんででも全員連れてけ！」

　後ろを振り返り、イブリスは怒鳴った。

　彼女の背後には──ハーフエルフの子供達がいる。

　怪物にカミールが食われた直後、イブリスは即座に彼らに逃げるよう命じたが、そう上う手まくはいかなかった。

　まだ幼い者達が、異形の化け物の悍おぞましい魔力に当てられ、泣き出したり腰を抜かしたりしている。

　ドムルやアルとオルが必死になって小さい子を連れて行こうとするも、上手くいかずに手こずっている。

　結果。

　イブリスは背後を守るために敵の攻撃を躱かわすことができず、ひたすら自分の体で受け止め続けるしかなかった。

（……どうやらこいつには、まともな知性はないみてえだな）

　体の痛みに耐えながら、イブリスは思案する。

（さっき、空を飛んでく鳥を捕まえて食ってた……。動きや体温を感知して、反射で動いてるだけだろう）

　たとえるならば、食虫植物に近い動きだろう。

　悪意も意図もなく、ただ反射で獲物に食いついているだけだ。

（どうすりゃいい……？　こっちの攻撃が何一つ効かねえんじゃ話になんねえぞ）

　追い詰められた状況で、それでもイブリスは必死に考えを巡らす。

　知性なき化け物をどうにかする方法を。

　そして、背後にいる者達を守る方法を──

「…………」

　いや。

　本当は──最初から一つ、簡単な方法を思いついていた。

　真っ先に思いついた方法を、思考の外に追いやろうとしてしまっていた。

　こちらの攻撃は何一つ効かない──わけではない。

　イブリスにはまだ試していない攻撃がある。

『闇森精ダークエルフ』

　森を殺す凍結の力。

　イブリスは生まれ持った力を解放すれば、目の前の怪物をどうにかできる可能性は極めて高い。

　いかなる攻撃をも無効化してしまう液状生物──それは、氷の力ならばどうにかできるかもしれない。

　破壊することは不可能だとしても、凍り漬けにして戦闘不能にすることは可能かもしれない。

　ましてイブリスの氷結魔術の威力は──規格外だ。

　先ほどから炎や雷の攻撃を仕掛けてはいるが、それは全て彼女にとっては専門外の力。生まれ持った力を解放したイブリスの氷結魔術は、生きとし生ける全ての生命活動を制止させる。

　力を解放すれば、勝算はある。

　しかし──

「……っ」

『闇森精』の力を解放するためには、元の姿に戻らねばならない。

　本来の姿に戻らねばならない。

　耳が伸びて、凍いてつく氷の魔力を纏まとう、悍おぞましき氷の女王に。

　そうなれば当然──背後にいるハーフエルフの子供達も気づくだろう。

　イブリスの正体が、エルフの里を滅ぼした『闇森精』だと──

　となれば当然、ハーフエルフ達は怯おびえ、恐れ、畏怖の眼まな差ざしでイブリスを見つめることだろう。

　シオンのおかげでようやく未来に生きていけるはずだった彼女達に、また過去のトラウマを植え付けることになってしまう。

　それだけは絶対に避けたい──

（……いや）

　違う。

　本当は違う。

　相手のためではない。

　他でもないイブリス自身が──怖いのだ。

　怖い。

　ハーフエルフの子供達から、恐怖の眼まな差ざしを向けられるのが怖い。さっきまで自分に笑いかけてくれていた子供達から、化け物を見るような目で見られるのが怖い。

　自分の正体が、故郷を滅ぼした怪物だとバレてしまうことが──

「……なっ!?」

　苦悩するイブリスだったが、知性なき敵は彼女の葛藤など待ってくれない。

　草花が。

　周囲に生える草や花が、徐々に枯れ出していた。

（やべえ……もう悪臭のレベルじゃねえ。瘴しよう気きの域に達してやがる）

　汚水が腐ったような匂いを放つ泥状の生物。

　ずっと周囲にまき散らしていた悪臭が──徐々により悍おぞましいものへと変貌しつつあった。

　単なる腐敗臭ではなく、触れる者を腐らす瘴気と化している。

　イブリスは戦闘が始まってからずっと呼吸を止めているし、元より強大な魔力を纏まとっているから瘴気にやられるようなことはない。

　しかし。

　背後にいる子供達やドムルに瘴気への耐性などあるはずがない。

　このままでは不可避の範囲攻撃によって子供達が被害を受けることは必至。

　下手をすれば、死──

　絶体絶命の状況にイブリスは、

「……ふっ。ははははっ！」

　笑った。

　大口を開けて、吹っ切れたように笑った。

「あーあ。ったく……ダッセーよなあ。この期に及んで──まだ自分がかわいいなんてよ」

　皮肉げな口調で言い放つ。

　前を見据える瞳には──覚悟の色があった。

　直後。

　イブリスの肉体より冷たい魔力が漏れ出す。

　極寒の冷気が彼女を中心に渦を巻き、大気を凍えさせていく。

　ふと。

　背後から、寒い、という子供の声が聞こえた。一瞬だけ振り返ると、エルフの子供達は皆一様に不安そうな目で自分を見ていた。

　怯おびえている。

　震えている。

　極限の冷気と、姿が変わり始めたイブリスに──

（……狼狽うろたえんな。私のご主人はシオン・ターレスクだぞ）

　ほんの一瞬だけ弱気に傾いた心を、必死に奮い立たせる。

　己の主あるじを思い出すことで。

（ずっと見てきたはずだろ。誰に嫌われても、誰に蔑さげすまれても、誰に恐れられても、それでも守りたいもんのために戦い続けてきた男を……！）

　過去には敵として。

　今は仕える主として。

　ずっとあの少年を見てきた。

　誰よりも優しく誰よりも強い、最強にして最高の勇者を。

　だから今──イブリスも覚悟を決める。

　己が仕える主と同じように、守りたい者のために戦う。

「……ぶっ殺す」

　背筋が凍り付くような魔力が女の全身を包み込む。白い髪には凍いてつく白銀の輝きが宿り、鋭利な眼光には絶対零度の殺気が宿る。

　イブリスは。

『闇森精ダークエルフ』としての力を完全に解放──




「無理はしなくていいぞ、イブリス」




　──する直前。

　聞き慣れた声がした。

　その直後に──無数の斬撃が大気を切り裂いた。

　泥の化け物を、粉みじんに切り裂いてしまう。

（なっ……い、今のは……）

　斬撃の空間跳ちよう躍やく。

　空間を司つかさどる聖剣『メルトール』によって引き起こされる超常の剣技。

「前にも言ったはずだ」

　気づけば。

　イブリスのすぐ隣に──空間の裂け目があった。

　大気を無理やり引き裂いたような亀裂から、小さな勇者が悠然と舞い降りる。

「僕は笑っているお前達の方が好きだ」







「坊ちゃま……」

　シオンが戦場に降り立った瞬間、イブリスの変貌は止まった。元の人間を模した姿へと戻り、驚きよう愕がくと安あん堵どがない交ぜになったような複雑な声を漏らす。

「どうして……ここに？」

「以前説明したことだが──お前達に持たせている指輪型の通信機には、つけた者の魔力を感知する機能がある。だからお前達が……魔族としての力を使おうとした場合、僕にはわかる」

「は？　そんなこと言いましたっけ？」

「……僕はちゃんと四人全員の前で説明した。そのときお前がどう見ても寝ているようだったから注意したところ、お前は『いや、寝てませんけど？』と言い張ったんだ……」
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「あ、あはは……」

　乾いた笑みを漏らすイブリスだった。

　シオンは溜ため息いきと共に続ける。

「準備を終えて屋敷を出ようとしたタイミングで──お前の指輪からの反応があった。なにかあったのかと思い、慌てて飛んできたわけだが……どうやら急いで正解だったようだな」

　距離を掌握する聖剣『メルトール』。

　現在ではシオンの右手の中で魔剣と化しているその剣を使えば、通常なら大規模な儀式を必要とする空間跳ちよう躍やくも容易に可能となる。

　視界の範囲内であれば、どの場所にも瞬時に跳躍可能。

　長距離の移動であっても、座標となる魔力──今回の場合イブリス──さえあれば、空間跳躍自体は可能となる。

　ただし──

「だ、大丈夫なんですか、坊ちゃま？　確か、長距離の空間跳躍は肉体への負荷が尋常じゃないって話じゃ……」

「問題ない。今──治っているところだ」

　シオンの体の各所から流れていた血は蒸発するように消えていく。体内では臓器や骨が何カ所か潰されていたが、それも瞬時に回復した。

「……それ、あんまり大丈夫って言わないんじゃ」

「お前の方こそ大丈夫か？」

　シオンはそう言った後、イブリスの背後のエルフ達に視線を移す。

　イブリスが守ろうとした者達を──

「あー、大丈夫ですよ。大した傷はありません。手当も治癒魔術も必要ないレベルです」

「……彼らを守ったのだな。お前一人なら、この程度の相手どうとでもできただろうに」

「ははっ……よしてくださいよ。別に坊ちゃまみたいなお人ひと好よしになったわけじゃないですから。全部……ただの自己満足です」

「自己満足でも構わないさ」

　優しい微笑と共に言って、シオンは前を向く。

「ならばお前の自己満足は、主人である僕が引き継ごう」

　眼前では──すでに泥の再生が始まっていた。

　粉みじんに切り裂いたはずなのに、何事もなかったかのように元の巨大な泥の塊に戻ろうとしている。

「気ぃつけてください、坊ちゃま。あいつ、なんの攻撃も効きません。なにやってもすぐ再生しちまいます」

「そのようだな」

　シオンは泥の塊を観察すると、

「あいつはおそらく……スライムだろう」

　と言った。

　イブリスは愕がく然ぜんとする。

「ス、スライム？　あれがですか？」

「ああ」

「スライムって、もっとこう、小さくて綺き麗れいでかわいい奴やつでしょ？　魔界にも人間界にも普通にいるような……」

「現代のスライムはそうだな。だがはるか昔に魔界に存在した、スライムの祖先とも呼ぶべき存在は、巨大な泥の塊で無数の触手を持っていたという。僕も古い文献でしか知らないが……スライムと呼ばれる粘性魔獣は、一切の知性を持たぬ代わりに底なしの食欲を持ち、目につく生命全てを体内に取り込んで喰くらい尽くそうとする、悍おぞましき怪物だったそうだ」

「そ、そんなのが、なんで……」

「わからん。だが、悠長に考えている時間もなさそうだな」

　直後──

　無数の触手がシオンを襲ってくる。

　シオンは右手に握りしめた魔剣『メルトール』にて、斬撃を空間跳ちよう躍やく。

　宙を踊る斬撃は触手を全て即座に切り落とした。

　しかし意味はない。

　触手は即座に再生してしまう。

（やはり意味はないか。それに……この瘴しよう気き）

　大気に満ちつつある悍ましき瘴気。

　シオンやイブリスには大した影響はないが──背後にいる者達が浴びればタダでは済まないだろう。

（物理攻撃は無意味……ならば、イブリスが考えたように凍らせるか？）

　イブリスが魔族としての力を──『闇森精ダークエルフ』としての力を解放しようとした理由は、スライムを見た瞬間に理解した。

　いかなる攻撃をも無効化してしまう化け物を、凍らせることで動きを停止させようと考えたのだろう。

（……いや、ダメだ。不確定要素が多すぎる。まして僕の氷結魔術はイブリスには及ばない）

　あらゆる魔術を驚異的なレベルで使いこなすシオンだが、氷結魔術に限って言えば魔界最強の氷使いと謳うたわれたイブリスには一歩後れを取る。

　古代で恐れられた悍おぞましき化け物に、氷結魔術がどこまで有効かはわからない。

　シオンの氷結魔術が通用する確証はない。

（おまけにこの瘴しよう気き………わずかながら生命力を感じる。単なる毒素ではない。これは、気体化したスライムの体そのものだ……！）

　言ってしまえば、切り離した触手に近い。

　液状生物スライム──液体同然のその肉体が、水蒸気のようになって大気を満たしているのだ。

　これでは本体を凍らせたところで──瘴気は消えない。

　本体を根こそぎに死滅させなければ、生命力が繋つながっている瘴気が活動を続けてしまう。

（ならば──方法はこれしかない）

　シオンは手袋を外し、右手を掲げた。

　手の甲に刻まれるのは、禍まが々まがしき刻印。

　エナジードレイン。

　右手で触れさえすれば、あらゆる生命は根こそぎに死に絶える。

　普段は抑えているエナジードレインを解放すれば、この悍ましきスライムだろうと肉片一つ残さずに死滅させることが可能だろう。

　辺りに満ちる瘴気も含めて、スライムを存在ごと消し去ることが可能。

「ハァッ！」

　シオンは大地を蹴りつける。

　時間がない。一秒でも早くスライムを死滅させなければ、瘴気によって背後の子供達がやられてしまう。

　スライムへと疾走する──途中。

「──っ」

　シオンは強烈な違和感を覚えた。

　まるで。

　まるで──何者かの意図によってエナジードレインを使わされたかのような、このシチュエーションに。







　どこでもない場所──

「なにもかもがお前の狙い通りというわけか」

「そうだね」

　淡々と言うエターナに、ノインは楽しげに答えた。

「なるほど。このためにスライムという古代の魔獣を選んだわけか」

「その通りさ。このシチュエーションを生み出すためには、原初のスライムが最適だった。大抵の攻撃は効かない。常に瘴しよう気きをまき散らす。周囲に被害を出さないように即座に倒そうと思ったら──あの少年は右手を使う以外他にない」

「…………」

「彼にエナジードレインを使わせるためには、これ以上の敵はいない。ついでに知性がないってところもいいね。言ってみりゃ反射で生きてるだけの植物みたいなものだから、お優しいシオンくんも心を痛めることもなく、容赦なく右手で死滅させられるだろう」

「全ては彼に右手を使わせるためか。ならば──スライムの中にはなにを仕込んだ？」

「聖剣を一振り」

　ノインは言った。

　エターナの片眉が、ぴくりと動く。

「ほう。ずいぶんと大胆な手に出たな」

「荒療治だよ。このぐらいしなきゃ、あの少年は先には進まないだろう。ずっと今のぬるま湯のまま停滞し続けてしまう」

　どこか呆あきれた様子で言いつつ、ノインは続ける。

「あの聖剣は特別性だ。急ごしらえだが……通常の聖剣、五、六本分の効力がある。体内に取り込んだら最後、彼は一気に──」

「──魔王へと近づく、というわけか」

　かつての私と同じように。

　と。

　エターナは言った。

　死んだような目のまま、言った。

　ノインはにやりと笑う。

「これで一気に物語が動くだろう。冗長で退屈は日々は、終わりを迎えることとなる」

「しかし──大丈夫なのか」

　心底愉快そうな様子のノインに、エターナは問う。

「あの少年は恐ろしいまでに聡そう明めいだ。お前の狙いに気づいてしまう可能性もあるだろう。あんな……いかにも右手で倒して欲しそうな敵を用意してしまってはな。裏で糸を引くお前の存在に、感づいてもおかしくはない」

「そうだね、そうだろう。彼ならそのぐらい気づくかもしれない。違和感ぐらい、覚えてしまうかもしれない。でも──なにも問題はない。彼は使うよ。絶対に右手を使う」

　だって、とノインは続ける。

「彼は残酷なぐらい聡明だけど、それ以上に悲しいぐらいに優しいからね」

「…………」

「違和感を抱こうと、使わないわけにはいかないんだよ。そうしなければ──見ず知らずのハーフエルフの子供達を守れないから」

「…………」

「自分一人でなんだってできるのに、彼は絶対に弱き者達を見捨てない。だから、行動をコントロールするのは簡単なのさ」

「なるほど。そこまで含めて貴様の計画か。つくづく趣味が悪い」

「そりゃそうさ」

　軽く笑い飛ばすようにして、

「神様なんて趣味が悪くなきゃやってられないよ」

　と、ノインは続けた。

　それから──

「ああ、ほら。やっぱり使ったよ」

　ここではないどこかの戦いを見つめて、表情に喜悦を滲にじませた。

　狙い通りとばかりにほくそ笑んだ。

　その戦いでは、ノインが思い描いた通りのことが起こっていた。

　スライムという脅威に対し、シオンが右手の力を使う。

　そして仕込んでいた聖剣が、少年の体内に吸い込まれる。

　なにもかもが計画通り──

「──なっ!?」

　しかし。

　ノインは混乱の叫びを上げた。ずっとにやにやとした笑みを浮かべていた顔は驚きよう愕がくと困惑に塗り潰される。

「バ、バカな……。こんなことが……」

　その瞳は、畏怖と恐怖に染まっていく。

「あいつは……どこまで……!?」







　ドクター・ミンゲル。

　白髪で痩そう躯くの老人。

『零ゼロ番研究室』と呼ばれる裏の研究機関で、室長を務めていた男である。

　先日、研究室の残党と共にテロ活動を企くわだてたが、シオンとメイド達の妨害によって失敗。現在では王都の監獄に収監中。

　そして。

　彼は二年前──魔王の呪いを受けたシオンの肉体を、隅々まで検証し尽くした男である。

　端的に言って、ミンゲルは人格破綻者だった。

　研究以外に興味はなく、研究のためならばなんでもした。法に触れる研究など数え切れないほど行っている。

　そんなミンゲルにとって、シオンは最高の研究材料だった。

　エナジードレイン。

　不死の肉体。

　これ以上ないほどに研究意欲をそそる、極上の素材。

　ましてシオンの研究は──王室直々の命令だった。『この呪いをどうにかしろ。なにをしてもいい』と言われていた。

　公的な許可を得たミンゲルは──止まらなかった。

　己の欲望のままに、エナジードレインと不死の肉体を検証し尽くした。

　特に悍おぞましかったのは──不死の検証。

　シオンはどんな傷を受けたら肉体がどのように再生するかを、徹底して研究され尽くした。

　その一つに『切断に対する再生』というものがあった。

　たとえば首を切り離した場合──

　意識と自我は頭部の方にある。胴体は三十秒程は己の意思で動かすことができて、その時間内に頭部を戻せば傷口からの再生が始まるが、三十秒を超えると胴体は消滅し、首の切断面から新たな胴体が構築される。

　たとえば腕を切り落とした場合──

　首と同様。切り離した腕を戻せばすぐにくっつくが、三十秒ほど放置すると、切り離した腕は消滅し、新たな腕が生えてきた。

　この時間は──ある程度コントロールができた。

　シオンが即座に新たな腕を生やすことを望めば、三十秒と待たずとも新たな腕が形成され、元の腕は消滅する。

　逆に再生を望まなければ、しばらくの間再生は始まらない。それでも三分後には、強制的に再生が始まってしまったが。

　そして。

　このメカニズムは、切断する腕が右腕の場合も──同様だった。

　刻印が刻まれた腕だろうと、切られれば再生する。くっつけて接合させることもできるし、新しく生やすこともできる。

　ただし。

　左手とは違う点も、一つだけあった。

　エナジードレイン。

　刻印が刻まれし右手は、切断してから消滅するまでの間に、切られる前と同等のエナジードレイン能力を持ち続けることが、検証の結果判明していた──

（……ふん。あの男の研究も、少しは役立ったということか）

　感謝は微み塵じんもしていないが、と。

　シオンは内心で毒づいた。

　その右腕は──手首から先が消失していた。

　再生は始まっていない。

　シオンが意図的に抑えている。

　切り離した先の右手は──スライムの体内にあった。

『真呼吸ノーブレス』

　あらゆる生命力を根こそぎに吸い尽くし禁断の右手の力は今、切り離した先の右手のみでその効果を発揮し続けていた。

　数分前。

　シオンはスライムに右手で触れた瞬間──左手に持った『メルトール』にて、右手の手首から先を切断した。

　切り離された右手はスライムの反射行動によって体内に取り込まれ、その後は手だけとなってエナジードレインを発動し続けた。

　二年前の検証通りの結果である。

　シオンが意識して右手の再生を止めていれば、切り離した先の右手は効力を発揮し続ける。

　スライムは──即座に死滅した。

　地をのたうつ触手も、大気に満ちる瘴しよう気きも、完膚なきまでに消え去った。

　巨大な液状生物が跡形もなく消え去ると、そこには右手だけがポツンと残されていた。

「…………」

　シオンは右手の再生を開始する。

　すると即座に新たな右腕が切断面から生えてきた。

　同時に、切り離した先の右手は霧のように消滅していく。

　そして──

「……やはり、か」

　右手が消え去った場所に──一振りの剣が残されていた。

　一目でわかる。

　神々しい気配を纏まとうそれは、聖剣と呼ばれる剣だった。

「……え。え？　聖剣……？」

　イブリスは困惑気味に呟つぶやく。

「なんでスライムの中から聖剣が……？」

「さあな。誰か──仕込んだ奴やつでもいたのかもしれないな」

　答えつつ、シオンは歩を進め、聖剣を手に取った。

「見たこともない聖剣だな……。僕が知らない聖剣か、あるいは──新たに創造された聖剣なのか」

「……はあ？　いやもう、私、わけわかんないんですけど？　てか、坊ちゃまが右手切り離した時点で意味不明なんですけど」

「気にするな。僕もよくわかっていない。だが──こいつを調べれば、少しはわかるかもしれないな。体内に取り込んで魔剣化した状態で検証するよりは、多くの情報を手にすることができそうだ」

　まるで何者かに用意されたようなシチュエーション。

　強烈な違和感を覚えたシオンは、右手を切り落とす作戦を決行した。

　なにか確証があったわけではない。

　ある程度計算はしたが、最後は本能で決断した。

　その結果は──大当たりだ。

　スライムの中には仕込みがあった。

　右手を使っていれば陥ってしまっただろう罠わながあった。

　裏で糸を引いていた者が確実にいる。

　どういうわけかその者は、シオンに聖剣を吸収させようとしている。

　だからスライムに聖剣を仕込み、右手で倒した瞬間に吸収させようと画策した。

　だが──その企たくらみは失敗に終わった。

　聖剣は吸収されることなく、魔剣化することなく、ありのままの状態でシオンの手の中にある。

「…………」

　シオンは視線を天へと移した。

（なにが狙いかは知らんが、貴様の思い通りにはならんぞ、ノイン）

　この日。

　神童は神を出し抜いた。
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　騒動の後──

　ドムルとハーフエルフの子供達は、予定通りに村を出発した。

　奴ど隷れいの首輪はシオンが外し、当面の生活費も与えた。

　これで全て上う手まくいく──というわけでは、もちろんないのだろう。

　でも、シオンにできることはこれが精一杯だった。

　一方。

『奴隷解放運動』に関しては、国政の動きによって即座に廃止された。

　運動の陰に隠れた様々な悪事に関して、前々から目を付けられていたらしい。

　シオンやレビウスが動くまでもなく、国が動いて制圧した。

　本来は旗はた頭がしらであるカミールが、持ち前のコネや上層部への賄賂によって上手く国政との関係を取り持っていた。

　見返りを渡すことで、見て見ぬ振りをしてもらっていた。

　また彼自身が上層部の様々な弱み──不倫事情や借金事情などを多数握っていたため、おいそれと手出しができずにいた。

　しかし。

　彼の死により──国政は一気に動いた。

　頭をなくして統率力を欠いた団体は、瞬く間に全ての悪事を暴かれてしまう。

　運動に関わっていた貴族達は皆、『私達は被害者だ。本当に心から平等な社会を望んでいた』と主張しているらしいが、彼らの処遇は今後の取り調べや裁判次第だろう。

　かくして事件は幕を閉じる。

　例によって例の如ごとく、シオン・ターレスクが得たものはない──こともなかった。

　今回シオンは、明確な戦利品を一つ手に入れた。

「…………」

　屋敷の自室。

　シオンは壁にかけた剣を見つめる。

　神々しい雰囲気を纏まとうそれは、スライムの体内にあった聖剣だった。

（この気配、やはり聖剣には間違いない……。だが、僕の知らぬ聖剣だ）

　ロガーナ王国に伝わる二つとも、他国に伝わるものとも違う。古今東西の聖剣関連の文献に記されていたものにも当てはまらない。

　新たに見つかったものか。

　あるいは──新たに創造されたものか。

（聖剣……はるか昔、人間の脆ぜい弱じやく性せいを哀れんだ神が、人のために与えた剣）

　そう。

　聖剣は──神が与えた剣。

　だとすれば。

　神ならば新たな聖剣を創造できたとしても、なんら不思議ではない。

（ノイン……全ては貴様の筋書きなのか？）

　脳裏をよぎるのは、武闘大会で出会った少年。

　なにからなにまで胡う散さん臭くさかった、人間離れした空気を纏まとう少年。

　彼が今回の件に関わっている保証はない。

　しかしシオンは──なんとなくそう感じていた。

　それこそ、本能としか言えない部分で。

（聖剣を集めて吸収すれば元の体に戻れるかもしれない……そう考えていたが、どうやらそう単純な話でもなさそうだ）

　聖剣吸収は──元の体に戻るための道筋ではなかったのかもしれない。

　あるいは真逆の、破滅へと繋つながる道だったのかもしれない。

　ノインは、あるいは何者かが。

　シオンに聖剣を吸収させようと、今回のような仕込みをしてくるのだから。

　しかし今回。

　シオンは相手を出し抜いた。

　相手の算段では吸収されるはずだった聖剣を、そのまま手にすることができた。

（新造の聖剣……これを調べていけば、なにかがわかるかもしれない）

　なにかが。

　聖剣の秘密が。

　シオンを蝕むしばむ呪いの秘密が。

　あるいは。

　この世界に隠された秘密が──

　聖剣を見つめたまま、真剣に考え込むシオンだったが、

「シ、シオン様！　大変です！」

　突如、アルシェラが自室に乗り込んできた。

　彼女だけではなく、フェイナとナギも一緒だ。

　三人とも酷ひどく慌てた様子だった。

「どうしたんだ？」

「イ、イブリスが……」

　アルシェラが震える声で言う。

「た、大変なんですよ、イブリスが──」

「なんだ、またなにか失敗でもしたのか？　それとも、仕事をサボってどこかに出かけたか？　なにをしでかしたのか知らないけど、今更イブリスがなにをやらかしたところでそんなに驚くことも──」

「──自分から真面目に仕事をしているんです！」

「……なんだと!?」







　慌てて自室を飛び出して玄関まで飛び出していったシオンは、信じられないものを目の当たりにした。

「そんな……バカ、な……」

　屋敷の玄関では──イブリスが掃除をしていた。

　手には箒ほうきとちり取り。

　玄関の隅から隅まで、丁寧に丁寧に清掃活動を行っている。

　普段はだらしなく着崩しているメイド服も、心なしきちんと着用していた。

「……ア、アルシェラ、お前が命じたのではないのか？」

「違います……私が命じるまでもなく、自分から仕事を見つけ、自主的に掃除を始めたのです……」

「なん……だと……!?　あいつが、誰に命じられることもなく、自分から仕事を見つけて作業に移っただと……!?」

　愕がく然ぜんとするシオン。

　他の者も反応は同じ。

　天地がひっくり返ったかのような驚きようだった。

「これは夢か……？　僕はまだ夢を見ているのか？」

「心配だわ。熱でもあるんじゃ……？」

「頭を激しく強打したのかもしれない……」

「まさか……偽物か？　何者かがイブリスに化けている可能性も……」

「──あーっ、もう、うっせーな！」

　四人がそれぞれ好き勝手な憶測を述べていると、イブリスは怒りの叫びを上げて振り返った。

　表情には怒りが滲にじむが、頬ほおは少し赤らんでいる。

「なんだよ、どいつもこいつも！　私が真面目に仕事してたら、そんなにおかしいのかよ！」

「……まあ、その」

　曖昧に言葉を濁すシオン。

　普段が普段だからな、という感想は心の中で留とどめつつ、彼女の方へと歩いて行く。

「どうしたんだ、イブリス？　なにかあったのか？　いや……素晴らしいことで、何一つ文句などないんだけど……」

「……別に。たまには真面目に仕事してみるかと思っただけですよ」

　つっけんどんに言うイブリス。

　そこで、

「あーっ、わかったっ」

　とフェイナが楽しげな声を上げた。

「ふっふっふー。イブリスってば素直じゃないんだから」

「な、なんだよ……？」

「これ、感謝の気持ちなんでしょ？　今回の件で、シー様から目一杯助けてもらっちゃったことの、感謝のき・も・ちっ」

「……っ」

　フェイナの指摘に、イブリスは顔を赤くした。

「へえ。そうだったの。あなたにも案外かわいいところがあったのね」

「イブリスにしては殊勝な心がけだな」

「……あー、もう、うっせ。うっせ」

　アルシェラとナギもからかうように笑っていて、イブリスはますます照れ臭そうにしてしまう。

「イブリス……」

　シオンが口を開く。

「そこまで気にする必要はないぞ。僕は僕で、好きに行動しただけだ」

「……坊ちゃまはそういう感じだと思ってましたけど……まあ、一応、形ぐらいはなにかしようと思って」

「ふむ。そうだったのか。ならば──お前の意思を尊重しよう」

「へ？」

　困惑の声を上げるイブリス。

　シオンは一人強く頷うなずいていた。

「理由がなんであれ、動機がなんであれ、お前がこれから真面目になるというのであれば……これほど嬉うれしいことはない！」

「…………」

「ふふっ。まるで夢のようだな。まさかお前が自主的に変わろうとする日が来るなんて……。よし！　今日から僕が、お前に規則正しい生活の素晴らしさというものを叩たたき込こんでやるからな！」

「…………」

「そうそう、ついでに整理整頓も教えてやろう。開けたら閉める！　しまうときは出すときのことを考えて！　あっ。そうだ、いい機会だ。前々から気になっていたお前の自室の掃除もしてしまおう。一度全てを外に出して──え？　あれ？」

　ふと気がつけば、目の前からイブリスがいなくなっていた。

「あ、あいつはどこに行った？」

　三人のメイドに問いかけると、全員が目線で屋敷の外を指した。

　外に逃げ出していたらしい。

　シオンは慌てて彼女を追いかけた。

「お、おい！　なぜ逃げるイブリス!?」

「……いやー、ちょっとマジで勘弁してください」

「真面目になるのではなかったのか!?」

「…………まあ、限度ってもんがありますよね」

　逃げるイブリスと、追いかけるシオン。

　追いかけっこはしばらく続き、途中から他の三人まで参加してきて大騒ぎとなり、結局この日は、いつも以上に屋敷の仕事が捗はかどらない日となった。

　一つの事件を終え、シオンは一つの手がかりを得た。

　どこへ繋つながるかもわからないが、それでも確かに先へと繋がる鍵を手にした。

　未来への不安は尽きず、これから先どれほど過酷な運命が待ち受けているのかは見当もつかない。

　それでも彼らは──今日も幸せそうに日々を生きていた。






あとがき









　スライムというのは今でこそ雑魚モンスター代表格みたいなものですが、創作物でのスライムの起源を辿たどってみると昔はヤバいぐらいに強くて恐ろしいモンスターとして描かれていたりします。

　今のイメージが定着したのはおそらく某国民的ゲームの影響でしょう。

　逆パターンで言えば、ぬらりひょんという妖怪が妖怪の総大将として語られるようになったのも、某国民的妖怪漫画の影響だとか。

　このように文明が発達した現代においても、妖怪やモンスターといった空想上の生き物は僕ら個人個人の頭の中に存在していて、なんとなく共通認識みたいなものがある。それでいてその共通認識は、なにか爆発的に流は行やるコンテンツがあると一気に塗り替えられてしまう。

　それはなんだか、古い時代に神話や妖怪譚たんが伝承の中でどんどん形を変えながら広まっていたのと似ているような気がします。

　現代に生きる僕らが楽しむゲームや漫画、小説も、ある種の民間伝承なのかもしれないですね。

　……なんかあんまり本編と関係ないような。

　そんなこんなで望のぞみ公こう太たです。

　天才少年とメイドのおねえさん達のお話、第三弾。

　楽しい日常をやりつつ、ちょっぴりイブリスを掘り下げる感じでした。

　今回の話を通して僕が読者の皆様に伝えたかったことはただ一つ。

　褐色のお姉さんは尊いという、ただそれだけのことです。

　えーっと。

　今回あとがきのページが多いのですが、特に書くことが思いつかないので、キャラクターの名前の由来とか。

　まずは主人公。




『シオン・ターレスク』




　察してる方もいるかと思いますが、略したら『ショタ』っぽい響きになりそうな名前を考えた結果こうなりました。

　シリーズ最終巻の最後の文章は──




　こうして、この大陸ではシオン・ターレスクという少年の魅力に取り憑かれる女性達が急増し、彼女達は『シオン・ターレスクコンプレックス』──略して『ショタコン』と呼ばれるようになりましたとさ。

　めでたしめでたし。




　──という感じで締める予定です。

　……嘘うそです。いや、嘘じゃないかもしれないですけど、どうなるかはわかりません。先のことなんて全く考えてませんから。もしかしたら本当にこの文章で終わるかもしれないし、そうじゃないかもしれない。

　唐突に宣伝。

　コミカライズの連載がいよいよ始まります。

　なんかもうすんごいクオリティです。

　月刊コミックアライブにて連載開始。

　そのうち他のｗｅｂ漫画サイトなどでも公開されていくかも。

　どうぞよろしくお願いします。

　以下謝辞。

　担当様。今回もお世話になりました。今回は……えげつないぐらいにご迷惑をおかけしてしまったと思いますが、今後も見捨てないでください。

　イラストレーターのぴょん吉きち様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。相変わらずエッチなおねえさん達が魅力的で最高です。

　そしてこの本を手に取ってくださった読者の皆様に最大級の感謝を。

　それでは縁があったらまた会いましょう。


望のぞみ公こう太た
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『フェイナと酒』





「フェイナ」

「んー。なに、シー様」

「お前は、元々酒は飲む方なのか？」

「あー、魔界にいた頃はねー。一応、私もこう見えて、幹部の一人として配下とか率いてたわけだし。今じゃ信じられないけど」

「……本当に今じゃ信じられないな」

「いや、そこは否定してよ。『なにを言う。お前のその美貌とカリスマ、一団の長となるに相応しい』みたいにフォローしてちょ」

「思ってもいないことは口に出せないな」

「まあ、ぶっちゃけ魔王様にあてがわれただけの配下達だったから、そこまで繋がりも思い入れもなかったけどねー」

「ふむ」

「でもまあ、一応は集団をまとめなきゃなんなかったし？　慰労の意味もかねて、適当に酒を振る舞ってた感じかな。定期的に酒さえ飲ましとけば、あんまり下が機嫌損ねることもなかったし」

「いろいろ大変だったのだな」

「……ま、常にどっか殺伐としてたから、そこまで楽しい飲み会って感じでもなかったけどね。私も気持ちよくは酔えなかったし」

「そうなのか？」

「うん？　どういう意味」

「いや……この前のお前はずいぶんと楽しそうに飲んでいたから、てっきり酒が好きなのだとばかり……」

「あはは。そりゃ、今のメンバーで飲んだら超楽しいよ！」

「…………」

「お酒はなにを飲むかより、誰と飲むかだからね」

「そうか」

「うん、そうそう」
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